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プロローグ







　太陽は地平線へと沈しずみかけていた。

　赤く燃える様な日の光が、西側に設けられた窓から差し込んでくる。

　桐生きりゆう飛鳥あすかは午後の訓練を終え、水浴びをして汗あせを流した体を粗そ末まつなベッドへと投げ出す。

　それは、凡およそ三畳じようほどの狭せまい部屋。

　だが、問題なのは狭さだけではない。

　壁かべ際ぎわに置かれたベッドを除けば、家具と言えるのは使い古した椅い子すと小さなテーブルだけ。

　妙みよう齢れいの女性が使う部屋どころか、無機質というか、何とも人間味の薄うすい部屋。

　現代日本の一いつ般ぱん常識から考えると最底辺ともいえる様な環かん境きようだろう。

　此処ここには無数の小説や漫まん画が本ぼんを収めた本ほん棚だなもなければ、机の上に置かれたパソコンやテレビと言った電化製品もないし、お気に入りの洋服で満たされたクローゼットすらもない。

　飛鳥が日本で使っていた自室とは天と地の差だ。

　だが、そんな味気ないこの狭せま苦くるしい部屋だけが、今の飛鳥にとって唯ゆい一いつの安息所だった。

（これで一日が……また過ぎていくのね）

　西日で桐生飛鳥の顔が赤く染まっていた。

　夕暮れ時。

　幸いな事に、この大地世界アースは地球と多くの類るい似じ点てんを持っている。

　一日は地球と同じ二十四時間であり、一年は三百六十五日。

　夜明けが来れば太陽は東より上り、夕暮れ時には西に沈む。

　人が暮らし、国という物が存在している世界。

　文化や慣習は違ちがっていても、確かにこの世界は地球と似てはいるのだ。

（でも……）

　ふと視界が滲にじむように歪ゆがんで見えた。

　日本でも一日の終わりに幾いく度どとなく見てきた光景でしかないそれが、今では何だか無む性しように飛鳥の心をかき乱す。

　だが、やはり何かが違うのだ。

　この大地世界へと召しよう喚かんされて既すでに数すうヶか月げつ。

　飛鳥が感傷的な気持ちになるのも無理はない事と言えるだろう。

（お爺じいちゃんは……今いま頃ごろどうしているかな）

　その瞬しゆん間かん、飛鳥の脳のう裏りに御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうの姿が過る。

　もっとも、その姿は長年見知ってきた筈はずの、洒しや脱だつで温和で、そして少し皮肉屋である飛鳥のよく知る老人の姿ではない。

　ベルゼビア王国の王宮から逃にげる際に離はなれ離ばなれになって既に数ヶ月。
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　飛鳥の脳裏に浮うかぶ浩一郎は両手に血ち塗ぬられた日本刀を構えた悪あつ鬼きの姿だ。

　片かた腕うでを切り落とされて、泣なき叫さけびながら床ゆかに蹲うずくまる女性の首を容よう赦しやなく切り落とした殺さつ人じん鬼き。

　如何いかに飛鳥の身を守ろうとした結果であるとはいえ、平和ボケとも言われた日本で生まれ、この年まで培つちかってきた価値観が、浩一郎の行こう為いを完全に許容出来ていないのだろう。

　あるいは、飛鳥の持つ倫りん理り観かんや常識からあまりにかけ離れた光景を突とつ然ぜん見せつけられた事に因る心的外傷の影えい響きようなのかもしれない。

　だが、そんな心的外傷を抱かかえている一方で、飛鳥の心からはそんな恐おそろしい行為をした浩一郎への非難の気持ちはかなり弱くなっている。

　納なつ得とくは出来ないし肯こう定ていもしたくはない。

　だがその一方で、浩一郎の行為を頭から否定する事もまた、飛鳥には出来なかった。

　それこそ、あそこで浩一郎が姿を現さなければ、飛鳥はその身の純潔を無残な形で奪うばわれていただろう。

　ベルゼビア王国の次席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しと名乗ったミーシャ・フォンティーヌという女が、召喚直後の飛鳥へ告げた言葉は脅おどしでも誇こ張ちようでもない。

　飛鳥の様な見目麗うるわしき容姿をしていれば、権力者達たちの獣じゆう欲よくを掻かき立たてない訳がないのだ。

　ましてやそれが裏大地から呼び出された異世界人となれば、その価値は生きた宝石とも呼ばれるエルフにすら匹ひつ敵てきする値あたいを付ける事だろう。

　法が法として機能しない世界。

　いや、ある意味では正しく機能してはいるのかもしれない。

　人を支配する道具という意味では。

　この数ヶ月の間で、大地世界という呪のろわれた土地を支配する現実の前に、飛鳥は平和な日本での倫理観や常識など何の価値もないのだと嫌いやという程ほどに思い知らされた。

（日本では考えられない事だけれど……ここは何もかもが根本的に違う……違い過ぎる）

　国が違えば法が違う。

　慣習も、人のモラルや常識すらも違ってくる。

　しかし、そんな当たり前の事を飛鳥は今まで意識してこなかった。

　いや、意識する必要性がなかったと言うべきだろうか。

　地球の法律も色々と地域で異なるのは事実ではある。

　特にイスラム圏けんの宗教色の強い法律には、日本人として許容出来ないレベルのものがあるのも事実だ。

　だが、そう言った話題が飛鳥の生活の中で交かわされる事は殆ほとんど無い。

　精々が、テレビのニュースでほんの一いつ瞬しゆん取り上げられるか、少しばかり熱血な社会科の教師が世界の現実として話題に挙げる程度の物だ。

　しかし、それらは所しよ詮せん現実味のない情報でしかない。

　日本で暮らす飛鳥にとって、それは遠い別世界での話でしかないのだから。

　だが、この大地世界での生活は違う。

　脳裏に数ヶ月前に見せられた光景が過り、飛鳥は胃の中身が逆流してくるような感覚に襲おそわれ、思わず手で口元を必死に押おさえる。

　この世界の現実を知る為ためにと連れていかれた聖都メネスティアの裏通りには、無数の奴ど隷れい商人達が軒のきを連ねている一角がある。

　彼かれ等らは今も肉や野菜でも売るかのように、店の前を通る客に景気の良い言葉を投げかけ続けている筈だ。

　また、歓かん楽らく街がいには借金を払はらえずに身売りした女達が、派手な化け粧しようをしながら酔すい客きやくの袖そでを引いているのを飛鳥は見た。

　中には、銅貨一枚でその身を売る女すらいる。

　そんな彼かの女じよ達たちの大半は、その身を縛しばる借金の利息を払うので精いっぱいであり、とても春を鬻ひさぐ身から抜ぬけ出す余よ裕ゆうなどない。

　それこそ、小説の様な薄はつ幸こうの美少女が裕ゆう福ふくな客に身み請うけされる物語的展開など、万に一つどころか億に一つの可能性も存在しない。

　それどころか、一度たび喰くらいついたら意地でも放さないという鮫さめの様な人間ばかり。

　何せ、この大地世界には法定金利などという概がい念ねんはないのだから。

　借金の利息は全すべて契けい約やくを締てい結けつした段階での両者の合意によってのみ決まる。

　金を借りたその翌日に一割の利子を付けて返す様な、いわゆるカラス金と呼ばれる契約形態が普ふ通つうにこの大地世界ではまかり通っているのだからどうしようもないだろう。

　いや、更さらに酷ひどい場合になると、事前に契けい約やく書しよを作らない場合すらある。

　それどころか、金を貸さずに利息だけを毟むしり取とろうとする、金貸しなのか強ごう盗とうなのか判別出来ない様な業者が存在しているのだ。

　その上、この大地世界での識字率はかなり低い。

　日本の江え戸ど時代では、庶しよ民みんでも七割から八割程度の識字率を誇ほこっていたと言うが、この大地世界では多めに見積もっても全人口の一割から二割もいるかどうかといったところ。

　それも、商人などの特定層か貴族階級に集中している事を考えれば、大半の平民は自分の名前すらもまともに書けない事になる。

　四則演算が出来る人間など更に限られてくるだろう。

（あの時には思わなかったなぁ）

　飛鳥は昔、とある政治番組で貧困層から抜け出す為に勉強が必要だという話を、どこかの大学教授が口から唾つばを飛ばして熱弁しているのを聞いた事があった。

　その時の感想は、世界には未いまだにそんな貧しい国もあるのだな、お気の毒に程度の認にん識しきでしかなかった。

　いや、飛鳥に限らず、日本人の大半が同じ感想を持つ事だろう。

　良くも悪くも、人は自分の日常を基本にして物事を推おし量はかってしまう物だから。

　だが、今にして思い返してみれば本当に教育こそ国の根幹だと思う。

　ここは文字通り、知ち恵えのある者が知恵のない者を食い物にし、強者が弱者を虐しいたげる世界だ。

　恩には恩で応こたえ、善意には善意で応えるなど、この世界では通用しない。

　恩には仇あだで応え、善意には悪意で応える様な世界なのだから。

　日本人として生まれた飛鳥にとって、今いま更さら改めて言う必要のない程に身に沁しみついている価値観だが、この世界では美徳にならないのだ。

（この世界が間ま違ちがっているというのなら、それを他人に押おし通とおせるだけの強さを身につけてから主張しなさい……か）

　それは、身元引受人でありなにくれと面めん倒どうを見てくれているメネア・ノールバーグが、大地世界の現実を知りその理り不ふ尽じんさに怒いかりを露あらわにした時に飛鳥へと告げられた言葉だ。

　とても厳しい言葉。

　そして、誰だれよりも優やさしい言葉だろう。

　少なくとも、メネアは飛鳥の想おもいを馬ば鹿かにする事も、子供の戯たわ言ごとだと嘲ちよう笑しようする事もしなかったのだから。

　実際、浩一郎と離れ離れになってしまった飛鳥にとって、メネアは既に実の姉にも似た存在になっている。

（日本に帰りたい……な。帰ってお母さんやお祖母ばあちゃんにもう一度……）

　ふと、そんな弱気にも似た望郷の想いが飛鳥の心を過った。

　それは、メネアから既に決して叶かなわぬと告げられた願い。

　だが、日々繰くり返かえされる苛か酷こくなまでの訓練の合間に、そんな思いを感じたからと言って誰が飛鳥を責められるだろう。

　あの時、メネアに見せられた大地世界の現実に憤いきどおりを感じた事も、この世界を変えたいと思う気持ちにも偽いつわりはないが、その代だい償しようはあまりにも大きい。

　強くなる為に、この世界の知識を学び武具の扱あつかいを習得する。

　言葉にするのは簡単だが、それを実現するとなれば話は全く変わって来るのだ。

　飛鳥は、御子柴浩一郎から武術の手て解ほどきをそれなりに受けてはいたし、高校総体インターハイの出場を本気で目指すくらいには強きよう豪ごうである高校の弓きゆう道どう部ぶに所属していたおかげで、一般の高校生に比べればかなり優すぐれた筋力と体力を持っていた。

　だが、それはあくまでも趣しゆ味みの延長としての武術でしかない。

　生死を賭かけた殺し合いを行う準備をしてきたかと問われれば首を横に振ふるよりないし、知識の習得に関しては、今まで学校で習ってきたような物とは全くの次元のレベルを求められている。

　単純に数式が分かるとか、化学式を理解していると言った物ではない。

　より高度で実じつ戦せん的てきなものを求められてくる。

　自らが進んで選んだ道であるとはいえ、ただの高校生でしかなかった飛鳥にとってそれは大いなる苦痛であり重荷。

　だが、その茨いばらの道を進むと決めたのはほかならぬ飛鳥自身。

（強くなる……そして、何時いつか絶対にお爺ちゃんにもう一度会って確かめるんだ……）

　一度大地世界を訪おとずれれば二度と裏大地への帰き還かんは敵かなわない。それは、大地世界における絶対的な事実だった。

　メネアに告げられた後、飛鳥は自分の出来る範はん囲いで帰還の方法を色々と探さぐっては見た。

　その上で突つき付つけられた事実だ。

　だが、それでは御子柴浩一郎の行動や言動が説明出来ないのだ。

　飛鳥は机の上に横たわる一本の日本刀へと視線を向ける。

　それは、桜おう花かと呼ばれる御子柴浩一郎の愛刀。

　彼から託たくされたこの恐るべき切れ味と不可思議な力を宿した妖刀の存在こそが、全ての鍵かぎなのだから。







第一章　闇やみにうごめく者







　西方大陸東部三国の一角。

　険しい山脈に国土を分断された山さん岳がく国家であるザルーダ王国。

　その王都ペリフェリアの王城に設けられた一室に御み子こ柴しば亮りよう真まは居た。

　その前に跪ひざまずくのは五人の男女。

　歳としはまだ十代半ばと言ったあたりだろうか。

「難しい命令を良く達成してくれた。ご苦労だったな、ケビン。他の皆みんなも良くやってくれた」

　なるべく威い厳げんを持たせることを意識しながら、御子柴亮真は目の前に跪く五人へと声を掛かける。

　まだあまりこういった言葉を使う事に慣れていないのか、ケビンは敬愛する主の声のトーンが多少上ずっているのに気が付き、ほんの少し微笑ほほえましく感じた。

（リオネ様に言われて意識されているのか……しかし、主に対して恐れ多おおい事だが……少しばかり笑ってしまうな）

　主の意外な一面に、ケビンは新たな親しみを感じた。

　周囲へチラリと視線を走らせると、亮真の左右に立ち並ぶ側近達が顔を伏ふせている。

　上手うまく押し隠かくしているつもりらしいが、彼等の肩かたが小刻みに震ふるえているところを見ると、ケビンと同じ様に吹ふき出すのを堪こらえているのだろう。

　ケビンの知る御子柴亮真という男はもっと闊かつ達たつで野性味に溢あふれている感じだ。

　傭よう兵へいや冒ぼう険けん者しやに多くいる粗そ野やで乱暴というタイプでもないのだが、貴族に多い礼れい儀ぎや形式に強いこだわりを持つ杓しやく子し定じよう規ぎに凝こり固かたまったタイプでもない。

　言うなれば自然体に近いと言ったところだろうか。

　だが、御子柴亮真はローゼリア王国のれっきとした貴族だ。

　いわば特権階級に属する一人。

（臣下を労ねぎらうというのもこれでなかなかに難しい物なのだろう……な。だが……）

　動作もどこかぎこちないのは確かだ。

　それでも、ケビン達五人の体を本心から気き遣づかう思いが十分に伝わって来る。

　少なくとも、この大地世界アースでただの兵士の安否に此処まで心を砕くだく指揮官は限られている。

　そんな限られた存在に仕えられる自らの幸運をケビンは改めて噛かみ締しめていた。

（まったく……どいつもこいつも遠えん慮りよなく笑いやがって……）

　周囲から向けられる微笑ましい視線に多少の腹立たしさを感じながらも、亮真は必死で支配者としての仮面を被かぶり続けた。

　亮真は今後、自分の領土を拡大して行くつもりなのだ。

　リオネやローラ達が相手ならばともかく、格式ばった礼を好む人間とも付き合わなければならなくなる。
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　亮真個人はフレンドリーなやり取りを望んでいるが、それを常に前面に出してよいかどうかは別の問題になってくる。

　場合によっては、相手に不快感を与あたえてしまう事にもなるだろう。

　身分制度のない日本で生まれ育ったせいで、基本的に他者に対して偉えらぶるという行為に慣れていないのは致いたし方かたないが、だからと言ってこのままで良い訳もなかった。

（煩わずらわしいこった……とは言え、とにかく慣れていくしかないな……）

　ウォルテニア半島にセイリオスの街がその姿を少しずつ見せ始めた頃ころの話だ。

　亮真はリオネやローラ達から、兵士に対してはもっと威厳を持って形式的に接するべきだという指し摘てきをされていた。

　恩賞や懲ちよう罰ばつに関する場合には特にだ。

　まぁ、リオネの指摘は当然だろう。

　リオネ自身は亮真の堅かた苦くるしくない態度に対して基本的には好感を持っている。

　だが、それも時と場合によるのだ。

　仮に何かの大会で優勝したとして、表ひよう彰しよう状じようだけをポイッと手て渡わたされるのと、それなりの式典の中で栄えい誉よを称たたえられながら渡されるのとでは、同じ結果でありながら大分意味合いが変わって来るのと同じ事だろう。

　そして、それは称える側である御子柴亮真と言う個人がどう考えているかという点よりも、称えられる側やその周囲がどう考えるかという点の方が重視されるべき問題。

　評価され、労われる側の人間に不満を持たせる様なやり方に固こ執しつしなければならない理由などないのだから。

　亮真としても、せっかく労うのにわざわざ相手に不満を感じさせる必要などない。

　自分がほんの少しばかり我が慢まんすれば丸く収まる話なのだ。

　それから数ヶ月。まだ多少のぎこちなさを感じさせはするものの、貴族としての立たち振ふる舞まいは大分板についてきている。

　基本的に権力者に対して嫌けん悪お感を持っている亮真だったが、階級社会である大地世界では下手に平民に対して親しげな態度を見せると周囲の貴族や騎き士し達たちから侮あなどられるらしい。

　威厳というのは、付け焼やき刃ばでどうなるものではない。

　言うなればその人間の本ほん性しようや性しよう根ねと言った部分から出る物なのだ。

　実際、亮真の態度は何処どこか洗練されておらずぎこちない感じを周囲に与えた。

　まぁ、それは極きわめて当然ではあるだろう。

　彼はこの大地世界に召喚されるまでただの高校生でしかなかったのだ。

　年ねん齢れいに似合わない貫かん禄ろくは確かにあったが、それでも支配階級が持つ独特の空気を身に付けるのは容易な事ではない。

　正直に言えば馬ば鹿か馬ば鹿かしい事だとさえ言えるだろう。

（とはいえ、リオネさんやローラ達から散々に怒おこられたからな……）

　周囲に自分の声が上ずってしまったことを悟さとられた亮真としては苦笑いを浮かべるしかない。

　大切なのは心。

　形式など所詮は見み栄えと虚きよ礼れいでしかないという意識が今でも亮真の心にあるのは事実だ。

　しかし、そう思う一方で一定のケジメが必要である事も理解はしていた。

　尊大で傲ごう慢まんな態度では兵から信しん頼らいを得られない反面、兵に媚こびへつらう様では軍の規律は維い持じ出来ないのだから。

　そして、その心が形式を守らなければ伝わらない場合もあるのだ。

　それに、亮真としてもリオネやローラ達から叱しかられるのだけは勘かん弁べんして貰もらいたいところであった。

「もったいないお言葉です。御お屋や形かた様」

　そう言って頭を深く下げたケビンの返答と同時に、後ろに控ひかえる四人もその場に片かた膝ひざをついたまま頭を垂れて敬意を表す。

　御屋形様は御子柴亮真をケビン達兵士が呼ぶ時の敬けい称しよう。

　男だん爵しやく様ではいかにも貴族と言う感じを受け、あまり亮真自身が好まないが、若様やご領主様も何か違う感じを受ける。

　リオネのように坊ぼうやと呼ぶ訳にもいかず、最終的に落ち着いたのが、伊い賀が崎さき衆が使いだした御屋形様という呼こ称しようだ。

　実際、亮真が暮らしているのはセイリオスの町の中心に建てられた屋や敷しきなので、そこの主である亮真と御屋形様と称するのは決して間違いではない。

　まぁ、本来の語源という意味から考えれば明らかに間違いなのだが、幸いな事にこの大地世界でその誤りを指摘してくるもの好きはまずいないだろう。

「何とかお預かりしていた奥おくの手てを使う事なく、ご命令を達成する事が出来ました」

　腰こしの後ろに下げた小こ瓶びんに手をやりながら答えるケビンの言葉に亮真は無言のまま頷うなずく。

　今度の戦いくさの為に用意した切り札の一つだが、何とか使う事なく目的を達成する事は出来た。

　亮真の後ろに控えるリオネの顔にも満足げな笑えみが浮かんでいる。

「皆、心配のしすぎなんだよ。だからアタイは言っただろう。こいつらなら大だい丈じよう夫ぶだってさぁ」

　そう言うとリオネは自分の胸を叩たたいて見せた。

　ケビン達は自らが手塩に掛けて零ぜろから育て上げた兵士だ。

　リオネや紅べに獅じ子しの傭よう兵へい達たちにとっては我わが子こも同然と言える存在だろう。

　その力を目に見える形で示され嬉うれしくない筈がない。

　そんなリオネの姿に、亮真は苦笑いを浮かべるしかなかった。

　何せ、今回の命令をケビン達へ命じる事に最も難色を示したのは、他ほかならぬリオネ自身だったのだから。

　とはいえ、それを馬ば鹿か正しよう直じきに本人へ伝える程、亮真は愚おろかではない。

「あぁ、アレをいきなり使えば勝利する事自体は簡単だが、それを使用すれば今後のザルーダ王国側との関係が面倒な事になるからな。改めてよくやってくれたよ」

　法術の習得と隊員の連れん携けいに加えて、ケビン達へ与えた切り札。

　試合開始前に亮真が最悪でも勝利出来ると確信していた理由だ。

　それを使えば勝利を得る事自体は難しくはない。

　何せ中身は、伊賀崎衆がウォルテニア半島に生息する怪かい物ぶつ達たちの毒を精製して作り出した特製痺しびれ薬なのだ。

　無む味み無む臭しゆうにして即そつ効こう性せいのあるこの薬は、多少の耐たい性せいを無効化し、解げ毒どく薬やくも一般ではまず手に入れることは不可能という品。

　対処方法としては、事前に抗こう毒どく薬やくを飲むか、文ぶん法ほう術じゆつ師しの力を借りて解げ毒どくして貰う位な物だろう。

　難点と言えば、精製に必要な触しよく媒ばいが希少で、量を揃そろえるのが不可能である事くらいだ。

　これを風に撒まいて吸い込ませても良いし、武器に塗ぬってもいい。

　痺れ薬なので命の心配はないし、試合にも勝てるまさに必勝の策と言える武器だ。

　しかし、それは諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。

　戦場でならばいざ知らず、名目上とは言え試合にこれを使えば卑ひ怯きよう者ものと叫ぶ人間が出る事は目に見えている。

　いくら実戦を前提とした試合であったとしても、敵の油断を誘さそう為に法術を習得している事を隠していたのとは訳が違う。

　幾いくら致ち死し性せいの毒を使わないだけの配はい慮りよをしたと言ったところで、相手が聞き入れる筈もない。

（まぁ、そいつを使わなくても勝てるだろうと思ったからこそ、この五人を選んだのだから当然の結果だけどな）

　亮真の眼めの前に片膝を突いて頭を垂れる五人は、亮真が買い集め、育て上げた奴ど隷れい達たちの中でも特に優ゆう秀しゆうな能力と高い忠誠心を持った精せい鋭えいだ。

　ウォルテニア半島での怪物達の脅きよう威いにさらされた生活で得た肉体と、日々の過か酷こくな修練で練り上げた技わざ。それに加えて、ケビン達には同じ境きよう遇ぐうから這はい上あがった仲間同士の強固な結束力と生きる事に対しての執しゆう念ねんがある。

　未だ年若く伸のびる余地がある一方で、既に彼等は騎き士しとして兵士として一人前と呼んで良い水準に達していると言って良いだろう。

　勿もち論ろん、ボルツやリオネと言った古参の傭兵とは実戦経験に大きな差があるが、それも時間と共に解決していく問題だ。

　そう、彼らが生きてさえいれば……

「はい、その点に関してはローラ様からも事前にご指示を受けておりました……使うのは、どうしても負けそうな場合のみ……ただし、自分の身が危険と判断したならば、使用を躊ちゆう躇ちよするなとも」

　ケビンの言葉に後ろの四人が小さく頷く。

　五人の目に浮かぶのは理知の光。

　そして己おのれの命を捨ててでも使命を果たそうとする確かな覚かく悟ごだ。

　自分達が与えられた役割をきちんと理解している証あかしだろう。

　平民に対して高みからただ高圧的に命じただけでは決して得られない成果と言えた。

（信頼か……）

　信頼を得る為に、亮真は時間の許す限り、食堂で兵士達と共に食事を取る様にしていた。

　当然、食べるメニューは同じものだ。

　大地世界の貴族ではまずありえない行動だ。

　だが、人から信頼を得るには、どれだけその人を理解し、また自分を理解してもらえるかに掛かっている。

　そういう意味では、亮真はケビン達から絶大なまでの敬愛と忠誠心を向けられている。

　それこそ、亮真が死ねと命じれば、ケビン達は喜んでその命を捨てるだろう。

　それは、亮真が奴隷として人の持つすべての権利を失ったケビン達へ真しん摯しな態度で向き合い、心を配ってきた結果だ。

　とは言え、亮真にはこれだけはケビン達に伝えておかなければならない言葉が有る。

「そうだな……確かに任務は重要だ。ケビン達が命いのち懸がけで俺おれに仕えてくれているのも嬉しく思う。だが、絶対に死ぬな。何が何でも生き延びるんだ……そして、また一いつ緒しよに飯を食おう」

　それは兵士であるケビン達にとっては矛む盾じゆんした命令だろう。

　また、死を覚悟しなければならない様な任務を命じておいて、死ぬなも糞くそもない。

　そんなにケビン達に死んでほしくないのであれば、初めからそんな危険な任務を命じなければ良いだけなのだから。

　だが、大地世界の現実は亮真のそんな甘あまえを許しはしない。

　今後も亮真が自らの理想を求め続ける限り、彼の手は敵と味方が流す多くの血で赤く染まっていく事だろう。

　しかし、それを理解していても尚なお、亮真はケビン達へ言わずにいられなかった。

　死なないでほしいと……

「御屋形様……」

　亮真の言葉を聞きケビン達は微かすかに肩を震わせる。

　自分達がどれほどまでに大切に思われているのか改めて悟ったのだ。

　それは、幼くして口減らしの為に奴隷商人へと売られたケビンにとって、自分の両親からですら与えられなかった物。

　そして、それはケビンの後ろに並ぶ四人にとっても同じだ。

「御屋形様のご命令を肝きもに銘めいじます……」

　そう言うと、ケビン達は一いつ斉せいに首を深く垂れる。

（この方の為なら……俺は……）

　自らが敬愛する主の期待に応える事を心に刻みつけて。

「そうか……とにかくご苦労だった。今はこんな形でしか報むくえないが、皆と楽しんでくると良い」

　そう言うと、亮真は用意した革かわ袋ぶくろをケビンへと差し出した。

　革袋を受け取り、部屋を後にする五人の背中に視線を向けながら、亮真の心に浮かんだのはユリアヌス一世の顔だった。

（ケビン達を選んだ俺の選せん択たくは間違っていなかった。最善は勝負なしの引き分け……こいつらはその意味を分かっている。そして、あの親父おやじもな……）

　負ける事が許されないのは当然だが、この試合は勝つ事も決して最善の結果ではない。

　御子柴亮真個人の名声を高めるだけが目的ならば試合に勝っても良いが、最善なのは見物人に亮真達の力を認めさせた上で決着がつく前に試合中止となる事。

　タイミングを見て亮真の方から提案するつもりだったのだが、ユリアヌス一世が自ら決断してくれた事は嬉しい誤算だ。

　騎士という存在は、面子や誇りという物を重視する。

　弱者と侮られるのは問題だが、衆座の前で彼等の面子を潰つぶす様な勝ち方は今後の亮真とザルーダ王国との関係をギクシャクさせかねないのだ。

　そういう意味から言って、今回の試合結果は最上級と言えるだろう。

　凡ぼん庸ような国王と噂されているユリアヌス一世に、亮真は正直に言って大した期待をしていなかったのだが、その評価は謁えつ見けんの間の対面から少しずつ変わっている。

　勝敗の行方ゆくえを敏びん感かんに察し、自分が最も傷つかない選択を選ぶ。

　言葉にすれば簡単だが、それをするには己の欲に負けない自制心が必要なのだから。

「ここまでは予定通り……ですね」

　椅子に深く腰こし掛かけ寛くつろぐ亮真にサーラが声を掛けた。

「あぁ、何とかな……これで明日の軍議において俺おれ達たちが献けん策さくしても連中から無視される事はないだろう」

　グラスに注がれた赤ワインを一息に呷あおり、亮真は深く息を吐はいた。

　どれほど素す晴ばらしい策を立案しても力がなければ採用はされない。

　そういう意味合いでは、この大地世界は地球とよく似ている。

「それに、あの国王陛下が思ったよりも切れ者だって事が分かったのは幸運だったねぇ」

「それは私も感じました。亮真様、ユリアヌス一世があそこで試合を止められたのは……やはり？」

　リオネの言葉にローラが頷く。

「負けてしまっては困ると理解していたんだろう。審しん判ぱんに命じて試合を止めるのではなく、直接グラハルトに命じて割って入らせたのが証しよう拠こさ。俺があの場で勝敗に固執して文句をつけてくる事は無いと見み抜ぬいてやがった」

　通常であれば拗こじれる事案だ。

　何せ、ケビン達の勝利は殆ど確定的と言って良かったのだから。

　それを国王の鶴つるの一言で試合の途と中ちゆうで引き分けにするよう言うのは、如何にここが王権の強い大地世界であるとは言ってもかなり危険な行為と言える。

　もしあそこで亮真が素す直なおに引き分けを了りよう承しようしなければ、ユリアヌス一世の権けん威いに大きな傷がついた事だろう。

　そしてそれは、オルトメア帝てい国こくとの戦で劣れつ勢せいに立たされているザルーダ王国としては致ち命めい傷しようともなり得るのだ。

　それにも拘かかわらず試合を止めたとなれば、それは亮真の本心を見抜いていたからこそだろう。

「それに加えて、体を蝕むしばむ寄生虫まであぶりだそうとしたって訳だねぇ。確かに見かけによらず大した狸たぬきだよ。アレは」

　リオネの言葉に亮真は鋭するどく舌打ちをした。

「あぁ、大した狸たぬき親父おやじだぜ。こっちの意図を見破った上で利用しやがった」

　だが、言葉ほど亮真は不ふ機き嫌げんではない。

　逆にそれくらいの方が正直言って味方として頼たよりがいがある。

　無能な味方ほど質の悪い存在は無いのだから。

　空いたグラスにサーラがワインを注ぐ。

「シュバルツハイム伯はく爵しやくと試合の審判を任された貴族……確か……」

「スレーター男爵ですね」

「そうそう、確かそんな名前だったな」

　サーラの言葉に亮真は小さく頷いた。

　ただの老貴族だと思ってろくに気にも留めていなかったが、試合を中止したユリアヌス一世の決断にあれほど食って掛かったところを見ると、腹に一物抱えていると見た方が良いだろう。

「俺の勘かんじゃ、シュバルツハイム伯爵はただ誰かに煽あおられただけの様な感じを受けたが……まぁ、どちらにせよ、彼等とその周辺を少し探ってみてくれ……良いな咲さく夜や」

「畏かしこまりました。必ずや御お爺じい様さまに劣おとらぬ働きを」

　そう言うと、咲夜が顔を強こわ張ばらせながら頷いた。

　咲夜の祖父である厳げん翁おうは、セイリオスにおける防ぼう諜ちようの責任者の任されている関係で、今回の遠えん征せいはボルツと共に留守番組だ。

　他の長老衆にもそれぞれ個別で仕事が振ふられているので、ザルーダ王国に赴おもむいた伊賀崎衆の指揮を執とるのは、次期長老衆の一人に選ばれる予定の咲夜という事になる。

「そう気負う必要はないさ。いつも通りやってくれればいい」

「ありがとうございます……」

　そう言って再び頭を下げる咲夜だが、その顔に浮かぶ強張りが解かれた様子はない。

　そんな咲夜の姿に、亮真はリオネと顔を見合わせ、互たがいに苦笑いを浮かべた。

（まぁ、緊きん張ちようするなという方が無理な注文か……とはいえ、実力の方は問題ないんだから、もっと自信を持ってくれればいいんだが……）

　実際、咲夜の能力は祖父である厳翁も太たい鼓こ判ばんを押しているし、その評価は周囲から見ても妥だ当とうと言えるものだ。

　唯一の問題は経験値だが、こればかりは実際に経験していくより他に積み重ねようがない。

　それも一人の忍しのびとしての経験値ではなく、忍びを指揮する上じよう忍にんとしての経験。

　伊賀崎衆としても世代交代を視野に入れた措そ置ちの一いつ環かんなのだろう。

　実際、厳翁も咲夜本人には色々と厳しい事を言っているようだが、たった一人の孫まご娘むすめを独り立ちさせようと、かなり神経を遣つかっている。

　何せ、伊賀崎一族の中でも手て練だれと呼ばれる忍びを三十人近く厳選し、輸送部隊に紛れ込ませているところから考えてもその本気度が窺うかがえる。

　それこそ情報収集はもとより、場合によっては敵将の暗殺や軍事拠きよ点てんへの破は壊かい工作といった手段を選ぶ事も可能な面めん子つだ。

「まぁ、当初考えていた状じよう況きようよりもはるかにマシなのは良かったよ。これなら本当に坊やの策が実を結ぶかもしれないねぇ」

　リオネが探る様な視線を亮真に向ける。

「あぁ、俺自身策を実現できるかどうか半信半疑だったが、可能性が出て来たな。ルピスの許可を事前に得た事が無む駄だにならなくて済みそうだ」

　リオネの言葉に亮真は唇くちびるを吊つり上げて笑った。

「後は明日の軍議次し第だい……ですね」

　サーラの言葉に亮真は無言のまま手にしたワイングラスを傾かたむける。

　グラスに注がれた赤ワインの表面に浮かぶランプの灯ひが、妖あやしく瞬またたく姿を楽しそうに見つめながら。




　御子柴亮真が王城の一室でリオネ達と今後の方針を話し合っていたちょうどその頃、同じ王都ペリフェリアの城下町に建てられたとある屋敷では、男達が円えん卓たくを囲んでいた。

　彼等の顔に浮かぶのは一様に当とう惑わくした表情だ。

「予想外の結果……ですな」

　男の言葉に、周囲の人間が賛同の声を上げた。

「全く、まさかこんな結果になろうとは思いもしませんでした」

「グリードの奴やつもだらしのない。あんな子供に負けるような部下しか持っていないとは」

　卓たくを囲むのは八人の男達。

　服装を見れば誰もが高位の貴族である事が見て取れる。

　いや、その顔に刻まれた傲慢さを一目見れば、彼らの素す性じようなど一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　自分の持つ血筋に絶対的な価値を持ち、周囲に傅かしずかれる事を当然と感じている人間の顔だ。

「閣下……一体どうなされるおつもりですか。此こ度たびの試合はザルーダとローゼリアの関係に楔くさびを打ち込む為、我々がわざわざ仕組んだもの。それがこのような中ちゆう途と半はん端ぱな結果ではあの方も納得されないでしょう」

「その通りです。これでは私がわざわざあの頑がん固こ者ものの尻しりを叩いた意味がない」

　その言葉に、円卓を囲む男達の口から笑い声が上がる。

　それは道どう化けをあざ笑う悪意に満ちた笑いだ。

　実際、彼等にとってシュバルツハイム伯爵の国を思っての行動は、ただの出来の悪い喜劇というより他に言い様がないのだ。

「シュバルツハイム伯爵か……滑こつ稽けいな事だ。謁見の間でのあの男の行動。私は噴ふき出だすのをこらえるのに必死だったぞ」

「あまりにもあっさりとこちらの誘ゆう導どうに引っかかりましたが、あの男はあれでいったい何と戦うつもりなのでしょうなぁ？　敵と味方の区別もつかぬらしい」

「まったくまったく。シュバルツハイム伯爵家の初代党首はザルーダ王国の建国時に武において多大な功績を挙げたと聞いたが、当代は外交も駆かけ引ひきも分からぬ愚おろか者ものよな」

「身みの程ほど知しらずの頑固者め、己の行動がザルーダにとっても敬愛する国王にとっても害にしかならないと知った時、一体どんな顔を浮かべるだろうと思うと楽しくて笑いが止まらぬ」

　国を思い、決死の覚悟を持って王へ諫かん言げんしたシュバルツハイム伯爵の姿を思い浮かべ、男達は再び笑い声を上げた。

　普ふ段だんから貴族の誇りがどうの、ザルーダ国王への忠誠が何のと口うるさいシュバルツハイム伯爵を彼らは心底疎うとんじている。

　だが、この場に居る彼等とシュバルツハイム伯爵との関係は、表向き極めて良好に見えている。

　いや、彼らが意図的にそう見せかけて来たというべきだろうか。

　そして、ひとしきり笑い合った後、部屋の奥側に座すわった一人が声を潜ひそめて呟つぶやく。

「しかし、問題はあの若造だ。あの男は確かに危険だ……斉さい藤とう殿どのやシャルディナ殿でん下かが危き惧ぐされるのも分かる気がする」

　その言葉に、周囲は半信半疑といった表情を浮かべる。

「そうでしょうか？　私にはあの若造がそこまで危険とは思えませんが……」

「私も同感です。確かにウォルテニア半島などと言う僻へき地ちを領有していながら兵を揃えて来たと言う点は評価に値しますが、戦は所詮数です。五百にも満たない兵では単独で戦場には出られませんし、見ず知らずの貴族と混成部隊を作ったところで大した働きなど出来ないでしょう」

　男の言葉に周囲の人間も頷く。

　実際、その判断は決して間違ってはいない。

　戦せん況きようを左右する戦力としてならば最低でも一個騎き士し団だん二千五百前後は欲ほしい。

　五百に満たない少数部隊の単体での運用はあまりにも危険すぎる。

　実戦ではおそらく、同じ位の規模を持つ貴族と組んで混成部隊を作る事になるだろう。

　そうなれば、御子柴亮真の部隊は歩の一つでしかなくなる。

　亮真の部隊がどれだけ優れていようとも、共に行動する貴族の練度が劣れば部隊全体としての戦力は格段に落ちてしまう。

「うむ、それは私も分かってはいる。だが、やはり気になるのだ……」

　沈ちん黙もくが室内を覆おおった。

　円卓を囲む男達たちの視線が、閣下と呼ばれる声の主に集まる。

　気の迷いと鼻で笑うには、男の持つ力は強大過ぎた。

　権力もその身に宿した武力も。

「御子柴亮真があの男と同じ様に帝国の侵しん攻こうを邪じや魔ますると？」

「その可能性はあるだろう。確かに戦場では大した役に立たなくとも、あれだけの質を持つ兵を育て上げた智ち謀ぼうを侮るのは危険だ……下手に動かれれば我われ等らが交わしたシャルディナ殿下との密約も反ほ故ごにされかねん」

　この部屋に居る男達は皆多くの共通点を持つ。

　傲慢で強ごう欲よくで、名めい誉よや権力に飢うえているのは皆同じ。また、ザルーダ王国の中でも指折りの家いえ柄がらを持ち広大な領地を治める領主でもある。

　だが、この場に集った男達の最大の共通点は、国を売り渡してでも己の栄えい耀よう栄えい華がを優先させる売ばい国こく奴どであると言う事だ。

「ベルハレス将軍を初戦で上手く排はい除じよしたにもかかわらず、その後はあまりこちらの思い通りには進んでいませんからな」

「えぇ、せっかく色々と手を回して兵が集まらないように動いたのですが、その後がいけません。あの男が余計な動きをしてくれたおかげで、こちらの計画も手直しが必要となりましたからな」

　オルトメア帝国が東部侵しん攻こうを始めた最初の戦場であるノティス平原での戦い。

　元々オルトメア帝国側工作部隊に依よって情報封ふう鎖さがされており効率的な防ぼう御ぎよ態勢が取れなかったとはいえ、本来であればザルーダ王国の存亡がかかった大戦だ。

　ザルーダ王国の持つ全兵力をそろえるのは不可能であったにせよ、国王が保有する直ちよつ轄かつ部隊だけでオルトメア帝国を迎むかえ撃うつというのはそもそも論として無む茶ちやな話といえる。

　それこそ、王都周辺はおろか国境近くの貴族達からも兵を募つのる事も、義勇兵を募ぼ集しゆうする事も出来た筈はずだ。

　しかし、現実にはノティス平原の戦いで投入されたザルーダ王国側の兵力は、国王の保有する二万の騎士団のみ。

　如何いかに名将と謳うたわれたアリオス・ベルハレスが軍を率いたとしても、あまりに無む謀ぼうと言える判断だろう。

　その原因は全てこの場に居る男達の暗あん躍やくにあったのだ。

　だが、ノティス平原での戦に勝利し、そのままの勢いでザルーダ王国の国土を蹂じゆう躙りんしようとしたシャルディナの前に立ちふさがった男が居た。

「ジョシュア・ベルハレス。鼻つまみ者の三男という噂うわさでしたが、どうしてどうして……この一年、奴にはシャルディナ殿下も手を焼いている様ですしな」

　今最も聞きたくない人間の名前を聞き、男達の口からため息が漏もれた。

　せっかく自分達の功績としてベルハレス将軍を排除したのに、打ち取って直すぐに後あと釜がまが出てきては彼かれ等らの功績もくすんでしまう。

「最近はジョシュア・ベルハレスを軍神と持ち上げている者もいるらしい。様子見を決め込んでいた貴族の中からも奴に援えん軍ぐんを出そうとするやつまで出てくる始末だ」

「山岳地帯特有の地形を駆く使しした非正規戦ですな。シャルディナ殿下から補給部隊の被ひ害がいが甚じん大だいだと連れん絡らくが来ていますが……」

「いま奴に圧力を掛けるのはまずいだろうな。シャルディア殿下の要よう請せいを無下にするのは心苦しいが、それこそ我々の思おも惑わくが露ろ見けんしかねない」

「となると、暗殺もタイミングが悪いか……」

　男達は互いに顔を見合わせると、無言のまま顔を伏せる。

　暗殺という手段をとる事が怖こわい訳でもなければ、必死で国を守ろうとする若者を殺そうとすることに対して後ろめたい訳でもない。

　彼等はただ単純にリスクを負いたくないのだ。

　長い沈黙の後、閣下と呼ばれた男が再び口を開く。

「まぁ良い。どちらにせよ今直ぐに打てる手はない。明日の軍議の行方を確かめてからでも遅おそくはないだろう」

　男の言葉に次々と賛同の声が上がる。

「では、何時もの様に我等の繁はん栄えいを祈いのろうではないか」

　男達は円卓の前に置かれたワイングラスを手に取った。

「全すべては我等が一門の繁栄の為ために！」

「「「「「「「繁栄の為に！」」」」」」」

　一息に飲み干すと彼等は一斉に床ゆかへグラスを叩きつけた。

「我等の邪魔はさせぬ……誰であろうとな」

　そう呟くと、閣下と呼ばれた男は割れたグラスの破は片へんを踏ふむ。

　まるで足元に這い寄る虫けらを踏み潰さんとばかりに……




　演習場で繰り広げられた試合の翌日。

　城の大部屋には三十人以上の人間が集められていた。

「以上が我が国の現状である。本日はこの状況を打破する為に諸しよ兄けいらには活発に論議して頂きたいと思う」

　大きな卓たく上じように広げられたザルーダ国内の地図。

　その上に配置された部隊と砦とりでを表す駒こまを指揮棒で指し示しながら、グラハルトは声を張り上げた。

「我が国を守り抜ぬく為にも、皆の力を貸して欲しい」

　グラハルトの隣となりに腰を下ろしたユリアヌス一世が口を開いた。

　王城の大広間を使用し、初めて開かれた東部三国合同の軍議。

　ミスト、ローゼリア、ザルーダの各王国から選び抜かれた将軍や騎き士し団だん長ちように加え、ザルーダ王国の外交や財政を担になう上級貴族達が一つの部屋に集められ、初めて互いに顔を合わせたのだ。

　そんな中に、ザルーダ国王ユリアヌス一世の姿もある。

　今まで、ユリアヌス一世が軍議の場に姿を見せた事は数えるほどしかない。

　それだけ、ザルーダ王国の現状が楽観視出来ないという事なのだろう。

　国王臨席の軍議は、開始当初から白熱した。

「いや、それがしはこのまま前線を維持し、周辺諸国に対してオルトメア帝国への締め付けを強化するように働きかけるべきだと考える！　幸いな事に前線はベルハレス将軍の三男が保っているのだ。彼の稼かせいだ時間を有効に使うのが得策だろう」

　恰かつ幅ぷくの良い貴族が声を大に叫さけぶと、隣に座っていた若い騎士がその言葉に噛みついた。

「なにを言うのだ！　それではオルトメアの思う壺つぼではないか。奴らの狙ねらいは我等が手を拱こまねいている隙すきをつき国土を占せん領りようする事だぞ！　幸いにもミスト王国とローゼリア王国の援軍が到とう着ちやくしている。ベルハレス将軍を失ったとは言え、まだ国内の貴族達の私兵も残っている。此処ここは国内の残存戦力を結集して一息にオルトメア帝国軍を国境線の外まで押おし戻もどすべきだ！」

　両者の発言を皮切りに、周囲の人間を巻き込んでの大激論へと発展していく。

「落ち着かれよ。私が思うに、ザルーダ王国、ミスト王国、ローゼリア王国の三ヶ国だけでは太刀たち打うちできまい。ここはやはりエルネスグーラ王国の参戦を待つべきではないのか？」

「それは、開戦当初から続けているが、この一年の間、なんの進しん捗ちよくもないではないか」

「しかし、如何にミスト王国、ローゼリア王国の援軍が来たとはいっても兵数は限られている。戦線をこれ以上維持する事は難しいだろう。ここはどうしてもエルネスグーラ王国を引き入れるべきだ。それに全力を尽つくすべきではないのか？」

「馬ば鹿かな！　エルネスグーラ王国が我が国に助力してくれる訳があるまい。かの国の女王が何と呼ばれていると思っているのだ！」

「左様！　のらりくらりと我等の送った使者と会談を続けながら、国境付近に軍を進めたのは間ま違ちがいなく我が国の国土を狙っての事！　確かに」

「その通りだ。国境の町を占領してからは大きな動きを見せてはいないが、だからと言ってこちらに力を貸すとは限らんだろう」

　古老達はオルトメア帝国の抱かかえる最大の問題である補給線の確保が困難な点を重視し持久戦を提案する一方で、若手の騎士達は徴ちよう兵へいした農民兵の士気を維持する為に積極的に打って出るべきだと自らの理を展開する。

　確かに、どちらの意見にも耳を傾けるべき利点があった。

　オルトメア帝国が四方を敵国に囲まれた大陸中央部であるという立地に着目した古老達の持久戦に持ち込むべきであるという意見は間違ってはいないだろうし、若手が主張する早期決戦もまたザルーダ王国の国力という点から見れば間違ってはいないだろう。

　皆、己の知ち恵えを振ふり絞しぼり、活発に意見を言い合っていた。

　そんな中、人目を避さけるかの様に部屋の片かた隅すみに固まる亮真、リオネと、マルフィスト姉妹の四人は冷めた視線を彼らへと向けていた。

「フン、活発もクソもねぇなぁ……今のままじゃぁ既すでに詰つんじまっているだろうに。何を今さら分かり切った事ばかり叫んでいるんだか」

　亮真の呟きを聞き、傍かたわらに立つリオネが苦笑いを浮うかべた。

　小声で言う程度の配慮はしているが、軍議の場で口に出すような言葉ではない。

　それでも、リオネが亮真をたしなめようとはしない理由ははっきりとしていた。

（全く、きつい事を言う坊やだよ……まぁ、連中の頭が足りないのは事実なだけに、弁護の言葉も出ないけれどもね……）

　目の前で繰くり広げられる激論の内容は、この場に居ない咲夜を含ふくめた五人の中で、既に考こう慮りよされ検討された内容ばかり。

　亮真達にとって、目の前の激論は茶番にすぎなかった。

　そもそも、ザルーダ王国の国力はオルトメア帝国の三分の一以下。

　東部三カ国が連合してようやく対等になる計算なのだ。

　しかし、ローゼリアは内乱によってその国力を疲ひ弊へいしており、肝かん心じんのザルーダ王国もノティス平原での敗戦が響ひびいて兵力を大きく損そこなっている。

　確かに、オルトメア帝国は四方に敵を抱えている為、その全戦力をザルーダ王国へ投入する事は出来ないが、それはザルーダ王国とて同じだ。

　北西の国境に接するエルネスグーラ王国。

　南方の国境に接する南部諸王国。

　どちらも、ザルーダ王国の領土を虎こ視し眈たん々たんと狙っている。

　特に、南部諸王国の兵は獰どう猛もうであり、一度領内への侵しん入にゆうを許せば、その地域には地じ獄ごくが現れる事になるだろう。

　彼かれらは基本的に略りやく奪だつを主眼としている。

　男は殺し、女子供は奴ど隷れいとして攫さらってしまう。

　家も畑も焼やき払はらい、食料や金目の物を根こそぎ奪うばい取とるのだ。

　そうやって、彼らは自らの何倍も強い敵国に抗あらがってきた。

　それが分かっているからこそ、ザルーダ王国側も南の軍は動かせないのだ。

（とはいえ、今のままじゃ、勝敗は目に見えている……か）

　亮真の状況判断に揺ゆらぎはない。

　都合の悪いことを真正面から見み据すえる事の出来る精神力。

　それこそが、御子柴亮真という人間が生き残ってきた理由だとリオネは理解している。

「首都近きん郊こうまで前線が押し込まれている段階でアウトだな……このまま国土の南北を両断されて各個撃げき破は。それでこの国はおしまいさ……」

　ザルーダ王国は南北に広がる長方形に近い国土。

　首都ペリフェリアは、その中央あたりに位置していた。

　最前線はその首都から南西に徒歩で三日ほどの場所にある山々に囲まれた盆ぼん地ちだ。

　ジョシュア・ベルハレス率いる一万五千の軍勢が決死の覚悟で戦線を維持していた。

　しかし、はっきり言って、オルトメアの侵しん攻こう軍ぐんによってザルーダ王国の国土が侵おかされていくのを、ほんの少し遅おくらせているというのが真実だろう。

　一刻も早い増ぞう援えんが必要だ。

「まぁ、マトモな手段でこの状況をひっくり返そうって言うのは無理だろうね。やるなら博打ばくちになる。でも、アタイはそんな分の悪い賭かけに出たいとは思わないねぇ……」

　リオネは苦笑いを浮かべて首を振った。

　既に、ザルーダ王国の状況は、亮真達の中で共有できている。

　亮真の脳のう裏りに昨夜の話し合いで使った地図が浮かび上がった。




　ノティス平原での決戦に勝利したオルトメア帝国はそのまま軍を東進させ、国境の山さん岳がく地帯を越こえた盆地の入り口あたりで一いつ旦たん進軍を止めた。

　そして砦を構築すると、西方大陸中央部の覇は者しやという豊富な国力に物を言わせて、大量の物資と兵をザルーダへと送り込んできたのだ。

　後は砦を起点として、じわじわと東進すれば良い。

　だが、無理に首都ペリフェリアを攻こう略りやくするつもりがないのは、地図上に示されたオルトメアの進軍経路からも明らかだ。

　わずかに首都ペリフェリアの南を通り過ぎるような経路。

　そこから見えてくるオルトメアの狙いは、ザルーダ王国を南北で分断する事。

　一度分断されてしまえば、そこで勝敗はついてしまう。

　ザルーダ王国の南側に領地を持つ貴族達は首都との連絡を阻はばまれ動どう揺ようし、まともな連携も出来ずに各個撃破されていくだろう。

　抵てい抗こうを諦あきらめオルトメア帝国へ降こう伏ふくする事を選ぶ人間も出てくるかもしれない。

　何せ、南部諸王国の動きもある。

　地方領主の持つ私兵だけでは、何時いつまでも持ちこたえる事が出来る筈もないのだ。

「やはり、亮真様の策以外にこの状況を打開は……」

　サーラの問いに、リオネは唇を吊り上げ肩かたを竦すくめて見せる。

「なかなか難しいだろうねぇ。今の取れる選せん択たく肢しは限られているからね。でもまぁ、確かに昨日聞いたあれが実現出来るなら今の状況は激変するだろうよ」

　多分に含みを持たせたリオネの言葉にサーラは顔を顰しかめた。

「ただし、本当にそんな事が出来るのかどうかが問題……ですね？」

　どんな無茶な策略も実じつ施し前には絶対に成功するように出来ているものだ。

　だが、それを実行し、期待した成果が得られるかどうかは全く別の話でしかない。

　そういう意味から言えば、御子柴亮真の提案する策はまさに妄もう想そうや愚ぐ策さくに近いものでしかない。

　少なくとも今の段階では……

　もっとも、そんな事は立案者である亮真には今いま更さら言われるまでもない事だった。

「何せ提案の内容がない様だからね。そう簡単にはいかないさ……何処どこの国も生き残る為に必死なんだよ」

「問題はミスト王国の動きですね……こちらの話に乗ってくるかどうか」

　リオネの答えにローラは小さく頷く。

「ミスト王国はまだいい。咲夜に命じて情報を集めさせているところだからな。それに、例の話はまだ、ユリアヌス陛下にすら通していない。とりあえずは、エレナさんとユリアヌス陛下を説得してからだ……まぁ、どちらにせよ彼かの女じよが重要なキーパーソンである事に変わりはないがね」

　亮真の視線が、グラハルトとエレナの間に立つ一人の女へと向けられた。

　腰のあたりまで伸ばした漆しつ器きを思わせる艶つややかな黒くろ髪かみ。

　雪の様な白さを誇ほこるきめ細かな肌はだ。

　年としの頃ころは二十代半ばから三十代前半といったところだろうか。

　どこかの姫ひめ君ぎみと紹しよう介かいされても納なつ得とくしてしまう様な、気品あふれる立たち振ふる舞まいと容姿。

　美しさだけならば、ルピス女王と良い勝負だろう。

　だが、守勢を保つにせよ、攻こう勢せいに転じるにせよ、彼女と彼女の率いる一万もの騎士団が鍵かぎになるのは間違いない。

「エクレシア・マリネール……【暴風】の異名を持つミスト王国の誇る将軍の一人……まぁ、あの顔を見た限りじゃ、そんな風にはとても見えないけれどもね」

　リオネは苦虫を噛かみ潰したかのように顔を歪ゆがめながら小さく呟いた。

　確かに、亮真の目に映るエクレシアの姿は、どう見ても荒あら事ごととは無む縁えんの深窓の御ご令れい嬢じようにしか思えなかった。
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「そう言えば、リオネさんは過去に彼女と一度やり合った事があるんですよね？」

　ザルーダへ出発する前に、ボルツの口から聞いた話だ。

　亮真がその事を知っているとは思わなかったのか、リオネは目を見開いて驚おどろきの表情を浮かべる。

「ボルツだね……全く、あのおしゃべりめ……あぁ、その通りだよ。数年前にミスト王国と南部諸国の一つが領土をめぐってぶつかった事が有ってね。その時にやりあったのさ……もっとも、多少名前が売れたところでアタイ達は所しよ詮せん、戦場の駒の一つだ。向こうはアタイ達なんて知りもしないだろうけれどもねぇ」

　リオネの脳裏に浮かぶのは苦い敗戦の記き憶おく。

「敵の前線を食い破っていざこれからって時に感じたんだよ……ヤバイってね」

　それは、自らが傭よう兵へい団を率いる様になってから、初めての負まけ戦いくさだ。

　その悔くやしさを吐き出すように、リオネは言葉を続ける。

「実際、思い切って追つい撃げきを打ち切ったのが良かったのさ。何とかうちの連中だけは被害がなかったけれども他の連中は後方に伏ふせられていた兵に囲まれて全ぜん滅めつさせられたよ……結果、負け戦さ……あの時、直感を信じなければあの女の策であたし等は皆みな殺ごろしになっていたとしても不思議じゃなかった……全く、虫も殺さないような顔をして怖い女さ。あいつはね」

　悔しさと共に、エクレシアという人間の力を認めようというリオネの態度を見て、亮真はかすかな笑えみを浮かべる。

　亮真の目から見て、リオネは指揮官として優すぐれた能力を持っていた。

　冷静な判断力と、兵を鼓こ舞ぶする威い。

　多少、頭に血が上りやすいところはあるが、それを自覚し抑おさえようという意識もある。

　個人の武という観点では、リオネ以上の強者は幾らでも居る。だが、兵の指揮官としての技量で彼女を超こえられる人間は、亮真の知る限り数える程ほどしかいない。

　平民という身分の縛しばりがなければ、どこの国でも重用されるだけの力を持っているのだ。

　そんなリオネがここまで恐おそれるエクレシア・マリネールという将の力を侮あなどる事など出来る筈もなかった。

（まぁ、できる奴が増えるのは悪くない……この劣勢をひっくり返すのに俺やエレナさんだけじゃ話にならないからな……前線を維い持じしているジョシュア・ベルハレスと共に一度話をするべきだろうな……だが、ミスト王国か……連中がこの戦をどうしたいのかが問題だな）

　未いまだにその心の内が見えないミスト王国と援軍の将。

　彼らの狙いがどこにあり、どこまで犠ぎ牲せいを許容できるのか。

　その見み極きわめがつかない今の状況で、亮真が練り上げた策を披ひ露ろうするのは危険すぎる。

「器量に期待ってところか」

　国を守る為にどこまで犠牲を払う事が出来るか……

　それは何もユリアヌス一世だけに向けられた言葉ではなかった。

　亮真は小さく呟くと、静かに部屋の片隅から激論を繰り広げる愚ぐ者しや達たちを見続けていた。




　深夜、ほとんどの住民達が寝ね静しずまった王城の一室に、大声が響いた。

「本当にそんな事が出来ると思っているのか！　貴様はザルーダ王国を……我ら騎士をそこまで愚ぐ弄ろうするのか！　そんな屈くつ辱じよくに耐たえてまで生き延びる事を望む人間などこの国にはおらん！」

　憤ふん怒ぬ、その叫びに含まれているのは誇りを傷つけられた獅し子しの咆ほう哮こう。

　グラハルトは怒いかりで顔を真っ赤に染め、血走らせた目で亮真の顔を睨にらみつける。

　事前に人ひと払ばらいを命じてはいたが、その声のあまりの大きさに、ユリアヌス一世は思わず部屋の扉とびらへ視線を向けた。

　声が大きい事は、兵の指揮を高めるという点で戦場においては大きな利点だが、こういった密談の場には向かない。

　亮真の隣に腰こしかけたエレナと、グラハルトの左に座っているエクレシアの顔にも苦笑いが浮かんでいた。

「出来る出来ないじゃないんですよ。他に方法はありません……それとも、このままオルトメア帝国の手によって滅ほろぼされますか？」

　グラハルトの体から放たれる激しい怒ど気きを真正面から受け止めながら、亮真は顔色一つ変えずに切り返す。
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　それはまさに舌ぜつ鋒ぽうをもってして行われる真しん剣けん勝負。

　実際、この策を拒きよ否ひされた場合に出せる代案など亮真にはない。

　ザルーダ王国の存続と自分と仲間の命を共に守る為に、ここでおめおめと引き下がる訳にはいかないのだ。

「何を言う！　まだ我等が負けると決まってなど居ない。第一、貴様の提案は机き上じようの空論もいいところだ。我わが国だけならばまだしも、ローゼリアとミストを巻き込むなど正気とは思えん。両国がこの提案に乗ると本当に考えているとしたら、貴様は度どし難がたい愚おろか者ものだ！」

「まぁ、確かに……ね。ですが、グラハルトさんはこれ以外に勝つ方法を考えられますか？　滅めつ亡ぼうを数年先延ばしにするだけで満足ならばいくつか方法はありますけど、ザルーダ王国という国を残して勝ちたいと願うのであれば……他に方法はないでしょう」

　グラハルトの怒ど号ごうに亮真は肩を竦めて見せた。

「それを話し合う為の軍議だったのだ！　部屋の片隅でなんの意見も出さず黙だまり込んだままだった貴様が、今さら何を偉えらそうに。陛下！　エレナ様の顔を立ててこの場を設けましたがとても聞くに堪たえません。これ以上は時間の無駄です。お部屋へお戻りください」

　グラハルトはユリアヌス一世の方へ顔を向けると、席を立つようにと促うながす。

　しかし、ユリアヌス一世は白い顎あご鬚ひげを撫なでながら、目を細めて言い返した。

「まぁ待て、グラハルト。せっかく、深夜に人目を忍んでこうやって密談の場を設けたのだ。そう結論を急ぐ事もあるまい」

　内密にという亮真の願いを聞き、細心の注意と多大な労力を費やして設けられたこの会談だ。

　中途半端なところで話を切り上げる必要などどこにもなかった。

「しかし、陛下……こやつの話は絵空事も良いところです。第一、この男の言う通りにすれば、我が国はエルネスグーラの属国になり果ててしまいます」

　だが、ユリアヌス一世の口から洩もれた言葉は、グラハルトが予想もしないものだった。

「良いではないか、グラハルト」

　その言葉が部屋に響いた後、沈黙が場を支配する。

　エレナですら、大きく目を見開いて驚きを隠かくせなかった。

「へ……陛下」

「何を驚くのだ？　このまま手をこまねいていれば、我等に残される道は、オルトメア帝国へ臣従し属国となり果てるか、さもなくば、我が民を道ずれにして玉ぎよく砕さいといったところしか残らぬではないか。どちらにしても結果はたいして変わらぬ。ならば、少しでも条件の良い方へ臣従するのもありだろうて」

　最後まで抗こう戦せんすれば、当然ザルーダ王国の国土は荒こう廃はいする。

　国民の生活は滅め茶ちや苦く茶ちやになるだろう。

　しかし、それはオルトメア帝国へ臣従を申し入れたところで同じ事。

　所詮、大半の戦争は経済活動の一つでしかない。

　オルトメア帝国が一体何時からザルーダ王国の侵攻を準備していたのか正確なところは不明だ。

　だが、まがりなりにも一国を攻せめ滅ぼそうという以上、掛かかった戦費は莫ばく大だいな物になるだろう。

　そして費やした戦費が莫大であればある程、ザルーダ王国からの臣従を受け入れたオルトメア帝国が、戦後搾しぼり取ろうとする金額は多くなる。

　毎年、求められる莫大な献けん上じよう品ひん。

　そして不平等な関税率。

　それらは確実にザルーダ王国を蝕んでいく。

　即そく死しか、緩かん慢まんな死かの差だけで、死ぬという結果は何も変わらない。

　しかし、それはオルトメア帝国が悪で非道な国家だからではない。

　費やした戦費をどこかで回収しなければ、自分達の国が滅びる事を知っているのだ。

「エルネスグーラ王国へ臣従する話自体はかまわん。だが、御子柴よ。それがオルトメア帝国への臣従と結果が変わらんのならば意味がない。どうじゃ、ちがうか？　それに、あの国の動きを見れば、そうやすやすとこちらの思惑通りに動いてくれるとも思えん」

　ユリアヌスの問いに亮真は無言のまま頷うなずいた。

　それは、当然出てくる質問であることを理解していたから。

「その為にミスト王国、ローゼリア王国、ザルーダ王国のそれぞれを代表する方に集まって貰った訳です。まぁ、一つ訂てい正せいすると、私の提案は臣従ではなく、エルネスグーラを頂点とした四カ国の連合という事ですが……まぁ、属国化という認にん識しきでも間違いではないでしょうがね」

　その言葉に、再びグラハルトが口を挟はさむ。

　この男、余よ程ほどに亮真の策が気に食わないらしい。

「一番気に入らんのはそこだ！　何故なぜ我が国の事情に他国を巻き込む？　それに、エルネスグーラ王国へはノティス平原での戦の後から頻ひん繁ぱんに使者を送り参戦を促してきたのは確かだ。だが、この一年余りのらりくらりと言を左右にして動こうとはしておらぬ。とても貴様の思い通りになど事が運ぶとは思えぬわ」

　策に対しての嫌けん悪お感から発した指し摘てきだが、間違っている訳ではない。

　だが、正しいという訳でもなかった。

（全く……どうしてこう、人の話を最後まで聞かないかねぇ……ミハイルの奴も同じ様な感じだったが、騎き士しの職業病か？）

　亮真は内心深いため息をついた。

　グラハルトの指摘は間違っていないが、それを考慮した上で亮真は策を練っている。

　自じ慢まんではないが、その場でグラハルトに指摘出来るような欠点を、亮真や彼の側近が事前に考えつかない筈がないのだ。

　話を最後まで聞けばそれが分かるのだが、度たび々たび話の腰を折られると煩わずらわしさと苛いら立だちが募る。

　国を守りたいと焦あせる気持ちが空回りしている結果なのだろうが、亮真としてもそろそろ我が慢まんの限界だった。

（大体、テメェ等が無能だから俺おれが態わざ々わざ援軍に駆り出されたんじゃねぇか。ノティス平原で負けたのだって敵の罠わなに真っ向から突っ込んだ結果だ。馬鹿共が！　そんなに俺の策が気に入らねぇならテメェ等の手で尻しり拭ぬぐいしやがれ！）

　とは言え、ローゼリア王国より派は遣けんされた援軍の将の一人として、そんな本心を曝さらけ出す様な幼よう稚ちな真似まねをする訳にはいかないのがつらいところ。

　俗ぞくに言う、大人の対応と言う奴だ。

　それに、亮真としてはローゼリア王国の思惑と別の意味でも、出来るだけザルーダ王国にはこのまま存続してもらいたいと考えている。

　今、ザルーダ王国という盾たてを失えば、オルトメアは雪崩なだれのように西方大陸東部を蹂躙する。

　ミスト王国はその豊かな経済力に支えられた騎士団の力で多少は持つだろうが、ローゼリア王国は未だ一年前の内乱で低下した国力を回復しきれていない。

　いや、ルピスの政策が上手うまく機能していない今、一年前よりも国力が更さらに落ちている可能性すらあるのだ。

　そんな状況下でオルトメア帝国の進攻軍を迎え撃てる訳がなかった。

　亮真としては、そんな絶望な状況を何とか打開しようと知恵を絞ってきた。

　少なくとも、亮真がローゼリア王国を切り捨てる準備が整うその日まで、ザルーダ王国が国を保てるようにと。

（それなのにこいつは……）

　話の途と中ちゆうで怒ど鳴なり声ごえを上げ、席を立とうとユリアヌス一世を扇せん動どうするなどとても許せない。

　表にはき出せない分、心の中に陰かげが籠こもる。

　亮真の心に、暗い炎ほのおが灯ともった。

　そして、それは少しずつ亮真の理性を蝕むしばんでいく。

（いっそ、殺しちまうか……）

　そんな考えが亮真の脳裏に浮かんだ。

　伊い賀が崎さき衆の中から指折りの人間を差し向ければ、たとえ騎士団長を務める強者だろうと十分に暗殺は可能な筈だ。

　亮真とグラハルトは共に相手から視線を逸そらさなかった。

　この場で視線を逸らせば主導権を相手に握にぎられることを分かっていたのだ。

　場の空気が急速に冷え込んでいく。

「どうも結論を急ぎ過ぎますね。グラハルト様？　御子柴様は未だにすべてを説明された訳ではございません。ユリアヌス陛下が言われた様にせっかく人目を忍んでこうして集まったのです。愚策か奇き策さくかを決めるのは、最後まで話を聞いてからでも遅くはありませんわ？」

　場の空気にそぐわない、明るくさわやかな女の声が響いた。

　その声を聞き、亮真は自分の中で育ちつつあった怒りの火が急速にしぼんでいくのを感じた。

（ヤバいヤバい、どうも最近、考え方が短たん絡らく的てきになってきているな……俺も結構追い詰められてきているんだろう……な）

　邪じや魔ま者ものは消す。

　決して間違った選せん択たくではないだろうが、それだけで全てを切り抜けられる筈もない。

　入念に計画した物であればともかく、怒りに任せての短絡的な行動は新たな敵を生み出すだけだ。

　それに、今の様な劣れつ勢せいの状況下では、多少愚かでも味方は多ければ多い方がいい。

　切り捨てるのは、本当に最後の手段だ。

「マリネール殿どの……貴方あなたはこの男の策を聞く価値があると言われるのですか？」

　思いがけない人間の思いがけない言葉に、グラハルトは顔を歪めた。

　援軍に派遣された隣りん国ごくの将軍が聞くという以上、たとえグラハルトに不満があってもここは引くしかない。

　実績という意味から言っても、このエクレシアという女は群を抜いているのだから。

「無論ですわ。中々興味深いお話でしたから……」

　そう言うと、エクレシアは顔を亮真の方へと向けた。

「御子柴様……でしたわね？　お名前を聞いた事があります。昨年のローゼリア内乱時にはルピス陛下と共に闘たたかい、素す晴ばらしい戦果を挙げたとか。そうですわね？　エレナ様」

　エクレシアの問いにエレナは深く頷いた。

「はい、彼は私の知る中でも屈くつ指しの戦略家であり戦術家です……グラハルトさんには事前に話をしていたのですが、どうやら私の言葉を信じては貰もらえなかったようですね……」

　エレナはそう言うと、さも残念だと言わんばかりに首を振った。

　エレナとしても此処は正念場だ。彼女としても亮真の言う策以外に打つ手があるのかと問われれば、正直に言って有効と思われる打開策は思いつかなかったのだから。

「し、しかしこの男の策はとても聞くに値あたいするとは……」

「もう良い、グラハルトよ。御子柴殿の話を黙って聞けないのなら部屋を出ておれ」

　主君に諭さとされ、グラハルトの顔に迷いが浮かぶ。

　自分の意見に味方する人間がこの場に誰だれ一人ひとりとして居ない事を悟さとったのだ。

「話の腰を折り申し訳なかった。グラハルトも己おのれの立場を分かったようだ。このまま話を続けていただけるかな？」

「勿もち論ろんです。陛下」

　ユリアヌスの言葉に、亮真は静かに頷くと、己の策を話し始めた。

　エルネスグーラ王国の女王、グリンディエナ・エルネシャールがいったい何を考えているか、その予測も交えて。




　会談が終わり、エレナとエクレシアの二人だけが部屋に残っていた。

　二人は窓まど際ぎわに置かれたソファーに対面で座る。

「申し訳ありませんエレナ様。無理にお引止めをしてしまって」

　謝罪と共にエクレシアは目の前のワイングラスへ瓶びんを傾かたむけ赤い液体を注いでいく。

　中央大陸から運ばれてきたという赤ワインの逸いつ品ぴん。

　異国情じよう緒ちよ香かおる独特な風味から見て、中央大陸の産だろうか。

　海洋貿易の盛んなミスト王国でも、滅多にお目に掛かれない品物だろう。

「お気になさらないでくださいな。私も英えい傑けつの誉ほまれ高たかいエクレシア様とお話をする機会を得る事が出来て嬉うれしく思っていますよ。こんな素晴らしいワインもごちそうになれる事ですしね」

　そう言うと、エレナは楽しそうに笑いワイングラスを鼻へ近づける。

　そして、じっくりと香りを楽しむと、エレナは一口だけ口に含んだ。

「流石さすがにシャドーラの血と呼ばれる品ですわね。とても豊かな味だわ」

　酸味と渋しぶみの見事な調和が口いっぱいに広がり、エレナは満足げに頷く。

　もっとも、エレナは一口飲むと直ぐにワイングラスをテーブルの上へと置いた。

　別にワインの味が悪かった訳ではない。

　エレナは別に酒盛りをしたくてここに残った訳ではないのだから。

　そんなエレナの態度から彼女の言いたいことを察したのか、エクレシアがゆっくりと口を開く。

「エレナ様……彼は中々の切れ者ですわね……」

「えぇ、私の知る限り、戦士としては一流でしょう」

「そして、策士としては一流以上……ですわね」

　その言葉にエレナは小さく頷いた。

　御子柴亮真という男はその恵めぐまれた体格から戦士としての評価が高いのだが、彼の真価はその頭脳にこそある。

　まさに神算鬼き謀ぼうとも言うべきその知略は、人の心すらも見通しているかのようだ。

「奇策……ではないのでしょうね……」

　エクレシアの呟きに含まれているのは戸と惑まどいと若じやつ干かんの恐れ。

　実際、それはエレナも過去に感じた感情だ。

　だが、状じよう況きようによっては敵対の可能性も有り得るだけ、エクレシアの恐きよう怖ふの方が強いだろう。

　もっとも、その恐怖に負けてしまえば、残された道は破は滅めつである事をエレナはよく理解している。

（まぁ、この子ならば問題はないでしょう……それこそ、自分の良き好敵手ライバルと見るかもしれないわ）

　人の心とは複雑なもの。

　恐怖に飲み込まれる人間も居れば、上手く制せい御ぎよする人間も居る。

　そして、中には恐怖を己の糧かてとする人間も存在するのだ。

　そんな思いを心に浮かべながら、エレナはエクレシアの問いに答えた。

「奇策ではないでしょう。軍議の場でも盛んに出された案ですから……」

「でも、それはこの一年の間、誰だれも実現できなかった策……エレナ様は御子柴様なら可能だとお考えですか？」

　探さぐるような問いかけに、エレナは首を横に振る。

「分かりません。先ほどの会談で、あの子ならあるいはと感じはしましたが……本当に、北の雌め狐ぎつねを動かせるかどうかは……」

　エレナの言葉に嘘うそはない。

　可能性という観点ならば、十分にあるといえる。

　だが、絶対に可能かと問われれば首を横に振るしかない。

　正直なところ、良くて五分五分といったところだろう。

　だが、少なくとも亮真が先ほど語った仮定は十二分に説得力を持ったものだ。

「エクレシアさんはこの後どうされるのですか？　やはり、ミスト本国へこの事を……」

　今度はエレナがエクレシアへ問いかける。

　亮真の策が実現すれば、西方大陸のパワーバランスに大きな影えい響きようを与あたえる。

　今回の戦におけるミスト王国軍の指揮権は持っていても、流石に御子柴亮真の提案を一将軍が単独で判断するのは難しいだろう。

　それが如何に戦争に勝つ為の手段であるとはいえ、その影響は、外交、経済はおろか国の在り方にすら変化をもたらすのだから。

「勿論です。既に伝令を向かわせています。流石に、私一人の判断で結論を出すには重すぎますから……」

　そう言うとエクレシアは力強い視線をエレナへ向けた。

「ですが、私個人は彼の提案に乗るべきだと考えています。私の意見書を読めば陛下にも必ずや賛同いただける事でしょう」

　まっすぐな光が宿った瞳ひとみだ。

　それは、エクレシアが御子柴亮真の策を認めた証あかしだろう。

「成なる程ほど……ですが、本国からの回答を待っていれば時間が掛かりはしませんか？」

　亮真の策に乗るか乗らないか、その決断をこの場で下す権限を持たないのは、エレナとエクレシアの二人。

　しかし、両者には決定的な差が存在している。

　国力を疲弊させ選択肢が殆ほとんど残されていないローゼリアには亮真の提案を拒否する余地が残されてはいない。

　だが、ミスト王国は違ちがう。

　彼かの国は未だに単独でも数年は抗戦が可能なだけの経済力と軍事力を保持している。

　亮真の提案を拒否して、ミスト王国単独による開戦を国王が選択する可能性もあるのだ。

　その上、賛同するにしてもしないにしても、この手の話は結論を出すのに時間が掛かるものだ。

　だが、そんなエレナの問いに、エクレシアはキッパリと言い放った。

「ギリギリまで王命を待ちますが、もし間に合わない時は致いたし方かたありません。私の独断で事を進めさせていただくだけです」

　それは、ある意味では反乱ともみなされかねない言葉。

　並みの覚かく悟ごでは口にする事など出来ないだろう。

「王命に従わないと？　それがミスト王国の為になると？」

　だが、そんなエレナの当然の疑問に対して、エクレシアは悪戯いたずらっ子の様な笑みを浮かべて肩を竦めて見せる。

「戦後の事も考えると、ここはザルーダ王国、ミスト王国、ローゼリア王国の三ヶか国こくで協調した方が良いと言うのは否定のしようがない事実です。それに、あの策には有効期限があります。エレナ様もお分かりになっていらっしゃると思いますが、今このタイミングを逃のがせば、成功の可能性は格段に下がってしまうでしょう」

　その言葉に、エレナは黙って頷いた。

　実際、どんな素晴らしい策でも、状況は刻一刻と変わる物。

　今日という日においては最高の作戦でも、明日という日に最高である保証などない。

　それは、長年戦場で兵を率いた経験のある人間には自明の理だ。

　君命を重んじるのは国家に仕える将軍として当然の義務。だが、その義務を果たす為に勝機を逃し、国を滅ぼしてしまえば本ほん末まつ転てん倒とうでしかない。

「万が一にも陛下があの男の提案を拒きよ絶ぜつされる場合は、私の首を差し出すだけです。まぁ、御子柴様の思惑通りの展開すぎて少しばかり癪しやくに障さわりますけれど……ね」

【暴風】の異名を持つエクレシアにとって、今回ほど自分が主導権を取れなかった軍議は片手で足りる程しかない。

　いや、主導権こそ握れなくとも、一人の将としてそれなりの発言はしてきたつもりだ。

　だが、今回は違う。

　これほどまでに他人の思おも惑わくに振り回されるなど、それこそ十代前半でマリネール家を継ついだ初うい陣じんの時くらいだろう。

　だが、御子柴亮真を小こ癪しやくだと思う半面、エクレシアは喜びを感じていた。

　自らに匹ひつ敵てきする好敵手の存在を肌で感じることが出来て。

「あら、もうこんな時間なのね……少しばかり長々と話し過ぎたかしら？　長々と話し込んでしまってごめんなさいね」

　壁かべに掛けられた機械時計から時を告げる金の音が響き、エレナは形の良い眉まゆを顰めて見せた。

　時刻は既に真夜中を過ぎている。

　色々と話し込んだせいで、大分時間が経たってしまったようだ。

　騎士として規則正しい生活習慣を肯こう定ていしているエレナにとって、戦場以外の場所でこんな夜よ更ふけまで起きているのはかなり珍めずらしい事だ。

　だが、エレナの謝罪にエクレシアは穏おだやかな笑みを返す。

「そんな事はありませんわ。【ローゼリアの白き軍神】と謳うたわれたエレナ様とこうしてお話が出来たのですから。実に有意義な時間でしたわ」

「あら、【暴風】と呼ばれるエクレシアさんにそんな風に言われると、照れてしまいますね」

　二人は共に笑い声を上げた。

　そして、テーブルの上に置かれたグラスを手に取ると、一息に飲み干す。

「今回の戦に援えん軍ぐんとして赴おもむけと命じられた時には、一体どうなるものかと不安でしたが、御子柴様のお陰で大分面白おもしろくなってきましたわ……」

　エクレシアの口から小さな呟つぶやきが漏もれた。




　ザルーダ王国の領内に造られた、オルトメア帝てい国こく軍のザルーダ侵しん攻こう作戦の要と呼ばれる要よう塞さい。

　ノルティア砦とりで。

　国境線上に連なる山脈地帯の東側。

　ウシャス盆地の入り口に建てられたこの砦は、ノティス平原に鎮ちん座ざする砦と共にザルーダ国内を侵しん略りやくするオルトメア帝国の最重要拠きよ点てんだ。

　幾いく重えにも張はり巡めぐらされた空から堀ぼり。

　頑がん強きような岩をくみ上げた壁。

　要所に歩ほ哨しようが立つ姿は厳重そのもの。

　この砦の重要性を物語っている。

　そんな砦の一室で、シャルディナはソファーの上に体を横たえながらセリアの報告に耳を傾けていた。

「ノティス砦に集められた物資と兵員は、後二週間程で予定している数に達する筈はずです。輸送の日数を考え合わせますと、ザルーダ王国側の妨ぼう害がいさえなければ一ヶか月げつほどでこちらに届くかと……補給に関してのご報告は以上となります」

　白い紙の書類に記き載さいされた数字を読み上げると、セリアは一旦言葉を切った。

　ノティス砦はオルトメア帝国国内から集められた物資の集積場となっている。

　そこから、山脈地帯の谷間をうねるように造られた街かい道どうを通り、ザルーダ国内へと運び込まれてくるのだ。

「良いわ……やっと、決着をつける事が出来そうね……」

　シャルディナは形の良い眉を曇くもらせながら、ため息交じりに首を横に振った。

（本当に戦とは儘ままならないものだわ……）

　年単位の時間と、膨ぼう大だいな労力を費やした東部侵攻。

　その初戦であるザルーダ王国とのノティス平原での戦こそ順調だったものの、その後の戦はシャルディナにとって予想もしなかった展開を見せた。

　開戦からどんなに長くとも半年以内での早期決着を想定していたシャルディナにとって、この一年はまさに呪のろわれた年だ。

　ノティス平原での戦でベルハレス将軍を討うち取りながらも、ほぼ同数の騎士を消費したシャルディナは、ザルーダ王国北部の国境線を侵したエルネスグーラの動向を探る為ために主力部隊の進軍を止めざるを得なかった。

　これが最初のケチの付き始めだ。

　これの対応策としてシャルディナは軍を二つに分けた。

　大国エルネスグーラの横よこ槍やりを警けい戒かいし、軍を主力と侵攻部隊の二手に分けたこと自体は、軍を預かる指揮官としては当然の判断だったといえるだろう。

　今思い返してみても、あの時の判断が間ま違ちがっているとシャルディナは思っていない。

　しかし、結果としてそのシャルディナの決断が、ザルーダ王国攻略を長引かせる事になった原因の一つとなったのは事実だった。

　ノティス平原での戦の後、間かん髪はつ容いれずに全軍を以もつてザルーダ王国の敗残軍を殲せん滅めつさせていれば、今いま頃ごろは首都ペリフェリアを攻略し、ローゼリア王国の攻略を進めることが出来た筈なのだから……

　そして、軍を分ぶん割かつする事に因って、編制に時間が掛かった結果、状況はさらに悪化する。

　一人の男がそのわずかな時間で、敗残兵を纏まとめて山岳地帯に立たて籠こもったのだ。

「ようやくこれで、あの忌いま々いましい男を始末出来るわね……」

　そして、この戦が長引いた最大の原因を思い浮かべ、シャルディナは丁てい寧ねいに整えられた親指の爪つめを噛みながら呟いた。

　それは苛いら立だった時に出る、シャルディナの持つ悪あく癖へきの一つだ。

　それを見て、セリアは主に気づかれないように注意しながら、小さくため息をつく。

　ハッキリ言えば、王族のなす行こう為いとしてはとても褒ほめられたものではない。

　それこそ、何処の国の貴族社会でも嘲あざけりの的になる様な悪癖と言えるだろう。

　だが、セリアも同じ癖くせを持っているだけに諫かん言げんがしにくいのが正直なところ。

　とはいえ、もし仮に皇女の爪が噛み千切られている姿が兵士の目に留まれば、オルトメア帝国にとっては恥はじでしかないのも事実だ。

（後でメイドに言って爪を整えさせなければ……）

　取とり敢あえずシャルディナの悪癖はメイドにフォローさせる事に決めると、セリアは主をこの一年悩なやませ続けた頭痛のタネの名前を口にする。

「ジョシュア・ベルハレスの事ですね」

「あの男の所為せいでこちらの予定は狂くるいっぱなしよ……」

　その言葉にシャルディナは大きなため息と共に頷く。

　ノティス平原で父親であるベルハレス将軍が玉砕した後、ジョシュアは生き残った残存兵を引き連れて撤てつ退たいした。

　兵の死傷者数が同数近かったとはいえ、ザルーダ王国側の最高指揮官であるベルハレス将軍が戦死している以上、勝利はシャルディナのものだったのだ。

　如何いかに尚しよう武ぶの国として騎士個人の力量は素晴らしくとも、戦においてより重要なのは連れん携けいや指揮力と言った部分。

　シャルディナにしてみれば、国の守護神とまで言われたベルハレス将軍を討ち取っている段階で勝利を確信して当然だった。

　事実、ザルーダ王国には亡なきベルハレス将軍に匹敵する名声と実績を誇る人間など既すでに存在していない。

　近衛騎き士し団だん長ちようのグラハルト・ヘンシェルや、親衛騎士団長であるオーサン・グリードの二人は、近きん隣りん諸国に名の通った武人だが、それはあくまでも戦士の技量の話。

　自分の騎士団を手足の様に指揮する事は出来ても、戦場全体を見通す視野はない。

　実際、二人の戦術眼、戦略眼はシャルディナから見て大きく劣おとるのだ。

　しかし、草くさ刈かり場となるはずの侵しん攻こう戦せんは、ジョシュア・ベルハレスの指揮の下で戦うザルーダ王国側の反はん撃げきにあい、逆に少なくない犠牲を強しいられ失敗している。

　エルネスグーラ王国への備えに、侵攻部隊の兵数を当初の予定より減らしたとはいえ、西方大陸中央部の覇者であるオルトメア帝国の戦だ。

　ベルハレス将軍が戦死して指揮系統の混乱した敗残軍を打ち破り、ザルーダ国内深くに侵攻するには十分なだけの兵力を準備したつもりだった。

　だが、それをジョシュア・ベルハレスによって打ち破られた。

　それは、シャルディナが愚かなのではなく、谷間や視界の悪い曲がりくねった街道など、山岳地帯の特とく徴ちようを上手く使い、追撃部隊へ奇き襲しゆうをかけたジョシュアの指揮が見事だと褒めるべきなのかもしれない。

　そして、防衛戦を指揮したジョシュアの手しゆ腕わんは、父親である亡きベルハレス将軍の名声と相まって、国と己の領地を守る為に腐ふ心しんしているザルーダ貴族達の心を惹ひきつける。

　救国の英えい雄ゆうとして……

　それは、鼻つまみ者の三男が表おもて舞ぶ台たいへと躍おどり出でた瞬しゆん間かん。

　今では周辺貴族からの援軍や平民からの義勇兵も合流し、シャルディアの予想では一万五千程の兵力を手元に持っている筈だ。

「陛下の命により帝国各地から山さん岳がく戦せんと非正規戦に強い騎士団を臨時で引ひき抜ぬきました。今後は、今までの様にジョシュア・ベルハレスの好き勝手にはさせません」

「そう……後でお礼の手紙を出しておかないとね」

　セリアの言葉にシャルディナは小さく頷いた。

　戦は兵数が多い方が有利だ。

　そのこと自体は正しいが、必ずしも全すべての戦場で常に正解かと問われるとそうではない。

　ザルーダ王国の国土を寸断する峻しゆん険けんな山々と深い森は、土地に不慣れな指揮官が大軍を運用するには圧あつ倒とう的てきに不利だった。

　さらに、騎士達たちが身に着けている金属製の全ぜん身しん鎧よろいは、平地では抜ばつ群ぐんの防ぼう御ぎよ力りよくを発揮するが、高低差のある山岳地帯では体力を無む駄だに消しよう耗もうさせる重荷という側面の方が強いのだ。

　普ふ段だんからこういった地形に慣れているザルーダ王国の騎士ならば問題はないのだろうが、あいにくオルトメア帝国の騎士達は違う。

　だが、膨大な時間と少なくない経費を費やして地元民から集めた情報を元に作った地図と、広大なオルトメア帝国の領土に点在する、非正規戦を得意とする騎士団を投入すれば勝利を得る事はそれほど難しくないだろう。

　地の利と兵の質さえ互ご角かくになれば、勝敗を決める要素は兵数しか残らないのだから。

（それにザルーダ貴族の寝ね返がえりが進めば、戦略的な勝利は間違いない……後は、私がミスをしなければいい。目の前で獲え物ものに逃にげられるなんて一度で十分よ……）

　油断、慢まん心しん、驕おごり……

　一いつ瞬しゆんの判断ミスが勝者を敗者へと導く事をシャルディナは知っている。

　戦略的勝利はあくまで勝利の九十九パーセントを占しめるだけ。

　勝利を百パーセント確かなものにするには戦術的な勝利が必ひつ須すだった。

「それと、陛下よりシャルディナ殿でん下かへ書状がまいっております……」

　シャルディナが思考の海を漂ただよっていると、セリアが懐ふところの中より書状を取り出した。

「お父様ったら……どうせ、ザルーダを早く攻め落とせという催さい促そくでしょう？」

　この一年間、週に一回は早馬と鳥を使用して届けられてきた手紙は、どれも同じ内容の物だ。

　今いま更さら読むまでもなく、書かれた内容に想像が付いていた。

　正直に言えば、煩わしいという気持ちの方が強いだろう。

　だが、親子であると同時に、皇こう帝ていライオネルと皇女シャルディナには絶対的な身分の差が横たわっている。

　封ふうを開けず机の引き出しにしまっておくなど絶対に許されない事だ。

　溜ため息いきをつきながら、シャルディナはソファーに横たえていた体を起こした。

（お父様は焦っておられる……お気持ちは分からなくもないけれど……）

　いかに大国であるオルトメア帝国とは言え、当然の事ながら国力にも動員兵力にも限界がある。

　それでなくとも、エルネスグーラ王国やキルタンティア皇国とは国境線をめぐって争いが絶えないのだ。

　今は小こ競ぜり合あいの範はん疇ちゆうで納まっているが、いつ何時大戦へと発展しないとも限らない。

　皇帝が早く戦を終えたいと思うのは当然の事。

　だが、そんな事など今更改めて言われるまでもない。

「貸して頂ちよう戴だい」

　セリアは無言のまま書状を手て渡わたす。

　書状の封を剥はがして皇帝からの文を流し読みしたシャルディナの顔が曇り、形の良い唇くちびるから小さな舌打ちが漏れた。

　日ひ頃ごろから帝国の第一皇女として、優ゆう雅がで気品ある行動を心がけているシャルディナには不ふ釣つり合いな行為。

（あまり、良い話ではないようね……）

　普段と異なる主の様子を見て、セリアの心に胸むな騒さわぎが起こった。

「貴方も読んでごらんなさい……」

「宜よろしいのですか？」

　そう答えつつ、セリアは差し出された書状を手にした。

（なるほど……どおりで……）

　ざっと書状を斜ななめ読よみしたセリアの表情が同じように曇った。

「北の雌狐。ついに動き出したのですね……」

『エルネスグーラ王国軍動く』の文字を見て、セリアの口からため息が漏れた。

「まだ、第二陣じんがザルーダの国境付近に駐ちゆう留りゆうしているだけの様だけれどもね……」

　開戦当初から、何時いつかこの状況が訪おとずれると予想はしていた。

　だが、ノティス平原での戦いから一年余りが過ぎ、これからオルトメア帝国が大規模な攻こう勢せいをザルーダ王国へとかけようという今この時期に再び動きを見せ始めるとは、あまりにタイミングが悪すぎた。

「ザルーダの南北分断も目前という矢先に……全く、どうしてこう、こちらの予定通りにいかないのかしらね」

　まるで、運命の神がオルトメア帝国の隆りゆう盛せいを嫌きらっているかのような、めぐり合わせの悪さ。

　恐らく、エルネスグーラは多数の密みつ偵ていをザルーダ王国内へ放ち、シャルディナの動向を監かん視ししているに違いない。

「これは……こちらの動きが漏れたわね……」

「恐らくは……」

　北の雌め狐ぎつねにとってオルトメア帝国の領土拡大は、自国の安全保障の観点からみて決して容よう認にん出来ない事案だ。

　もし仮にオルトメア帝国がザルーダ王国を併へい合ごうした場合、エルネスグーラ王国は西にキルタンティア皇国を、南と東をオルトメア帝国という強国に囲まれる事になるのだから。

「本格的に参戦するつもりかしら？」

「どうでしょうか？　私は今度も見せかけだけという可能性の方が高いように思います。一年前、エルネスグーラは確かにオルトメア、ザルーダ両国に宣戦布告をしましたが、未いまだに北部国境の街を占せん領りようしただけで南下しようという兆きざしはありませんでした。積極的に介かい入にゆうしようというつもりなら一年前に動いた筈ですから」

「エルネスグーラに南下の意志は無いというの？」

　シャルディナの問いかけにセリアは頷いた。

　ノティス平原の戦の後、エルネスグーラはザルーダ王国の国境線を突とつ破ぱし、北西部の街を一つ占領している。

　しかし、この一年、エルネスグーラ軍は占領した街に駐留したまま、何も動きを見せてはいない。

　ザルーダ王国側の使者を適当にあしらいながら、じっと国境付近から動かないのだ。

「一年前。殿下はエルネスグーラ王国参戦の情報に、軍の進軍を停止させました。今回も我が軍の侵攻を遅おくらせる為のブラフなのではないかと思うのですが……」

「仮にそうだとしても、対策を考えなければならない事に変わりはないわ」

　セリアの問いにシャルディナは苦虫をかみつぶしたような表情を浮うかべた。

　この問題で厄やつ介かいなのは、たとえエルネスグーラ王国の動きがブラフであろうと、備えだけはしておかなければならないという点だ。

　何の備えもしない状態でエルネスグーラ王国軍の南下を止める事は絶対に出来ない。

　そして、今南下の意思がエルネスグーラ王国に無いからと言って、今後も無いと断言する事は出来ないのだ。

　シャルディナはエルネスグーラ王国が国境線を突破した段階で使者を送り、ダメ元でザルーダ王国の分ぶん割かつ占せん領りようを提案したが、やはり取り付く島もなく追い返されている。

　そんな状況下で、無防備な横腹をさらけ出して軍を進める訳にはいかなかった。

「どうされるおつもりですか？」

　セリアの言葉にシャルディナは眉み間けんにしわを寄せて黙り込んだ。

（本国からの増ぞう援えん部隊が届くのを待ってジョシュア・ベルハレスを野戦へ引きずり出し、そこで勝つ……そして、ザルーダ王国側の士気を下げたところで南北を一息に分断する……短期決戦……これしかないか）

　シャルディナの脳のう裏りに浮かんだのは、開戦前に練った策への回帰。

　交こう渉しようの場にすら引っ張り出す事が出来ない北の大国。

　その動きをいつまでも気にして出方をうかがっていては、このまま何年掛かってもザルーダ王国占領など出来はしない。

　シャルディナは卓たくの上に上質の紙を広げると、羽ペンを猛もう烈れつな勢いで走らせる。

「須す藤どうをローゼリア王国から呼よび戻もどしておいて。各地から転戦してくる部隊の移動が終わり次し第だい、勝負を仕し掛かけます。それと、これをお父様へ……貴女あなたも確かく認にんしておいて頂戴」

　主の言葉に従い、セリアは差し出された手紙を開く。

　飛び込んで来た手紙の内容にセリアは思わず目を見開いた。

　須藤秋あき武たけはオルトメア帝国の工作員として、ローゼリア王国内で活動をしている。

　表向きの立ち位置は、庶しよ子しであるラディーネ・ローゼリアヌスの側近という立場だ。

　とは言え、昨年行われたノティス平原での戦の様に、臨時の参さん謀ぼうとして傍そばに置く事は可能だ。

　そもそもとして、須藤秋武という男は異世界人ではあるが、セリアの祖父であるガイエス・ウォークランドにその才能を認められ、オルトメア帝国の諜ちよう報ほう組織の中ではその懐ふところ刀がたなと周囲からは目されてきた程ほどの男だ。

　いや、ガイエス亡き今では、最高責任者として組織を引き継いでも何らおかしくはない。

　それが、未だに現場に出て工作活動に勤いそしんでいるのは。その方が即そく断だん即そつ決けつを出来るという須藤の意見が認められた事と、彼かれ自身が現場仕事を好むという理由からだ。

　その代わりとして、こうやって何かある度にシャルディナに呼び出される訳だ。

（まぁ、あの人ならば周囲に上手い事取とり繕つくろって、飛んでくるでしょう。戦が大好きな人ですから……でも）

　問題なのは手紙に書かれたもう一つの名前だ。

「須藤さんはともかく、ロルフ殿まで呼び寄せるのですか？」

【皇帝の盾】と謳われ諸国に名を馳はせた近衛騎士団長。

　皇帝の信しん頼らい厚き側近の一人にして、身辺警護の最高責任者。

　ロルフが前線に出るのは皇帝自らが戦場に赴く時だけだ。

「防衛戦でロルフ以上の指揮官がいない以上、仕方がないわ……私達が前線へ軍を動かした後、この砦を万が一にでも落とされる訳にはいかないの」

「ザルーダ王国側が後方の遮しや断だんに出ると？」

　セリアの問いにシャルディナは無言のまま頷く。

　シャルディナが兵を前線に進めた隙すきを衝かれこの前線基地を落とされれば、オルトメアの将兵は本国との連携を断たたれ孤こ立りつしてしまう。

　ザルーダ王国側の残存兵力や指揮官の質を考え合わせると、そのような博打ばくちを打てるとはとても思えないのだがシャルディナは完かん璧ぺきを目指した。

「それでは近衛騎士団をここの防衛に？」

　近衛騎士団長のロルフを呼ぶ以上、彼の近衛騎士団も共に呼び寄せるのは当然の事だ。

　だが、そんなセリアの疑問にシャルディナは首を横に振ふった。

「流石に近衛騎士団を動かせとは言えないわ。側近だけ連れてこの砦を守ってもらうつもりよ。申し訳ないけれど、お父様には納なつ得とくしていただく他に選せん択たく肢しはないわ……次の戦は絶対に負けられないのだから」

　シャルディナの言葉に含ふくまれた固い決意にセリアは無言のまま頷うなずく。

　そして、軽く一礼すると踵きびすを返して部屋を出て行った。

「そうよ……絶対に負けられない……お父様と私の理想の為にも……」

　ただ一人残された部屋で、シャルディナは自らの決意を確かめるかのようにもう一度同じ言葉を小さく呟くと、窓の外に広がる東の空を睨にらむ。

　この戦乱の絶えない西方大陸の覇は者しやになるのは、恒こう久きゆう的てきな平和を確立する上で絶対に必要な事なのだ。

　平和の為に戦争を選ぶ。

　矛む盾じゆんして聞こえるが、それこそが偽いつわらざるオルトメア帝国皇帝ライオネル・アイゼンハイトと、その娘むすめである皇女シャルディナ・アイゼンハイトの偽らざる本音だった。

　様々な思惑が交差する中、ザルーダ王国の存亡を賭かけた一戦が刻一刻と近づいていく……

　北の巨きよ獣じゆうの南下する足音と共に。







第二章　焦あせる心







　国境沿いの山岳地帯に身を潜ひそめているジョシュアは、切り立った崖がけの上から眼下を進む行列を見下ろしていた。

　そこは山と山の間を切り開いた山道。

　彼の目に映るのは蟻ありの行列にも似た一団だ。

　実際、彼かれ等らと蟻はとても良く似ていた。

　違いはその大きさ位な物だろうか。

　オルトメア帝国の紋もん章しようを掲かかげた輸送部隊を見つめながら、指に挟はさんだ葉巻を口元へと運んでいく。

　ザルーダ王国の国境線上に連なる山々。その谷間を縫ぬうように結ばれた街道を、砂さ塵じんを巻き上げながら無数の人馬が覆おおい尽つくしていた。

　皇女シャルディナが広大なオルトメア帝てい国こく領りようからかき集めた物資を運ぶ一団。

　いったいどれだけの兵士と物資を運び込んできたのだろう。

　西方大陸の中で三強の一角であるオルトメア帝国。

　その絶大な国力をまざまざと見せ付けたかのような光景だった。

（事前の情報通り……か。あの女も相当焦じれてきてるという事だな）

　これだけの人と物資を集め、一つの戦線へ投入するのは、如何に強大な国力を誇ほこるオルトメア帝国といえども簡単ではなかった筈だ。

（ご苦労なこった……）

　苦笑いと共に、ジョシュアの脳裏にこの一年矛ほこを交え続けたオルトメア帝国第一皇女の姿が浮かんだ。

　しかし、脳裏に浮かぶシャルディナの顔の部分は白く塗ぬり潰つぶされている。

　風の便りでジョシュアはシャルディナが美しい女である事を知ってはいたが、写真もテレビもない大地世界アースでは、敵国の姫ひめの顔など見知っている筈もなかった。

　いや、今まで王族主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいですら堅かた苦くるしいのは嫌いやだと仮け病びようを使って断ってきた様な男では、自国の姫ですら顔など分からないだろう。

　もっとも、そんなものぐさな男が救国の英雄として祭り上げられてしまったのだから人生とは儘ならないものだ。

（俺おれは旨うまい酒に旨い飯、上質の煙草たばこと良い女。後は少しばかりのタネ銭せんさえあれば他に何もいらなかったんだがなぁ）

　そんなささやかな願いが心に浮かび、ジョシュアは自じ嘲ちよう気味に笑った。

　それだけあれば人生の大半は満たされる様な気もするが、まがりなりにもジョシュア・ベルハレスは貴族の一員である。

　他の貴族達が持つ貪どん欲よくさに比べれば、実にささやかな願いと言えるだろう。

　実際、オルトメア帝国がノティス平原に兵を進めるその日まで、ジョシュアは王都ペリフェリアの歓かん楽らく街がいで、享きよう楽らくに溺おぼれ続けていたのだ。

　家か督とくを継ぐ可能性の低い三男であるジョシュアにとって、それが家に波風を立てず、自らが生きて行く為の術だった。

　ベルハレス家は尚武の国であるザルーダ王国の中でも、特に武勇に優すぐれた人材を輩はい出しゆつしてきた名門と言える家いえ柄がらだ。

　当然、王国の守護神とも目されていたアリオス・ベルハレスの後こう継けい者しやにも同じものを周囲は求めていた。

　だが、残念な事にアリオス・ベルハレスの才能は三男であるジョシュアに最も強く受うけ継がれてしまったのだ。

　相手の心理を読み取り、裏をかく謀ぼう略りやくの才能が……

　もしも、ジョシュアが鼻つまみ者の三男を演じていなければ、彼にベルハレス家の家督を継がせようとする動きが出てきた筈だ。

　そして、長男や次男を推おす派は閥ばつとの暗あん闘とうに発展しただろう。

　当の本人であるジョシュアがそんなことを望んではいなかったとしても。

（国力に物を言わせて一気にこちらを踏ふみ潰そういう腹だな……やはり、それを選択してきたか。まぁ、確実な戦術だからな）

　どこか投げやりで精気の抜けた顔。

　ここ数日手入れをサボったのか、不ぶ精しよう髭ひげで覆われた顎あご。

　髪かみもぼさぼさのまま、全身からは酒と葉巻の臭においが漂っている。

　流石さすがに娼しよう婦ふが使う安っぽい香こう水すいの匂いだけはしないが、ところどころを鉄で補強された革の鎧を着こんでいなければ、その外見はまさに王都の貧民街に入いり浸びたっていた鼻つまみ者の三男の姿だ。

　だが、そんな見み掛かけとは裏腹に、彼の脳は高速で計算をし続けている。

（エルネスグーラ王国軍の動きを察して、邪じや魔まの入らないうちにケリをつけようって事だろうな。いよいよお姫ひめ様さまも尻しりに火がついたってところか……もっとも、後がないのはこちらも同じだな……）

　ジョシュアは指先に灯ともした法術の火を葉巻へ近づけた。

　そして、静かに息を吸い込み、口の中で煙草の香りを楽しむ。

　ジョシュアの頭脳は、既にザルーダ王国に残された時間が少ない事を理解していた。

　そして、オルトメア帝国にとっても同じである事を……

　この一年、山岳地帯特有の地形を上手く使った非正規戦はオルトメア帝国の侵しん攻こう速度を落としはしたものの、根本的な解決には至っていない。

　末期の病人に対して延命処置だけを施ほどこし、未知なる新薬が開発されるかもしれないという希望に全てを賭けるようなものだろう。

　そんな延命処置が何時までも続くと考える程、ジョシュアという男はおめでたくはなかった。

　そして、崖の下を突き進む人の群れは、病人に無む慈じ悲ひな死を告げる死に神にも似た存在。

　彼等の魔まの手を振り払はらえなければ、ザルーダ王国という病人に明日という日は来ない。

（まぁ良い。どちらにせよ、俺はあの男の提案に命とこの国の運命を賭けたのだ……俺は俺の仕事を果たすだけだ）

　ジョシュアの脳裏に、先日初めて言葉を交かわした男の顔が浮かぶ。

　周囲から若造と陰かげ口ぐちを叩たたかれ続けたジョシュアよりさらに若い青年。

　それも、何処どこの馬の骨とも分からない平民出身の貴族だ。

　まともに考えれば、そんな男の提案をやすやすと受け入れるなどどうかしている。

　実際、ジョシュアの周囲からは不満の声が聞こえてきているのも事実だ。

　しかし、御み子こ柴しば亮りよう真まと言う男が提示した策には、ジョシュアが自分と国の運命を賭けるに足る価値があると確信していた。

　ジョシュアの脳裏には、数日前に行われた会談の様子が浮かんでいた。

（あの男は人の心が読めるんだろうな……俺と同じ様に）

　自分も似たようなことが出来るので、ジョシュアは同類に鼻が利きく。

　別に人の心が読めると言っても、文字や数値が現れて判断している訳ではない。

　ジョシュアが見ているのはあくまでも、相手の呼吸回数や息いき遣づかいの強弱。

　そして表情や、脈みやく拍はくから予想を立てているだけの事だ。

　それは、別段特とく殊しゆという程でもない。

　的中率の高い低いはさておいて、大たい抵ていの人間は言葉を交わさなくても他人の心の内を察する能力があるのだから。

　論理的に理解し、意識してその能力を使えるかどうかという程度の差だ。

　だが、そんな小さな差が結果に大きな差をもたらす。

　その能力を駆く使しして、御子柴亮真は一国の命運を決めようとしているのだから。

　御子柴亮真の提案した策その物は、取り立てて奇き抜ばつという程のものではない。

　少し知ち恵えが回れば、この程度の策なら誰でも考え付くだろう。

　何せ簡単に言ってしまえば、自分達ザルーダ王国の力で解決できない問題を、他人であるエルネスグーラ王国に頭を下げて解決して貰もらおうという話なのだ。

　しかし、考え付く事が出来るからと言って、実現する事が出来るとは限らない。

　それは俗ぞくに机き上じようの空論と言われる奴やつだ。

　だが、あの男はそんな机上の空論を実現する為の道筋を指し示して見せた。

（面白い男だ……堪たまらなく……な）

　御子柴亮真の不敵な笑えみが脳裏に浮かび、ジョシュアの唇が吊つり上あがる。

　ジョシュアは自分がどうしようもない博打好きな事を自覚していた。

　ペリフェリアの歓楽街で幾いく度どとなく潜くぐった修しゆ羅ら場ば。

　それも、自分の命を賭ける様な、血液すらも熱で沸わき立つような危険な賭けを、ジョシュアは何よりも好んだ。

　それらを思い起こす度に、ジョシュアの背骨を何とも言えない痺しびれる様な甘あまい感覚が走るのだ。

「さて……と、そろそろか」

　これから始まるのは、そんなジョシュアですら過去に一度も経験したことのない程の大おお博ばく打ち。

　西方大陸東部三国の命運を賭けた博打だ。

　足元へ葉巻を投げ捨てると、ブーツの踵で火を踏み消す。

　その瞬間、どこかけだるそうだったジョシュアの顔に、獣けものの様な獰どう猛もうさが浮かび上がった。

「まったく、アタイに仕事を全部押おしつけて自分は敵を見下ろしながらのんびりと一服かい……良い御ご身み分ぶんだねぇ」

　ジョシュアの背後からからかいと呆あきれの入り混じった声を掛かけられる。

　その声に背後を振り向いたジョシュアが、苦笑いを浮かべる女の顔を見てニヤリと唇を釣つり上げて笑った。

「準備は終わったのか？」

　彼の瞳に映るのは燃えるような赤い髪を持つ傭よう兵へい出身の騎き士し。

　先日、御子柴亮真がこの最前線を訪れた時にジョシュアへ預けられた女だ。

　燃える様な赤い髪を靡なびかせるその姿は、まさに【紅べに獅じ子し】の異名に相応ふさわしい。

　そして、その異名に相応しいだけの実力を持っている事をジョシュアはこの数日間の付き合いで理解していた。

「あぁ、何時でも行けるよ」

　背後を振り向きながらリオネは自信をもって頷く。

　準備の時間はかなり限られていた筈だが、どうやら上手く調整を付けたらしい。

　ジョシュアの率いる兵の質はかなり高い反面、我がが強く扱あつかいにくい。

「そうか……ご苦労だったな」

「あぁ。なかなか手のかかる悪わる餓が鬼き共さ」

　そういって笑みを浮かべるリオネを見て、ジョシュアは唇から小さな溜息が漏れた。

　リオネの言葉以上に簡単ではない事を、ジョシュアは十分に知っていた。

　彼等はその特殊な成り立ちから分かる様に、指揮系統も周辺貴族がジョシュアの下へ送り込んで来た平民兵などとは全く異なる存在と言ってよい。

　彼等は率いる人間の力量によって、死をも恐おそれぬ最強の兵にも戦う事すら放ほう棄きする最弱の兵にもなり得る。

「うちの連中は皆みんな、腕うでは良いがどいつもこいつも癖のある奴らだ。それこそ実力が自分より上だと認めない限り洟はなもひっかけやしねぇよ」

　実際、彼らは王都ペリフェリアから派は遣けんされた騎士達の指揮には断固として従わない。

　彼らは亡きベルハレス将軍が特別に編制した特殊兵団だ。

　敵国の治安を乱し国力を低下させることを主眼に置いた一種の私し掠りやく部隊。

　そして、父親が死んだ今は完全にジョシュアの私兵であり、ジョシュアだけの兵だ。

　何しろ、彼等は元々ザルーダ王国の領内を荒あらしまわっていた山さん賊ぞくや盗とう賊ぞくなどの犯罪者達なのだから。

　優れた騎士であると同時に、優れた軍略家でもあったベルハレス将軍は、かなり前から真っ当な騎士の戦い方に固こ執しつしては、いずれオルトメア帝国の国力の前に屈くつすると考えていた。

　国土の大きさも、国力も、人材も、何もかもが違ちがいすぎるのだ。

　いかにザルーダ王国が尚武の国として、一人一人の騎士の質が高かろうとも、数の暴力には耐たえきれない。

　その上、肝かん心じんのザルーダ王国は決して一枚岩ではなかった。

　元々、国土を森や山々で寸断された土地だ。

　歴代のザルーダ国王は統治者や貴族達の盟主ではあっても、独裁者にはなれなかった。

　皇帝の意志の下にほぼ統一されているオルトメア帝国と、貴族達の顔色を窺うかがいながらでなければ決断する事が難しいザルーダ王国。

　どちらが有利かは赤子でも分かる論理だろう。

　だから、ベルハレス将軍は、オルトメア帝国とザルーダ王国の間にある国力差を埋うめる為に様々な手段を講じた。

　その中には、騎士の道から外れる策も当然盛り込まれている。

　そんな手段の一つが、私掠部隊を利用してのオルトメア帝国内の治安低下。

　その為に、ベルハレス将軍は死罪の決定していた盗賊団の首領達を助命し、その引ひき換かえにオルトメア帝国領内へと送り込んだのだ。

　そんな、元々傭兵や冒ぼう険けん者しや以上に荒あらっぽい生活を送ってきた男達だ。

　それをさほど苦も無く従わせたという事実がリオネの能力を証明している。

　だが、ジョシュアの言葉にリオネは金色の瞳ひとみを細めながら笑って見せた。

「そうでもないさ。確かにチョイとばかりはしゃぎはしたから、軽く尻を蹴けとばしてやったけれどもね。なぁに可愛かわいいもんだよ」

　実際、リオネにとって、ジョシュアの部下達を仕付けるなど造作もなかった。

　伊達だてや酔すい狂きようで女の身でありながら【紅獅子】の団長を張ってきた訳ではないのだ。

（なるほど……確かにあの男の言うとおり、使える女だ。それに、あの男を信頼している）

　御子柴亮真はこの場所に居ない。

　彼は今、東部三国の命運を賭けて北の雌め狐ぎつねの下へと向かっているはずだ。

　ジョシュアとリオネが担になうのは、オルトメア帝国の侵攻を策が実現するまで少しでも阻はばむ事だ。

（普ふ通つうなら捨すて駒ごまにされたと顔を青くしているだろう）

　ジョシュアの見た限り、リオネの顔には何処にも不安げな様子は見られない。

　中ちゆう途と半はん端ぱな忠誠心や義務感ではない確かな絆きずなが、御子柴亮真とリオネの間にはある証だ。

「ところで……それが、あの男が残していったという例の置おき土産みやげか？」

　ジョシュアはリオネの背後に次々と運ばれてくる木箱へと視線を向けた。

「あぁ、うちの双ふた子ごがペリフェリアで買い込んだ品物さ」

　そう言うとリオネは後方で働く兵士の一人に手で合図をする。

「成なる程ほど、陶とう製せいの花か瓶びんに魚油を詰つめ込み布で栓せんをした訳か……」

　木箱の中にぎっしりと詰められた品の一つを手に取り、ジョシュアは目を細めた。

　造りの粗あらい雑器。

　釉ゆう薬やくも用いられていない素す焼やきで、形も大きさもまちまちだ。

　恐らく工こう房ぼうの丁稚でつちあたりに練習として作らせたものか、かなり出来が粗い。

　少なくともジョシュアの実家はおろか、彼の家に仕える使用人達ですらまず使わない程度の品質と言えるだろう。

　とはいえ、今回の使い道に陶とう器きとしての出来不出来はあまり関係がない。

　大きさに極きよく端たんな差がなく、注いだ油が漏れてさえ来なければ、多少形が歪いびつでも何の問題もない。

（ペリフェリアの陶芸工房は在庫整理が出来て大喜びだっただろうな……）

　掌てのひらに丁度収まる大きさの花瓶。

　その重さを二～三度手の中で確かめながら、ジョシュアはリオネに頷いて見せた。

「布に火を付けて、後は投げるだけか……確かに良い思い付きだ」

「あぁ、携けい帯たいに優れている上に、花瓶が地面に叩きつけられた瞬間に中の油が周囲に飛び散るからねぇ。火矢の様に遠くまで飛ばすのは難しいけれども、今回みたいな高所からの襲しゆう撃げきにはもってこいの品物さね」

　そう言うと、リオネはたわわに実った自分の胸を突き出すかの様に張って見せる。

　実際、この瓶びんに油を仕込んで投げ込むという手段は、格段に優れた方法であるという訳ではない。

　射程距きよ離りでは火矢に大きく後おくれを取るのは否いなめないし、入れ物は所しよ詮せん消しよう耗もう品ひん。

　今回は確保出来たようだが、今後も継けい続ぞく的てきに購こう入にゆう出来るかは疑問だ。

　消費する油の量も多い。

　だがその一方で、この方法ならば火矢を超こえる延えん焼しよう速度を見込む事が出来るのも事実だ。

　今回の様な状じよう況きようでは火矢よりもはるかに効率よく敵の部隊を焼けるだろう。

　攻こう城じよう戦せんでは防衛側が城じよう壁へきからたまに油を投げ落としたりする事があるが、今回のこれはそれをさらに効率よく発展させた形だ。

「中々面白おもしろい発想をするものだ……あの男が考えついたのか？」

「あぁ、坊ぼうやの指示で造ったのさ。中々に便利なもんだよ」

　そう言うと、リオネは満面の笑みを浮かべて見せる。

　それはまるで、身内を褒められたかのような無む邪じや気きな笑みだ。

　いや、実際リオネにとって御子柴亮案という男は手のかかる弟の様な存在なのだろう。

「成る程な……実績は十分という訳か……」

　そんな絶大なまでの信頼関係を見せつけられ思わず苦笑いを浮かべたジョシュアは、静かに視線を眼下に蠢うごめく人の群れへと向けた。

　隊列はちょうど真ん中あたりに差し掛かっている。

　既に、言葉を交わす時間は残されてはいなかった。

「良いだろう。始めてくれ」

　時が満ちたと判断したジョシュアはリオネに小さく頷いて見せる。

「あいよ。了りよう解かい」

　その言葉に従い、リオネは背後へ手で合図を送った。




「いいか！　何処どこから敵が襲おそってくるとも限らん。十分に周囲を警戒しろと先導の兵へ伝えろ」

　馬上の男が声を上げると、伝令が一いつ斉せいに散っていく。

「少し警戒が過ぎるのではありませんか？」

「いや……これくらいで丁度良い」

　副官の問いに男は首を横に振った。

　自分自身も警戒しすぎだという気持ちがある半面、この一年の間に多くの部隊長がジョシュア・ベルハレスの奇襲によって討うち取られている。

　前任者達たちの二にの舞まいだけは避さけなければならない。

　特に、今回の輸送任務はどうしても失敗する訳にはいかないのだから。

「シャルディナ殿下より固く言いつけられた事だ。それとも、貴様は俺にこの任務を失敗させたいのか？」

　元々は地方の子し爵しやく家に生まれた妾しよう腹ふくの六男。

　貴族として厳しい教育を受けたが、まず家督を継つぐ事のない立場だ。

　だから彼は騎士となる事を選んだ。

　幸いな事にそんな出身の為ためか男は才能に恵めぐまれていたから。

　だが、軍に入った男に命じられたのは前線での任務ではなかった。

　それは別に冷れい遇ぐうされた結果という訳ではない。

　いや、ある意味では想像以上の好こう待たい遇ぐうだったとも言える。

　そう、人よりも数字や交渉事に明るかった男はオルトメア帝てい国こく軍でも重宝された。

　補給部門の実力者として。

　物資の補給とは海千山千の商人達を相手取り、言葉と金を駆使した真しん剣けん勝負だ。

　何しろ、軍の費やす物資の量は半はん端ぱなものではない。

　それが戦時体制ともなれば猶なお更さらだ。

　交わした契けい約やくの内容に依よっては、文字通り砦とりでの一つや二つは軽く建てられるくらいの金額が動く。

　それはまさに武器を使わない戦。

　そんな戦場で男は戦果を挙げ続けて来た。

　その結果、男は今ではノティス砦における補給部門の長にまで上り詰めている。

　だが、男として生まれ騎士の一員となったからには、戦場で武功を挙げたいと考えるのはさほど不自然な気持ちではないだろう。

　だから男にとって、今回の任務はあらゆる意味で格別だった。

「御ご冗じよう談だんを……」

　絡からむ様な上司の言葉に、副官は慌あわてて首を横に振った。

　勿もち論ろん、男の言葉が単なる冗談である事は分かっていた。

　だが、返し方を間ま違ちがえればどんな報復が待っているか分からないのも事実。

　何せ、基本的にこの世界では身分の上下が絶対的な意味合いを持つ。

　左さ遷せん程度で済めばまだマシだ。

　最悪の場合、自分と家族の首が物理的に飛んでしまうのだから。

　もっとも、流石にそこまで理り不ふ尽じんな事をする上役というのはあまりいない。

　だが、それはあくまでもしないのであって、出来ないという訳ではないのだ。

「ならば黙だまって従え……この任務は今までと規模も重要性も段だん違ちがいなのだ……それは貴様も分かっているだろう？」

　シャルディナの命によって、ノティス平原の砦にはオルトメア帝国全土から兵士と物資が山の様に運び込まれている。

　しかし、後方の補給基地にいくら物資を貯ため込もうと、それを前線まで運べなくては何の価値もない。

　男の問いに、副官は無言のまま頷く。

　文字通り、彼等の任務がこの戦の勝敗を決めると言っても過言ではないのだから。

　だが、そんな悲ひ壮そう感かんにも似た決意は一瞬にして崩くずれ去さった。

「始めるよ！　準備は良いね？」

　リオネの声に従い、二百人を超える兵士達が一斉に詠えい唱しようを開始した。

「「「母なる大地よ　汝なんじが硬かたき腕にて汝が子を禍わざわいより守りたまえ　石壁隆起ストーンウオール」」」

　大地から次々に岩の壁かべが隆りゆう起きしていく。

　巨きよ岩がん。

　そういう表現がぴったりと合う様な重く分厚い壁だ。

　もっとも、それは文字通りのただの壁。

　人を殺す手段として他に幾いくらでも効率の良い術式がある以上、戦場では精々が矢避けの防ぼう壁へきに使われる程度の文法術でしかない。

　そう、この日までは……

「押し出しな！」

　再び、リオネの号令が飛ぶ。

「おぉぉぉ！　押せ押せ！」

　兵士達はその声に従い一斉に壁を押し倒たおそうと渾こん身しんの力を振り絞しぼる。

「力を込めろ！」

「無む駄だ飯めしぐらいどもが。もっと気合い入れて押すんだ！」

　数トン近い重量の壁が徐じよ々じよに前へと押し出される。

　流石にこれほどの重量ともなれば、武法術で身体能力を強化した彼らでも、そう容易たやすく押す事は難しい。

　彼等は顔を真っ赤に数人がかりで力を込める。

　筋肉は膨ふくれ上がり、血液が体中を駆かけ巡めぐった。

　やがて、そんな彼等の努力は正当な評価を受ける。

「そのまま崖がけ下したへ一気に落としな！」

「「「うぉぉぉぉぉお！」」」

　最後の一ひと押おしと、兵士達は最後の力を振り絞って石壁を押し込む。

　百メートル程下を通るオルトメアの部隊を押し潰す為……

「なんの音だ？」

　頭上から突とつ如じよ響ひびき渡わたった山鳴りに男は首を傾かしげた。

「閣下！　岩です。崖から岩が落ちてきます」

　その瞬しゆん間かん、指揮官は自分の顔から血が引いていくのを感じた。

　副官の指さす報告へ視線を向けると、土つち煙けむりを巻き上げながら、巨きよ大だいな岩の壁が次々と崖を転がり落ちてくるのだ。

　円形でないため、互たがいにぶつかり合いながら不規則な動きで進路を変えて転がり落ちてくる岩の壁。

　その動きは予想が難しく、避けるのは難しい。

　しかも、大量の土ど砂しやを巻き込んでいる。

「く！　ザルーダの奇き襲しゆうか……斥せつ候こうは何をしていた。戻ったら斬ざん首しゆにしてやるぞ」

　男は、無能な斥候に激しい罵ば声せいを浴びせる。

　もっとも男の願望が叶かなう事は永遠に来ない。

　何しろ彼の放った斥候部隊は、既すでにジョシュアの手によって物言わぬ骸むくろと化していたのだから。

「そのような事は後です。閣下、お逃にげください！」

　副官は転がり落ちてくる岩や土砂から必死で男の体を庇かばう。

　だが、それはまさに虚むなしい願いだ。

　逃にげ道みちなど彼等には残されている筈はずもない。

（どうする。どうすればここを脱だつせるのだ？）

　先頭集団は既に土砂と岩に依って完全にその姿を消している。

　無事かどうかは定かではないが、どちらにせよ状況がザルーダ王国側の攻こう撃げきであるならば、彼等の命運は既に尽きたと見て良いだろう。

　ならば、男は無事な他の輸送隊を守る事を優先するしかない。

「後退だ！　全軍後退しろ！」

　男は喉のどが割さけんばかりに声を発した。

　それは咄とつ嗟さの判断としては及きゆう第だい点てんだっただろう。

　だが、男の指示は実現される事は無かった。

「無理です。戻るにしてもこの道みち幅はばでは！」

　副官が男の言葉を否定する。

　街かい道どういっぱいに広がった隊列は、前に進む事は出来ても後ろへ退く事など出来ないのだから……

　だが、最悪はその後に訪れた。

　無数の小こ瓶びんが次々と投げ込まれてくる。

　それには口の部分に火の付いたボロ切れが押し込められていた。

「火！　火だぁ！」

　兵士達の口から断だん末まつ魔まの叫さけびが迸ほとばしる。

　地面に叩きつけられた瓶が割れ、周囲に液体を撒まき散ちらす。

「この臭においは魚油か！」

　独特の生なま臭ぐささが鼻につき、副官の顔色が変わった。

　一いつ般ぱん的てきなイメージ以上に魚の油は燃えやすい。

　何せ、江え戸ど時代では庶しよ民みんが行あん燈どんの油に安い魚油を用いていたと伝わる程。

　それをリオネは陶製の小瓶に入れて即そく席せきの火か炎えん瓶びんとして用いた訳だ。

　数すうヶか月げつほど前に、亮真が咲さく夜やに命じてウォルテニア半島に巣食う海かい賊ぞく達たちの拠きよ点てんを焼き討ちした時と同じ方法だった。

　火炎瓶は人力で投げ込む為、火矢よりも射程距離では劣おとる物の、携けい帯たい性せいと延焼性に優れており、何よりも弓矢より安価で数を揃そろえやすい上に、弓矢と違って習熟に時間が掛からないという利点がある。

　その上、今回の様に崖の上から眼下に投げ込む場合は、弓矢程の飛ひ距きよ離りが出なくともそれほど問題にはならない。

　おまけに高所から投げ込んでいる分だけ、地面に叩きつけられた時の衝しよう撃げきは大きく、瓶の中に入っている魚油も周囲に飛散しやすいという寸法だった。

　眼下に広がる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくを見ながら、ジョシュアは満足げに頷く。

「さて、それでは仕上げといこうか」

「あいよ。ただでさえ劣れつ勢せいなんだ。削けずれる時には少しでも数を削っておかないとねぇ」

　ジョシュアの言葉にリオネは獰猛な笑みを浮かべると、背後の人ひと影かげへ視線を向けた。

「そんな訳だ。申し訳ないけどアンタにも少し働いてもらうよ？」

　その言葉に、ローブを目ま深ぶかに被かぶって顔を隠かくした人影は小さく頷いた。

「えぇ、あの男からも頼たのまれているから構わないわ。あなた達に【狂きよう鬼き】のネルシオスが娘の力を見せてあげる」

　どうやら、人影は女らしい。

　それはまるで鈴すずの鳴る様な美声。

　人の心をとろけさす魔ま性しようの音色と言える。

　ジョシュアは声の主が女とは知らなかったのか、意外そうな表情を浮かべた。

　亮真から手て練だれの戦士として話を聞いていた手前、女の声に含まれた妖よう艶えんな響ひびきに意外性を感じたのだろう。

　だが、リオネはその言葉に小さく頷いただけだった。

「そうかい……期待しているよ。ディルフィーナ」

「任せて頂ちよう戴だい……ここで見ていると良いわ。直すぐにあの部隊長の首を持ってきてあげるから」

　そう言うと、ディルフィーナは崖に向かって走り出した。

　そして次の瞬間、ディルフィーナの体は宙へ躍おどり出でる。

　重力によって体が百メートルほど下の地表に向かって落ちていく。

「あれが……あの男の残した二つ目の秘策か？」

　徐々に地表に近づき小さくなっていくディルフィーナの姿を見下ろしながら、ジョシュアはリオネに尋たずねる。

　詮せん索さくをしないという条件で受け入れた手前、今いま更さらあの女の事をとやかく言うつもりはないが、ジョシュアとしても気にはなるのだ。

「あぁ、一応そういう事になってはいるねぇ」

　実際、リオネもディルフィーナの腕うで前まえを正確に理解しているとはとても言えない。

　知っている事と言えば、ウォルテニア半島に住まう亜あ人じんの中でも、特に手練れと言われる戦士だという事だけだ。

「何とも頼たよりない言葉だな」

「仕方ないさ。取とり敢あえず一回自分の目で見てみなけりゃ、何ともいえないからねぇ……とは言っても坊やも言っていたが勝算は十二分にあるさ」

　煮にえ切きらない返事に不満げなジョシュアの言葉に、リオネは肩かたを竦すくめて見せる。

　リオネは今まで、一いつ騎き当とう千せんと謳うたわれた戦士や騎士が戦場であっさりと雑ぞう兵ひように殺される現場を幾度となく見て来た。

　確かに個人の武勇は重要ではある。しかしその一方で、それだけでは戦場を生き抜ぬく事は出来ない事をリオネは知っているのだ。

　とはいえ、リオネはディルフィーナが死ぬという状況を想定などしてはいない。

　肉体に作用し人ならざる超ちよう人じんを創つくり出す武法術。

　神や精せい霊れいに生気プラーナを捧ささげ自然を操あやつる文法術。

　呪印を刻み、様々な効果を道具に持たせる付ふ与よ法術。

　これら大地世界に存在する三つの法術の中で、エルフは古来より抜きんでた付与法術の技術を保有しているとされてきた。

　時たま、エルフの謹きん製せいとされる法具が市場に流れる事が有るが、その際に付けられる値段は人間が作ったとされる法具の最低でも十倍。

　物によっては百倍以上の値段になる事もあるのだ。

　とはいえ、それらの法具が戦場で実際に用いられた現場を目にしたことのある人間は少ないのも事実だ。

（まぁ、とにかく噂うわさの付与法術って奴を拝見させてもらうとしようかねぇ）

　ウォルテニア半島に住まう亜人。

　その彼かれらが保有する技術の有効性を確かく認にんするのは、御子柴亮真がリオネへ命じた任務の一つだ。

　その性能如何いかんによっては、今後の御子柴亮真の方針が変わる可能性も出てくるだろう。

　ディルフィーナの一挙手一投足を見み逃のがすまいと、リオネは徐々に小さくなっていく彼かの女じよの背中を見つめ続けた。




　体が重力によってどんどんと下降していく中、ディルフィーナは軽く目を瞑つぶり大きく息を吸い込みゆったりと吐はき出す。

　それは、仏教やヨーガなどに良く見られる瞑めい想そう時の呼吸に酷こく似じしていた。

　数度繰くり返かえすうちに、全身の感覚が鋭するどさを増していく。

　やがて会え陰いんの奥おくにあるとぐろを巻く蛇へびがゆっくりとその鎌かま首くびを持ち上げ始めた。

　そしてそれは、急速に覚かく醒せいし大量の生気プラーナをディルフィーナの全身へと送り出す。

　それはやがて、第四のチャクラであるアナーハタ・チャクラを回し始める。

「目覚めなさい」

　ディルフィーナの唇くちびるから短い言葉が零こぼれた。

　それは呪じゆ文もんの詠唱というには余りにも短い単語。

　しかし、その効果は正に劇的とさえ言えるだろう。

　ディルフィーナの言葉に従い、ローブで隠された彼女の体を覆う黒くろ革かわの鎧よろいと、右手に握にぎられた短たん槍そうの表面に象形文字の様な紋もん様ようが淡あわい光を放ちながら浮うき上がる。

　その瞬間、ディルフィーナの体は重力の鎖くさりを断たち切った。

「術式は問題なく起動したわね」

　フワリと足から地面に着地したディルフィーナは周囲を見回す。

「何だお前は！」

「敵か！」

　空から舞い降りて来たディルフィーナの姿に気が付いた十人程ほどのオルトメア帝国兵が、消火活動の手を止めると一斉に槍の穂ほ先さきを彼女へと向けた。

　もっとも、彼らは所しよ詮せん後方の物資輸送を主な任務とする部隊だ。

　オルトメア帝国の兵として基本的な訓練は受けているのだろうが、最前線で殺し合いをする精せい鋭えい部隊に比べればその練度は低い。

（直接あの男に見せられないのは少し残念だけど……私達たちの力を誇こ示じするには良い機会ね）

　戦争か協力か。

　互いに干かん渉しようしないという選せん択たく肢しが取れない以上、ウォルテニア半島を領有する事になった御子柴亮真と付き合う方法はその二つだけだ。

　とは言え、戦争を選べば仮に御子柴亮真との戦争に勝利したところでディルフィーナ達に未来はない。

　いずれは人間という種族の膨ぼう大だいな数の力に押しつぶされてしまう事が目に見えているのだ。

　である以上、エルフ族は嫌でも御子柴亮真という男に協力するしか道はない。

　それも、出来るだけエルフ族の有用性を認めさせる形で。

「さてと……それじゃぁ始めるとしましょうか」

　ディルフィーナの短槍が無造作に振ふるわれる。

　それは猛もう烈れつな唸うなりを上げ、突とつ風ぷうとなってオルトメア帝国兵の顔を叩く。

　その瞬間、兵士達は目の前の存在が、人の形をした暴力の化け身しんである事を本能的に悟さとる。

「化け物め……」

　兵士の一人から恐きよう怖ふと嘆なげきに満ちた呪じゆ詛そが漏もれる。

　その言葉に、ディルフィーナはフードの奥で優やさしく微笑ほほえんで見せた。

「えぇ、そうよ……私は貴方あなた達の命を喰くらう化け物よ」

　そして次の瞬間、戦場に大輪の花が咲さいた。

　そう、大地に赤い花弁を撒き散らす花が……

　この日、ジョシュア・ベルハレスの奇襲によって甚じん大だいな被ひ害がいを出したオルトメア帝国軍は、その進軍速度をさらに低下させる事になった。

　そして、それは御子柴亮真に貴重な時間を与あたえる事になる。




　ザルーダ王国北方の国境付近。

　大森林地帯を横切る街道を、とある一団が北西へ向って駆け抜けていた。

　元々、この一帯はさほど交易が盛んだったとは言えない地域。

　主だった交易品でもなければ、こんな辺へん鄙ぴな土地など商人が寄り付く訳もない。

　その上、エルネスグーラの動向が不ふ透とう明めいな今、この道を使うのは周辺の農村に生きる農民達ぐらいのものだ。

　その為、彼らがどれだけ馬を走らせようと事故が起こるような事はなかった。

　何しろ、馬ば蹄ていの音が遠方からでもはっきりと耳に届くのだ。

　土煙を確認したら道の脇わきへ除よければそれで済んだから。

　その一団はみすぼらしい格好をしていた。

　恐らく旅の行程を短縮する為に、結界で守られた街道以外の脇わき道みちも使用したのだろう。

　風かぜ除よけの為のマントは獣の爪つめにでも引ひっ掻かかれたのかひどく擦すり切れており、何日もろくに風ふ呂ろに入っていないのか、彼かれ等らの体からはほのかな異い臭しゆうが漂ただよっていた。

　恐らくは宿に泊とまるのではなく、野宿してきたのだ。

　彼等が馬に乗り、武装していなければ、その姿は戦火を逃のがれる難民にしか見えはしない。

　二十人ほど居る一団の顔には、旅の疲ひ労ろうが色いろ濃こく浮うき彫ぼりとなっていた。

「団長、見えました！」

　一団を先導する若い騎士の一人が、後ろを振り返り力の限り叫んだ。

　敵味方の区別が未いまだ定まらぬエルネスグーラ王国が占せん領りようした土地。

　そこを進む上で、先導者は斥候の役目も担う。

　その重圧からようやく解放されるという安あん堵ど感かんが彼の声に滲にじんでいた。

　親衛騎き士し団だんの中でも特に視力に優れた男の言葉に、皆の視線が前方の小高い丘おかへ向けられる。

「あれが北の城じよう塞さい都市メンフィスだ」

　亮真の横を駆けるオーサン・グリードが指さす方向を見ると、小さな黒い点が馬の進みに合わせて徐々に明確な形を現していく。

　やがて亮真の目にもはっきりと城壁が幾いく重えにも連なった都市の姿が見えた。

　ザルーダ王国の北の要であるメンフィスがエルネスグーラに占領されてから一年。

　城壁にはエルネスグーラ王国の旗が翻ひるがえっている。

「あぁ、ようやくだな……」

　亮真は馬の速度を落とす事なく、視線を前方の城壁へと向けた。

「ここまで四日か……」

　亮真の呟つぶやきが、馬を並走させているマルフィスト姉妹の耳に届いた。

　その言葉に含ふくまれているのは、苛いら立だちと不安だ。

「通常と比べればかなり早いと思います……法術で馬を強化しながら昼夜関係なく走らせたのですから当然ですが……それに、途と中ちゆうの街で馬を替かえられたのもかなり大きいです。馬の休息に費やす時間を最低限に抑おさえる事が出来ましたから……」

　ローラの言葉に、サーラは無言のまま頷うなずく。

　馬の鞍くらと馬蹄には付与法術が施されており、騎き乗じよう者が生気プラーナを流す事によって速度強化と体力回復の効果が得られるようになっている。

　これに因って、大地世界では単純に馬を走らせるよりもはるかに速い速度を長時間維い持じし続けながら移動が出来る訳だ。

　亮真達はとにかく馬を全速力で走らせ、街に着くとグリードが親衛騎士団長という立場を利用して駐ちゆう屯とんしている警備隊から譲ゆずり受うけた馬に乗り換えるという荒あら業わざを繰くり返しながら、時間を短縮してきたのだ。

　これは大地世界で用いられる移動手段としては考えられる中で最速を誇ほこる。

　最善の努力の結果がこれだ。

　実際、この方法をとるには、騎乗者が法術を使え、なおかつ複数の馬を乗り継げる状況であるという条件が付く。

　そういう意味では、今回の旅は幸運であったとすらいえるだろう。

　だが、それでも亮真は不満だった。

「仕方がないか……」

　亮真は吐き捨てるかのように呟くと、視線を前に向ける。

「ご不満ですか？」

　サーラの心配げな言葉に無言のまま首を振り、亮真は馬の速度を上げた。

（不満は不満だな……だが、こいつらにそれを言ったところでどうしようもない……）

　自動車や飛行機と言った移動手段を知る亮真としては、馬という移動手段に対して速度や乗り心地ごこちの面で大きな不満を持つのは致いたし方かたのない事だ。

　特に、今回の様に一分一秒でも早く着きたい場合には特に。

　だが、大地世界で自動車を求めても意味がない事を亮真は理解している。

　自動車という物だけならば、何らかの拍ひよう子しで召しよう喚かん者と共に呼び出される可能性はあるだろう。

　だが、運用という観点から言えば自動車の使用はまさにナンセンスというしかない。

　まずメンテナンスが行える技術者の存在。

　そして、パンクなどを筆頭に考えられる故障時に必要な予備の部品の有う無む。

　更さらには根本的な問題として、燃料であるガソリンの継続的な確保が可能かという点。

　少し考えただけでもこれだけの問題点が出る訳だ。

　地球で暮らす上では意識する必要のない問題だが、ここ大地世界では話が変わって来る。

　更に言えば、もし仮にこれら全すべての条件をクリア出来たとしても、今度は大地世界における路面の状態そのものにも問題が出てくる。

　都市近きん郊こうでならばいざ知らず、人の往来がまばらな地方の街道のほとんどは土がむき出しの状態だ。

　それこそ一雨降ればたちまち泥でい濘ねいとなるし、場合によっては水すい没ぼつの可能性も出てくるだろう。

　軍用ジープの様な特殊な車でもない限り、この大地世界ではまず運用出来ないと見た方が正しい。

　技術というのは、ある特定分野だけが突出して発達しても、効率的な運用が難しいという良い例だろう。

（だからと言って、科学技術の発展をやるのは厳しいしな……やれなくはないかもしれないが、人材と時間、そして膨大な資金が必要になる）

　亮真とて小学校から高校に通うまでの間に十年近く科学という学問を勉強はしている。

　だから、化学式もある程度は理解出来るし、特定の薬品を使って化学反応を起こせと言われれば対応は可能だろう。

　しかし、残念な事にそれはあくまで学校という空間の中で、おぜん立てされた薬品を組み合わせる事が出来ると言うだけの事でしかない。

　料理を例にして考えてみればよく分かる。

　仮にパスタ料理の定番の一つカルボナーラを作るとして、材料とレシピがあれば、作る人間が料理の素人しろうとであったとしてもそれなりの形にはなるだろう。

　スーパーでよく見かける袋ふくろ入りのパスタに、卵と、パンチェッタと呼ばれる豚ぶたの塩しお漬づけ肉。

　正式な物ではないらしいが。ここに生クリームを入れたりすると、舌した触ざわりが良くなり美味おいしくなる日本人の大好きな料理だ。

　だが、幾らなじみ深いとは言っても、小麦粉からパスタを作れる人間は少ない。

　パンチェッタ用にと、豚ぶた肉にくの塊かたまりと塩コショウだけを渡されたらどうか。

　普通はまずまともな料理として形にする事すらおぼつかない。

　下手をすれば途と方ほうに暮れてそこでギブアップだ。

　科学もそれと同じだ。

　いや、もっとややこしくて危険だろう。

　料理は失敗しても顔を顰しかめて捨ててしまえばそれで済むが、科学の失敗は場合によっては命に関かかわりかねないのだから。

（となると、法術という大地世界独自の技術を発展させている方が現実的か……だが）

　法術という技術は汎はん用よう性せいが高く便利ではあるが、欠点が皆かい無むという訳ではない。

　特に付与法術の汎用性の低さはかなり問題だ。

　まず、第一に呪印と呼ばれる刻印を刻める術者がかなり少ない。

　付与法術が施ほどこされた武具が高値で取引されるのも当然だった。

　さらにそんな限られた術者の多くが、支配の呪印を奴ど隷れいなどに刻む仕事を生業なりわいとしており、新たな技術を開発する意欲が薄うすいとなれば、技術発展などする筈がなかった。

　だが、次々と脳のう裏りに浮かぶ思いを亮真は一いつ旦たん全すべて振り払はらう。

　技術的な問題は確かに捨て置けない課題ではあるものの、亮真にはその前に乗り越こえるべき難問が目の前に待ち構えているのだから。

（ここまで最善を尽つくしはしたが……はたして間に合うだろうか？）

　間に合うのか間に合わないのか。

　全てはそこに懸っていた。

　その為に、亮真は無理に無理を重ねてこの地まで駆け抜けてきたのだから。

　幾ら法術で馬を強化しようと生命体である以上、疲労は確実に蓄ちく積せきされていくし、速さにも限界がある。

　その為に、途中の街々で馬を乗り換えた。

　その上、亮真達は馬の体力を消しよう耗もうさせない為に、荷物や服装にもかなり気を遣つかっている。

　ザルーダ騎士の多くは全身を厚い金属の鎧で覆おおう事が多いが、今の騎士達たちは全員傭よう兵へいの様に革をなめした軽鎧を身に着けていた。

　彼等のマントに縫ぬい込まれたザルーダ王国の紋もん章しようである剣けんと盾たての意い匠しようがなければ、騎士と認にん識しきする人間はいないだろう。

　武器も腰こしに帯びた長ちよう剣けんが一ひと振ふりだけ。

　槍も替えの武器もない。

　後は携帯用の水と、保存食として干し肉を少し入れた布ぬの袋ぶくろが、鞍に括くくり付つけられているだけだ。

　大地世界においては、軽装という形容詞を通とおり越して無む謀ぼうに近い装よそおい。

　如何に街道に点在する街で補給するつもりだったとはいえ、地球とは違い何が起こっても不思議ではない環かん境きようなのだから。

　実際、普ふ段だんの御子柴亮真であれば、こんな装備で旅になど絶対に出ない。

　それでも、無謀を覚かく悟ごの上でこんな博打ばくちに近い行動に出たのも、全ては今が最後の機会だと判断したからだ。

　そう、エルネスグーラ王国軍が兵を増強し始めたという今が……

（基本的にオルトメア帝国とは兵数が違いすぎる。もし仮に真正面からやり合えば地の利を考えても数日が良いところだろう……）

　オルトメア帝国が大規模な攻こう勢せいに転じようとしているという話は、帝国内に放った密みつ偵ていが命を賭かけてジョシュアに伝えた貴重な情報だ。

　それを無む駄だにしない為にも、これから行われる交こう渉しようをしくじる訳にはいかない。

（リオネとジョシュア・ベルハレス。あの二人が山さん岳がく戦せんを指揮すれば確実に例の輸送隊を潰つぶす事が出来るだろう。だが……）

　あまり考えたくない最悪の光景が脳裏に広がり、亮真の唇から鋭い舌打ちの音が漏れる。

　文字通りそれは、猛もう火かと血に染まった地獄の様な光景。

　猛たけり狂くるった津つ波なみが陸地に襲い掛かるかのように、ザルーダ王国は何もかもを圧あつ倒とう的てきなオルトメア帝国の物量で押おし潰される事になる。

（まさに背はい水すいの陣じんと言ったところか……）

　亮真は自分の策が今のザルーダ王国における最良にして最善であると確信している。

　だが、その策は文字通りの博打。

　全てが理想的な組み合わせを見せて、初めて意味を持つという究極の綱つな渡わたりと言える。

　これほどの博打は、ガイエスを殺してオルトメア帝国の領内から逃げ出そうとしていた時か、ローゼリア王国の内乱時にテーベ河の渡と河かを行った時以来だ。

　いや、確率的に言えば、あの時よりも勝算は低いだろう。

　だが、他に道がないのであれば、危険を承知で進むしかない。

（弱気か……サイコロは既に振られちまったっていうのに俺おれらしくもないな）

　亮真の脳裏に二人の顔が浮かんだ。

　自分の腹心として、亮真はリオネの指揮能力に絶対的な信しん頼らいを置いている。

　その信頼度は、常に自分の身辺に置いているローラ達に劣りはしない。

　その上、短い顔合わせの時間しか取れなかったものの、亮真はジョシュアに対して、自分と同じ匂においを感じていた。

　その実績を見ても、彼らがこの西方大陸において屈くつ指しの指揮官である事は疑い様の無い事実だ。

　だからこそ、切り札を一枚渡しているとはいえ、死んで来いと命じるのと変わらない様なあんな無む茶ちやな事を命じたのだから。

（後は、エルネスグーラの女王様が、噂通りの切れ者である事を祈いのるだけ……か）

　無論、勝算はある。

　しかし、予想はあくまで予想。

　絶対ではない。

　亮真は唇を強く噛かみ締しめると、前方に翻るエルネスグーラ王国の旗を睨にらみつけた。







第三章　北の雌め狐ぎつね







　亮りよう真まとオーサン・グリードが案内された一室の扉とびらの前には、一人の男がにこやかな笑えみを浮かべて立っていた。

　だが、その笑みとは裏腹に彼は強きよう烈れつなまでの意志の光をその瞳ひとみの奥に宿している。

「貴公らが御み子こ柴しば亮真殿どのにオーサン・グリード殿か……ザルーダ王国からの使者というお話だったが……」

　そう言うと男は値ね踏ぶみでもするかの様に亮真へと視線を向ける。

「随ずい分ぶんとお若い方だな。その若さで一国の意思を担になうとは中々のご器量だ」

　突とつ然ぜんの来訪にも拘かかわらず、彼の顔に不快感は微み塵じんも浮かんではいない。

「長旅でお疲つかれだろう。お茶に甘あまい菓か子しでもいかがかな？」

　そう言うと男は亮真達をソファーがしつらえられた客間へと誘いざなう。

　まるで、予定通りと言わんばかりの態度だ。

（やっぱり、こちらの動きを読んでいたか……まぁ、そうでなくちゃ話にならねぇ）

　男の表情を見て、亮真は一人心の中で呟いた。

　城門で名乗っただけで、大した身分確認も無いまま直ぐに城のこの部屋へと連れてこられた時点で、エルネスグーラ王国の人間が亮真達を監かん視し、もしくは動向に関しての情報を集めていたと見るべきだろう。

　幾らマントにザルーダ王家の紋章を縫い取っていたとしても、そんな物はその気になりさえすればさほどの手間を掛けることなく偽ぎ造ぞうする事が出来る。

　全くの無価値ではないものの、身分を証明する確たる証にはならないのだから……

「失礼。先に名乗るのが礼れい儀ぎですな……私の名はアーノルド・グリッソン。エルネスグーラ王国で将軍の地位にある者です。そして、東部方面の最高司令官でもあります」

　男は痩やせぎすで、青白い顔をしていた。

　年としの頃ころは三十代後半と言ったところだろうか。

　背せ丈たけこそ百八十センチほどだが、体つきは筋肉質という程でもない。

　手ての甲こうの色から見るに、あまり健康ではないのだろう。

　苦労人なのか、まだ若いだろうに真ん中あたりでキッチリと左右に分けた金きん髪ぱつには、ところどころ白いものが交じっている。

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡を掛けた、あまり武人という風には見えない外見。

　商人か学者とでも言われた方がはるかに納なつ得とくできる穏おだやかな風ふう貌ぼうだろう。

　だが、彼の眼だけがそんな周囲の評価に異を唱えている。

　そう、鷹たかか鷲わしを見る者に思い起こさせる青く鋭い目が。

「突然の来訪、誠まことに申し訳ありません。グリッソン殿。ザルーダ王国の危急存亡の瀬せ戸と際ぎわゆえ、なにとぞご容よう赦しやいただきたいと思います。私の名は御子柴亮真。こちらに座すわるのがザルーダ王国親衛騎士団長のオーサン・グリード殿です」

　丁てい寧ねいに腰を折って頭を下げる亮真の態度に、グリッソンの目が鋭さを増した。

　二人へソファーに腰かけるのを手で勧すすめながら、グリッソンは亮真の顔を見つめながら穏やかに口を開く。

「ほぉ……お若いのに礼儀を弁わきまえられた方だ。元平民出身と聞きき及およんではいましたが、板についた物もの腰ごしですな」

　そう言うとグリッソンは掛けていた眼鏡のレンズを拭ふいて見せた。

　厭いや味みという感じはしない。

　いや、どちらかと言えば、亮真に対して好意的な様にさえ聞こえた。

（本心……かねぇ）

　そんな疑問が亮真の心に浮かぶ。

　この大地世界アースで人の言葉に疑いを持たずに鵜う呑のみにするというのは、かなり危険な行こう為いだ。

　それも、相手が貴族階級の場合は特に。

　確かに、目の前の男の態度は友好的に見える。

　だが、単に本心を隠し、ザルーダ貴族達の様に嘲あざけりや侮ぶ蔑べつを露ろ骨こつに向けてこないだけの分別を持っているだけという可能性もある。

　何せ、今まで亮真が見てきた限り、この大地世界の権力者は基本的に直情的なふるまいをする傾けい向こうにあるのは事実だ。

　貴族という身分制度によって守られた特権意識が、自らの行動や言動を律する必要性を彼らに感じさせない結果だろう。

　傲ごう慢まんで冷れい徹てつな貴族という怪かい物ぶつ達。

　しかし、そんな環境でも例外がある。

　そして、そう言った例外的な存在は、得てして友好的な顔の裏側に物ぶつ騒そうな毒の牙きばを隠し持っている物なのだ。

　どちらにせよ、これから重大な交渉を行わなければならない亮真にとって、気を緩ゆるめる訳にはいかなかった。

（要注意だ……な）

　亮真は予期せぬ敵の出現に、心の中で舌打ちをした。

　もっとも、そんな心の内を表面に滲ませるほど亮真は甘い人間ではない。彼もまた、己おのれの心を隠すために笑え顔がおという仮面を被る。

（まずは話の主導権を奪うばって相手の出方を見てみますか）

　話の主導権を握る為ために、亮真は用件を単刀直入に切り出した。

「申し訳ありませんが、時間が惜おしいので本題に入らせていただきます」

　こういった交渉事では自分の狙ねらいを明確に伝えるのは余り一般的な手段とは言えないが、だからこそ相手の意表を衝く事が出来る。

　意表を衝ければ、相手の意図や心の内がポロッと言葉や態度に出る事が有るからだ。

　だが、そんな子供だましが通用するほど、今回の交渉相手は甘くないらしい。

「良いでしょう。私もそこまで暇ひまという訳ではありませんからね」

　グリッソンは、さあどうぞとばかりに肩を竦めて話を促うながす。

「話は簡単です。エルネスグーラ王国には、現在オルトメア帝てい国こくとの戦で劣勢に立たされている我々への助力をお願いしたい」

　亮真の言葉に、グリッソンは片方の眉まゆを器用に上げ、さも驚おどろいたといわんばかりの表情を浮かべて見せた。

　もっとも、彼の唇が形作る冷たい笑みが、彼の本心を表している。

「ほぅ、貴方あなた方への助力ですか……」

「えぇ……是ぜ非ひとも」

　グリッソン将軍の呟きに、亮真は小さく頷いた。

　両者は無言のままテーブルを挟はさんで睨み合いを続ける。

　相手の思おも惑わくを見み透すかそうとするかの様に。

　やがて、グリッソンはおもむろに口を開く。

「まぁ、確かにザルーダ王国の置かれた今の状じよう況きよう下で、お二人が他のご用件で使者として来られる筈はありません……か」

　そう言うと、グリッソンは言葉を切り、嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「ですが、少々しつこいですなぁ。これではまるで貧民街の物もの乞ごいの様だ」

　穏やかな声だ。

　だが、その口から放たれた内容は強烈なまでの侮蔑。

　如何に北の巨きよ獣じゆうと呼ばれる大国であったとしても、外交の場でこんな言葉を使者にぶつければ、ただでは済まない。

　それは、開戦を覚悟するしかない程に強烈な一いち撃げきだ。

　だが、だからこそそれは彼の本心を……いや、エルネスグーラ王国の首しゆ脳のう陣じんが感じている気持ちを端たん的てきに表した言葉なのだろう。

「貴様！」

　グリッソンの言葉にグリードは思わず怒ど声せいを上げた。

　確かに助勢を頼みに来たのはグリード達ではある。

　使者として赴おもむいた以上、自分の言動や行動にザルーダ王国の行く末が懸かかっている事も理解している。

　それでもグリードはグリッソンの侮ぶ辱じよくを甘かん受じゆする事は出来なかった。

　だが、いきり立つグリードを亮真は手で制した。

　そして、何もなかったかのようにグリッソンへ視線を向ける。

　エルネスグーラ王国の意図が亮真の予想通りであるならば、相手の苛立ちも、このような言動をする理由も理解する事が出来た。

　第一、ザルーダ王国はエルネスグーラ王国に助力を求める立場。

　この程度の挑ちよう発はつで一々激げつ昂こうしていれば、纏まとまる筈がない。

（そして、こちらの器量と真意を推おし量はかっているのだろうな）

　意図的に相手を怒おこらせて反応を探さぐるのは亮真も良く使う手だ。

　だからこそ、ここで感情に任せて怒いかりを露あらわにするのは悪手。

　それではグリッソンに足元を見られてしまう。

「確かに今更……でしょうね」

　何事もなかったかの様な亮真の問いに、グリッソンは愉ゆ快かいそうに片方の眉を吊つり上あげて見せる。

　さらりと受け流して見せた亮真の態度に、何かは感じるところがあったのだろう。

「我われ等らがこのメンフィスを占領してから一年余りが経たちます。今まで、幾いく度どとなく使者の方がお見えにはなりましたが、我等はザルーダ王国へ助力していない。我等の方針はそこから十分にご理解いただけると思うのですがね？」

「無論、分かっています。エルネスグーラ王国としては、オルトメア帝国に一度ザルーダ王国全土を占領させた方が、都合が良い。何せ、国を滅ほろぼした後というのは、領土の安定に時間が掛かります。そこを狙う……そういう事でしょう？」

　亮真の言葉にグリッソン将軍は声を上げて笑った。

　それは、今までの人当たりの良い表情とは比べ物にならないほど暗い顔。

　肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを見て舌なめずりをするのに似た笑いだ。

「なるほど、御子柴殿どのはこちらの思惑をご存じでしたか……噂通り中々……ふむ、流石さすがに若くして平民から貴族へのし上がっただけはありますな……大した状じよう況きよう把は握あくです」

　そう言うと、グリッソンは言葉を切り、テーブルの上に置かれたティーカップを口元へと運ぶ。

「その通りです。我等はザルーダ王国の存続を望んではいません。今の状況でザルーダ側から出せる条件は領土の割かつ譲じようくらいでしょうが、そんなものではとても釣つり合わないのですよ……オルトメア帝国と本格的に矛ほこを交えるには……ね」

　それは、エルネスグーラ王国の助力を求めに来たグリードにとって最悪の言葉だった。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、グリードの顔から血の気が失うせる。

　だが、そんなグリードとは対照的に、亮真は注意深くグリッソンの言葉を心の中で幾度も繰り返していた。

（やはりこちらの推測通りか……これならば……）

　確かに、グリッソン将軍の言葉は正しい。

　エルネスグーラ王国にとって、オルトメア帝国と矛を交えてまでザルーダ王国を助けなければならない理由など何処どこにもない。

　領土の割譲などを条件にして中ちゆう途と半はん端ぱにザルーダ王国を存続させるより、一度ザルーダ王国全土をオルトメア帝国に占領させた上で、その支配から解放するという名目で再占領を狙う方がエルネスグーラ王国としては楽なのだ。

　勿もち論ろん、それにはタイミングが重要となる。

　オルトメアの占領統治が軌き道どうに乗る前、ザルーダ国民の中に、オルトメア帝国への不満と憎ぞう悪おが残っている間しか効果がない。

　領内に住んでいるザルーダ王国の民を皆みな殺ごろしにするか、全員を別の土地へ移住させるかでもしない限り、新たな支配者は常に反乱の可能性を考こう慮りよしなければならないからだ。

　エルネスグーラが国境の街であるメンフィスを占領したまま一年余りもの間、動きを見せなかった理由の一つがこれだ。

　ただし、亮真はグリッソンがその戦略の全てを話していない事も読み切っていた。

「当然でしょうね」

　何の躊躇ためらいもなく亮真が自分の言葉に頷いたのを見て、グリッソンの表情が変わった。

　その瞳に浮かぶのは疑いと困こん惑わく。

　亮真の態度と言葉は整合性の取れない矛む盾じゆんしたものだ。

　少なくとも、亮真の返答はグリッソンの耳にそう聞こえた。

「おかしな話ですねぇ……貴方はどうやら事前に読み切っていたようだが……私達の狙いを把は握あくし私達がザルーダ王国へ援えん軍ぐんなど出さないという事も理解している。では、貴方は一体ここへ何をしに来たのですか？」

　グリッソンは思わず首を傾かしげる。

　そこまでエルネスグーラ王国側の思惑を理解している人間が、何故なぜ戦いくさの最中にも拘わらずここまでやってきたのか、グリッソンが疑問に思うのも当然の事だ。

「無論、助力を乞こいにですよ」

「成なる程ほど、つまりは覚悟を決めたと判断してよろしいのかな？」

　亮真の言葉に、グリッソンは探る様な視線を向ける。

　だが、亮真はそんなグリッソンの言葉に肩を竦めて見せた。

「グリッソン殿の仰おつしやる覚悟が、属国になるという事を指しているのでれば、残念ながら外れですね」

　何のためらいもなく言い切る亮真の言葉を聞き、グリッソンの顔に初めて怒りと侮蔑、そして嘲りの色が浮かんだ。

　それはそうだろう。

　今までの話の流れを考えれば、グリッソンが怒りださなかっただけまだマシな結果とすらいえるのだから。

「どうやら貴方は、私をからかいに来られたようだ……」

　話はこれで打ち切りだとばかりに、グリッソンは椅い子すから腰を上げた。

「いや、なかなかに愉快な話だったが、これ以上は時間の無駄でしょうな。遠路遥はる々ばる来られたお二人には申し訳ないが、お引き取りを願いましょう」

「な！　待ってくれ」

　亮真の横に座り成り行きを見守っていたグリードが思わず叫さけぶ。

　事前にある程度の話は聞いていたが、交渉自体は亮真に一任されていた。

　グリード自身、自分がこういった交渉事に不向きな事は理解している。

　だからこそ、椅子に腰こし掛かけ交渉そのものには沈ちん黙もくを守ってきたのだ。

　しかし、交渉は決けつ裂れつしかかっている。

　グリードが思わず声を出したのも当然と言えた。

「これ以上あなた方と何を話せと？　これではこの一年の間、貴国から送られて来た使者達と何も変わらんではないか」

　吐き捨てるかの様なグリッソンの言葉。

　氷の様に冷たく相手を切り裂さく陰に籠こもった声。

　その冷たい怒りを前に、グリードは言葉を続ける事が出来ない。

　しかし、グリッソン将軍の怒りを見ても、亮真の表情に陰りは見えなかった。

「茶番は終わりだ……お帰り願おうか」

　グリッソンの刃やいばの様な視線が亮真の顔を貫つらぬく。

　絶対的な命令。

　武人には見えない優やさ男おとこの様な外見でも、グリッソンは大国エルネスグーラ王国が東部方面の戦略を任せる将軍。

　並の人間ではその言葉に従うしかない。

　しかし、亮真の表情に変わりはなかった。

（ここが勝負所だな……）

　亮真は大きく息を吸い込み己の心を落ち着けると、今持ち得る最高の切り札を切った。

「そうですか……それでは、ここから先はエルネスグーラ王国女王、グリンディエナ様と直接お話しさせていただきたいと思います。今この場で」

　その言葉が亮真の唇から放たれた瞬間、部屋の空気が一いつ瞬しゆんで凍こおり付いた。

　テーブルを挟み、亮真とグリッソンは無言のまま睨み合う。

　十秒、二十秒……

　壁かべ際ぎわの棚たなに置かれている凝こった彫ほり物ものを施されたゼンマイ式の置時計だけが、ただ静かに時を刻んでいる。

　重苦しい空気の中、永えい劫ごうとも思える時間が流れていく。

（こいつは今何と言った……？）

　背筋を這はい上がってくる恐怖を押し殺し、グリッソンは亮真の言葉を心の中で繰り返した。

　エルネスグーラ王国の女王、グリンディエナ・エルネシャールは前線基地であるメンフィスから遠く離はなれた王都ドライゼンに居る。

　それだけが、目の前の青年が知り得るただ一つの真実である筈はずだった。

　いや、エルネスグーラ王国の大多数の国民にとってもその事実は同じだ。

　だから、真まっ直すぐな視線を向ける青年の言葉は、ただの戯たわ言ごとの筈だった。

　世よ迷まい言ごとをと豪ごう快かいに笑い飛ばそうとしたが、グリッソンの口はいつの間にかカラカラに乾かわき、喉のどが張り付いてしまい、声が出ない。

　グリッソンは内心の動どう揺ようを押し隠かくすかのように、テーブルの上に置かれたティーカップを口元へと運ぶ。

（まさかこいつ、陛下の思惑に気がついたというのか？）

　間者や商人達の報告から、目の前に立つ青年が切れ者である事は聞いている。

　平民出身でありながら、その智ち謀ぼうは一国の命運をも左右したと……

　だが、グリッソンはその報告をどこか甘く見ていたのだろう。

　知ち恵え者しやである事は認めつつも、自らの敬愛する主に比ひ肩けんする人間など存在する筈が無いと。

（いや、ありえん……陛下の思惑が読めるという事は、陛下に比肩するという事に他ほかならん……そんな事が……）

　その時、初めてグリッソンは、目の前で悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべる青年が化け物に見えた。

　グリッソンの主であるグリンディエナと同じ人の形をした化け物に。

「馬ば鹿かな……陛下は王都ドライゼンに……」

　長い沈黙を破り、グリッソンは言葉を詰つまらせながら口を開く。

　だが、その言葉には先ほどまで存在していた威い厳げんも自信も何もない。

　グリッソンのその表情を見ただけで、亮真は己が賭けに勝ったことを確信している。

「王都ドライゼンですか……」

　亮真は唇くちびるを吊り上げて笑った。

「そんな筈はないと思いますがね」

　その刺さすような視線にグリッソンの顔が歪ゆがむ。

「一体、何を根こん拠きよにそんな事を……」

　先ほどまで、場の主導権を握にぎっていたのは確かにグリッソン自身だった。

　しかし、場の雰ふん囲い気きは一変した。

　今、この場の主導権を握るのは、目の前でソファーに腰を下ろす青年だ。

　年若き若造と侮あなどるつもりは初めからなかったが、これはグリッソンの想像を超こえていた。

　グリッソンは思わず壁かべに掲かかげられた鏡へ縋すがる様な視線を向ける……

　無意識のうちに。

「根拠はありますよ……ただ、今ご説明するよりも、グリンディエナ様を交えてから話をさせていただいた方が、手間が省けると思うのですがね」

「そ……それは……」

　グリッソンは再び言葉を詰まらせる。

　肯こう定ていも否定もグリッソンには出来なかった。

「困りましたね……」

　亮真はさも困ったと言わんばかりに首を振った。

　事実、亮真に残された時間は少ない。

　何時いつまでも権限のない人間に関わって時間を浪ろう費ひする訳にはいかないのだ。

　亮真は壁に掛けられた鏡へ視線を向けた。

「ご存じの様に、我々にはあまり時間がないのですよ」

　その視線と言葉の意味に気がついたグリッソンの顔が青ざめる。

（こいつ……何故？）

　交渉とは、相手の意図の読み合いが全てと言って良い。

　そして、どんな魔ま法ほうを使った物か、どうやらこの部屋の仕し掛かけを目の前に座る男は気が付いているらしい。

　つまり、エルネスグーラ王国の意図をある程度見切ったという事。

　それは、この交渉の前ぜん哨しよう戦せんが御子柴亮真の勝ちである事を意味する。

　だが、亮真はここで慌あわてて話を進めようとはしなかった。

「ですが、突然訪ねてきて陛下に会わせろと言うのも無礼ですからね……今日のところは一ひと先まずグリッソン将軍のお言葉に従って帰りますか……」

　そう言うと、亮真はソファーから腰を上げ、傍かたわらで目を白黒させながら成り行きを見守るグリードを促した。

「それでは、グリード団長。失礼するとしましょう」

　そして、亮真は壁に掲げられた鏡へ向って頭を深々と下げ、扉へと向かった。

　その行動の意味を知るのは、グリッソンともう一人の人間だけ。

「オッ、オイ。待ってくれ」

　グリードが慌ててグリッソンに頭を下げると亮真の後を追った。

　詳しよう細さいは分からなくとも、歴戦の騎士の勘かんが、亮真に従うべきだと告げたのだろう。

「それでは、これにて失礼を。部下がメンフィスの城下町に宿を取っている筈ですので、後で宿屋の名前をお知らせに参ります。グリッソン将軍には申し訳ありませんが、グリンディエナ様へ私の事をお伝え頂ければと」

　再び丁寧に頭を下げ、亮真は部屋のドアノブを回す。

　だが、その動きがピタリと止まった。

　そして、居る筈のない第三者の声が部屋に響ひびき渡わたる。

「腹の探り合いはもういいわ。お互たがい茶番はここまでにしましょう」

　亮真が振ふり返かえると、そこには今まで存在しなかった筈の女の姿があった。

（成なる程ほど、あそこから出て来た訳か）

　亮真はいつの間にか壁に並んでいた本ほん棚だなの一つが斜ななめになっているのに気が付いた。

　恐おそらく、マジックミラーになっている鏡越ごしに亮真達の行動を見ていたのだ。

　そして、交渉の価値があると判断し、隣りん室しつの隠し部屋から出てきたのだろう。

「貴方の事は色々と報告を受けているわ。ローゼリアの若き英えい雄ゆうにして、オルトメア帝国に召喚された異世界人。ねぇ、御子柴亮真さん」

　女はそう言うと楽しそうに笑った。
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　鈴すずの鳴るような美声。

　そして、その声には人を平へい伏ふくさせるだけの意志が込められている。

　圧倒的な存在感を放ち、その女はグリッソンの傍らに立っていた。

　しかし、亮真は落ち着いた表情のまま、静かに頭を下げる。

「ご尊顔を拝し恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。グリンディエナ・エルネシャール様」

　その姿を見ながら、煌きらびやかな王おう冠かんを被かぶったエルネスグーラの若き女王グリンディエナ・エルネシャールは優ゆう雅がに微笑ほほえみを浮うかべた。

「それでは改めて、お話を聞きましょうか」

　ソファーに腰を下ろしたグリンディエナは対面に座る亮真の顔へ視線を向けた。

（成る程……な）

　亮真は目の前で笑みを浮かべるグリンディエナを見つめる。

　確かに亮真が事前に集めた噂うわさの通り、目の前に座る女は絶世の美女とは言えない。

　レースや宝石を使用した豪ごう華かな純白のドレスに身を包つつんでいるとはいえ、容姿の美しさだけを比ひ較かくしたならば、ルピスやシャルディナに数段劣おとると言ってよいだろう。

　しかし、醜みにくいかと問われれば誰だれもが首を横に振る。

　少なくとも、彼かの女じよを見て醜女しこめだなどとのたまう奴やつがいたなら、そいつは心の奥おくで何か個人的な恨うらみを抱いだいているに違ちがいない。

　丁寧に櫛くしを入れた金髪は優雅に波打ち、アーモンド形の青い目には強烈な意志の光が宿り見る者を惹ひきつける。

（美人過ぎない美人って奴かねぇ）

　顔立ちは、亮真から見ても十分に美人の範はん囲いだ。

　ルピスやシャルディナの様な凛りんとした冷たい美しさはないが、その代わりに愛あい嬌きようがある。

　どちらかと言えば親しみを感じる分、人に好かれる容姿と言えるだろう。

　年の頃でいえば二十代半ばから三十に手が掛かるかどうかといったところの筈だが、見た目的には十歳さいは若く見える。

　それが北の雌め狐ぎつねと噂される女の姿だ。

「それではまず、どちらの話からしたら良いでしょうか？」

　物もの怖おじする事なく問い返した亮真の言葉を聞き、グリンディエナは目を見開いて楽しそうに声を上げて笑った。

　初めて会った国王と話すにしては、亮真の物腰は実に堂々としたものだったからだ。

（これは思った以上に期待が持てそうね）

　馬鹿を相手にすること程、彼女にとって苦痛な事などなかったから。

「そうねぇ。グリッソンも気にしているようだから、私がメンフィスに居ると判断した理由からお聞きしましょうか。グリッソンもそれで良いわよね？」

　グリンディエナが傍らに立つグリッソンへ視線を向ける。

　グリンディエナの問いに無言のまま頷うなずくグリッソンを見て、亮真は静かに口を開いた。

「正直に申しまして、私はグリンディエナ様がここにいらっしゃると事前に分かっていた訳ではありません。ただ、様々な条件を考え合わせると、メンフィスに駐ちゆう屯とんするグリッソン殿と緊きん密みつな連れん携けいが取れる手段をお持ちだとは考えていました」

「それはつまり、私の狙いを貴方が理解していると……そう考えていいのね？」

「完全ではないですが……おおよそのところは」

　亮真は静かに頷くと、卓たくの上に持参していた西方大陸の地図を広げた。

　そんな亮真の態度に、グリンディエナは目を輝かがやかせ嬉うれしそうに手を叩たたいて見せる。

　実際、今の彼女の心境を表すならば、待ち望んでいたクリスマスプレゼントを前にした幼子の様な物だろうか。

「良いわねぇ、貴方。お馬鹿なザルーダ王国の連中は私が散々ヒントを上げていたのに一年以上も時間を無駄に費やして、まだ分からないのだもの……正直に言って、このままオルトメア帝国に滅ぼされてしまうつもりなのかと内心では心配していたのよ。それにせっかく出した謎なぞ々なぞも解いてもらえなければ興きよう醒ざめだわ」

　一国の存亡を話題にしながらも、グリンディエナの口調はまるで世間話でもする様な軽いものだ。

　だが、その内容はとてつもなく重い。

「まぁ、その時はその時で別にかまわないのだけれども……ね」

　それは、会話の最後に何気なく付け加えられた言葉。

　ともすれば聞き逃のがしてしまう程、それは自然に発せられたものだ。

　だが、そんなグリンディエナの態度を見て、亮真は改めて自分の予想が正しかった事を悟さとった。

（やはり、どちらに転んでも良い様に天てん秤びんに掛けていたか……流石、雌狐なんてあだ名されるだけはあるぜ）

　それは、若くして大国であるエルネスグーラ王国をまとめ上げた手しゆ腕わんから見ても紛れもない事実だろう。

「では、貴方の答えを聞きましょうか」

　グリンディエナの目がまるで玩具おもちやを貰もらった子供の様に輝く。

　実際、彼女にしてみれば、これから始まるのは楽しい謎なぞ解ときでしかない。

「えぇ、それでは……まず、私が最初に注目したのはエルネスグーラ王国軍が、一年前あれほど迅じん速そくに軍を起こしていながら、メンフィスを占せん領りようした後ピタリと侵しん攻こうを止めた事です」

　そう言うと、亮真の太い指が地図上のエルネスグーラ王国の周りに円を描えがいた。

「今いま更さら説明するまでもない事ですが、ザルーダ王国全土がオルトメア帝国に飲み込まれれば、エルネスグーラ王国は東西と南の三方を強大な敵国に囲まれる事になります。北に海が広がっているとはいえ、エルネスグーラ王国の国防から考えると、ザルーダ王国の占領は許容など出来る筈が無い。にもかかわらず軍を止めたという事は、交渉を望んでいるというメッセージではないかと考えたのです」

「成る程。正しい分ぶん析せきね」

　その言葉に、グリンディエナは満足そうに頷いて見せた。

　実際、オルトメア帝国にザルーダ王国全土を侵しん略りやくされてしまっては、エルネスグーラ王国としても黙だまってはいられないのだ。

　しかし、だからと言って馬ば鹿か正しよう直じきにザルーダ王国と組んでオルトメア帝国と戦ったところで、エルネスグーラ王国に齎もたらされる利は薄うすい。

　それどころか、単なる安全保障としての手伝い戦では、エルネスグーラ王国に住まう国民の間に不満が生じてしまう。

　どうしても、何かが必要だった。何か目に見える形での対価が……

　だが、その対価こそが最大の難問だ。

　ザルーダ王国自体は山さん岳がく地帯にある為、基本的に的に食しよく糧りようの生産には不向きな土地だ。

　その一方で、国土を峻しゆん険けんな山々からは良質の鉄を始めとした鉱物が取れる為、冶や金きん技術に優すぐれ、良質な武具を創つくり出す鍛冶かじが多い事でも有名である。

　だから、エルネスグーラ王国が援軍を出す対価として受け取るならば、鉱山関係の利権が最もふさわしい訳だ。

　だが、それを要求するのは、他にこれといった産業を持たないザルーダ王国にとって、国を滅ぼされるのと同じ位大きな痛手となってしまう。

　その上、それらの利権の多くを実際に保有するのは実際にその土地を治める貴族達だ。

　彼かれ等らはザルーダ王国に対して愛国心を持ってはいるものの、基本的に独立独歩の気風であり、国王の命令に対しても決して従順とは言えない。

　いや、ザルーダ王家そのものが、貴族達の盟主的な位置づけに過ぎないのだ。

　だから、存亡の瀬戸際であるとはいえ、ザルーダ王家が一方的に貴族の利権を奪うことは出来なかった。

　無理に行えば、オルトメア帝国に滅ぼされる前に、貴族達の反乱で国が消しよう滅めつしかねない。

　ザルーダ国王ユリアヌス一世は世間では凡ぼん庸ようと噂されているが、それも当然の事だ。

　彼かれはあくまでも調停役や管理者であって、ザルーダ王国の支配者ではないのだから。

「それが分かっていたからこそ、ザルーダ王国は領土の割譲を条件に出した」

　ここでグリンディエナは悪戯いたずらっ子の様な笑みを浮かべながら亮真へと視線を向けた。

　その目には謀ぼう略りやく家特有の暗く妖あやしい光が宿っている。

「まぁね。あのお馬鹿さん達は断腸の思いで条件を奮発したつもりらしいけど……。あの程度の条件で私をこき使おうとは随分と甘く見られたものだわ」

「割に合わない……ですか？」

「当然でしょう？　各地に跋ばつ扈こする独立心旺おう盛せいな貴族達の管理まで一いつ緒しよに押し付けられる事を考えたらね。それに、割譲の対象となっていた土地にある鉱山は、ここ数年で産出量が減少した場所ばかりだもの。何いずれ遠くない日に廃はい坑こうになるのは目に見えているわ。あの連中は私が知らないと思っていたようだけれども……ね」

　亮真の問いに、グリンディエナは呆あきれた様に溜ため息いきをついた。

　ザルーダ王国側が提示してきた領土は、およそザルーダの国土の北部。全体にして五分の一程度といったところだった。

　土地の面積としてはかなりの大きさと言える。

　だが、ザルーダ王国の領内で最も旨うま味みのあるのは農業ではなく鉱山の採さい掘くつだ。

　その肝かん心じんの鉱山が枯かれ掛かけているとなれば、わざわざ援軍を出してまで譲ゆずり受うける価値は無くなってしまう。

「そこで、それならばいっそ、オルトメア帝国がザルーダ王国を滅ぼした後、統治者が替かわって支配が揺ゆらいでいる間に攻せめ込んだ方が良いと考えた訳ですね。そうすれば、邪じや魔まな貴族達を排はい除じよする口実には困らないし、悪あく辣らつなオルトメア帝国の支配から民衆を解放する正義の味方という大義を掲げる事が出来ると」

　亮真の言葉に、傍らで黙ったまま成り行きを見ていたグリードは思わず息を呑のむ。

　事前にある程度の説明は聞いていたものの、ザルーダ王国に仕える人間には酷こくな話だった。

　ザルーダ王国の存亡に一欠けらの興味もないと言われたようなものだからだ。

　だが、己の狙いを言い当てられたグリンディエナに悪びれる様子はなかった。

「当然の判断でしょう？　私はエルネスグーラ王国の女王ですもの。兵達に死ねと命じるからにはそれなりの利というものがなくてはね」

　おどけた様に肩かたを竦すくめて笑うグリンディエナの姿に、グリードは戦場で感じる物とは別の言い知れぬ恐きよう怖ふを感じた。

　顔は笑っていても、その目には支配者としての責務を自覚し背せ負おう者だけが宿す峻しゆん烈れつな光を放っている。

「だが、それも最善の手とは言いにくい」

「あら？　そうかしら」

　亮真の言葉に、グリンディエナは首を傾げて見せた。

　もっとも、彼女の本心はその声こわ色いろの形から分かり切っている。

「それではオルトメア帝国と全面対決になってしまいます。国力はエルネスグーラ王国がやや勝ってはいるものの、ほぼ同じと言ってよい以上、勝敗はどちらに転ぶか分からないでしょう。ましてや、如何いかに密みつ偵ていを放ち情報を集めているとはいえ、土と地ち勘かんの少ないザルーダ国内での戦。出来れば自国だけで戦う事は避さけたい筈だ」

　穏やかだった亮真の目に、いつの間にか刃の様な鋭するどさが宿っていた。

「それで？」

「だからこそグリンディエナ様、貴方はメンフィスを占領したまま軍を動かさなかった。そして、王都ドライゼンを空けてまで此処ここにいらっしゃる。貴方の目的を正確に理解し、共に手を携たずさえて戦うに足る人間が訪おとずれるかどうかをギリギリまで見み極きわめる為に」

　その言葉に、グリンディエナは愉快そうに笑い声を上げると、表情を一変させ鋭い視線を亮真へ向ける。

　それはまさに北の雌狐と呼ばれるにふさわしい顔だ。

「当然よ。私にお馬鹿さんと組む気はないもの……良いでしょう、そこまで分かっているのならサッサと本題に入りましょうか……貴方は一体どんな条件を持ってきたのかしら？」

　まるで剣けんで切り合っているかのような空気が部屋の中を支配する。

　いや、彼等は今言葉という剣を振るっているのだ。

　一国の命運を賭かけて……

「えぇ、きっとご満足いただけると確信していますよ」

　亮真はそう言うと、懐ふところから出した書状をグリンディエナへと差し出した。




　グリッソンは外した眼鏡めがねの曇くもりをハンカチで拭ぬぐうと、大きな溜息をついた。

「大筋は陛下の予想通りに事が進んだ……という事ですかな……」

　彼の胸中に浮かぶのは、己が主の予想が的中した事への恐れか、それとも己が主に比肩するかもしれない人間が現れた事への恐れだろうか。

「あら、アーノルド、ため息をつくと幸せが逃にげると言うわよ？」

　亮真達が去った部屋のソファーにだらしなく寝ねそべりながら、グリンディエナは楽しそうに兄ともいえる男をからかった。

　最高の職人が仕立てたドレスにしわが寄っているが、グリンディエナは全く気にしない様子だ。

　まるで幼子の様な行ぎよう儀ぎの悪さに、グリッソンの口からもう一度深い溜息が洩もれた。

（これで、この子供の様な性せい癖へきさえ直ってくれれば……）

　謀略にも政略にも精通し、戦場ですら非ひ凡ぼんな才を見せる敬愛するべき己が主だ。

　まさに、グリンディエナの能力は完かん璧ぺきと言っても過言ではない。

　時折こうやって、子供の様な態度をとりさえしなければ……だが。

　とはいえ、グリッソンとしても本気でそんなグリンディエナの態度を注意しようとは思わない。

　彼女がこんな砕くだけた態度を見せるのは私的な空間で、なおかつ信しん頼らい出来る人間の前だけだという事を理解していたからだ。

（まぁ、完璧な人間など存在しないか……）

　グリンディエナのこういった行動は側近として頭の痛い事ではある。

　だがその反面、愛いとおしさを感じさせる部分も確かにあるのだ。

　彼女が人間であると……

「御ご冗じよう談だんを。陛下のお傍そばに仕えるようになり、今更私に幸せなど残ってはいませんよ」

　お返しとばかりに、ほんの少しの茶ちや目めっ気けを交えながら、グリッソンは優雅に一礼をして見せる。

「うぅん、何か今、変な事を言わなかった？」

　グリッソンの答えに、グリンディエナは首を傾げた。

　何か自分の予想したのとは全く正反対の言葉を吐はかれたような気がしたのだ。

「そうですか。陛下が何をお思いになったかは存じませんが、私は誓ちかって真実しか申し上げてはおりませんよ？」

　君臣の分をわきまえているとは言い難がたい発言だ。

　だが、グリンディエナは苦笑いを浮かべただけで、それ以上グリッソンを咎とがめようとはしない。

　大国エルネスグーラに居る四人の将軍。

　その中でも、グリッソンはグリンディエナが父親である先王から王位を簒さん奪だつした時から仕える側近中の側近なのだ。

　公おおやけの場では決して見せないが、彼らの間には君臣の隔へだたりを超えた確かな絆きずなが存在している。

　そう、肉親の情に匹ひつ敵てきする強い絆が。

「まぁ、良いわ……それで、軍の方は何時でも動かせるように準備してあるわね？」

「無論です。メンフィスの守備として一個騎き士し団だんを残し、残りの全軍を動かせる様に部下へ命じてあります」

　戦の準備自体は既すでに終わっている。

　アーノルド・グリッソンが率いる十個騎士団は弓が引ひき絞しぼられるが如く、開戦の狼煙のろしを今か今かと待っている。

　後は、何処に向けて攻めかかるのかを決めるだけだ。

「問題はどう攻めるかですが……」

　そう言うと、グリッソンは微かすかに言葉を濁にごした。

「私としてはザルーダ王国の領内に踏ふみ込むのは余りお勧すすめしないわね。あなたはどう考えているの？　アーノルド」

　グリンディエナはそう言うと、ソファーに寝ころんだまま宙を見上げる。

「私としても、出来ればザルーダ国内を戦場としたくはないですな。勝てと命じられるなら必ず勝ちます。ですが、無む駄だに兵の被ひ害がいが拡大する可能性がありますから」

「まぁ、そうでしょうね」

　別段、二人にとってザルーダ王国の荒こう廃はいなどに興味はない。

　今後、オルトメア帝国に対たい抗こうする仲間であったとしても、その結論が変わる事は無いだろう。

　極きよく端たんな話、二人にとって大切なのはエルネスグーラ王国に住まう民であり、他国の民がどうなろうと知った事ではないのだ。

　だが、二人はザルーダ王国領内での戦は避けたいと考えていた。

　勿論、それは人道主義などという、解かい釈しやく次し第だいで如何様にでも出来る様な、あやふやな概がい念ねんを重視した訳ではない。

　それはもっと冷徹な合理的考えから生じた計算。

　基本的に、ザルーダ王国の大半は山岳地帯で、大軍を展開する事の出来る開けた場所は限られてくる。

　その上、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森林に視界を遮さえぎられ、山間を縫ぬう様に続く道は細く曲がりくねっている。

　そんな土地で軍を指揮するのは、如何に歴戦の将軍といえど至難の業といえた。

　下手をすれば、兵数の多さが逆に軍の動きを妨さまたげ、足を引っ張りかねない。

　両軍合わせて十万近くになる大規模な戦をするのであれば、平野など出来るだけ視界を妨げるものが少ない場所でのぶつかり合いの方が良いのだ。

「多少は密偵からの情報があるとはいえ、詳細な土地勘がある訳ではないものね……まぁ、それは明日の軍議で御子柴の意見を聞いてから決めましょう。多分、腹案がある筈だから」

「恐らくそうでしょう……この書状と言い、侮れない男の様ですな……」

　グリッソンの目がグリンディエナの顔を凝ぎよう視しする。

「問題は我等に仇あだなすかどうかですが……陛下はあの男をどの様に見ておいでなのですか？」

　だが、楽しそうに笑えみを浮かべたグリンディエナを見て、グリッソンはため息交じりに首を振った。

「手回しが良すぎると言いたげね？」

「えぇ、まさかここまでおぜん立てを整えているとは正直……」

　実際、グリッソンは先さき程ほどまでこの部屋のソファーにその巨きよ体たいを沈しずめていた男が恐ろしかった。

　彼とて歴戦の戦士として、数多あまたの戦場を潜くぐり抜ぬけて来た男だが、正直に言って御子柴亮真と戦うのは御ご免めんこうむりたいというのが正直な気持ちだ。

　軍を率いての戦ならば互ご角かく以上に戦える自信はあった。

　だが、外交や謀略を含ふくめての勝負となれば……

　何せ、あの男は謀略や外交で主であるグリンディエナに比肩し得る能力を持つのだ。

　その上、一国の国王を目の前にしても少しも怯ひるむ様子のない胆たん力りよく。

　味方であるうちはいいが、敵に回れば厄やつ介かいな事になるのは目に見えていた。

　しかし、その事自体はグリンディエナも理解しているだろうに、彼女の顔には微み塵じんも不安など浮かんではいないのだ。

　それは、言うなれば好敵手を見つけた強者の心境だろう。

「気にするなとは言わないけれど、そんな心配はいらないわよ。四ヶ国連合が続く限り、御子柴亮真は絶対にエルネスグーラに牙きばを剥むく事はないと言っていいわ……彼は経済の重要性とそこから挙がる利益をきちんと分かっているから」

　卓の上に投げ出された書状と地図へ目を向けながらグリッソンの懸け念ねんを笑い飛ばすと、グリンディエナは飴あめ玉だまを一つ摘つまみ上げ口の中へと放ほうり込んだ。

　ローゼリア王国、ミスト王国、そして当事国のザルーダ王国。

　西方大陸東部を支配する三ヶか国こくの国王達たちからの書状は、決して軽々しく卓の上に放置していて良い物ではない。

（全く……これが北の雌狐と異名をとる我わが主の姿とは……）

　グリッソンは喉のど元もとまで込み上げてきた諫かん言げんをのみ込むと、卓たく上じようの飴の入った籠かごを小こ脇わきに挟はさみ、書状を広げる。

「しかし、実に見事な手を考えたものですな。連合の成立と共に通商条約を絡からめてくるとは……四ヶ国全すべてが得をする様に配はい慮りよされている」

　グリッソンは感かん嘆たんのため息を吐いた。

　実際、御子柴亮真の提案はある意味、芸術品と言っても過言ではない。

「ザルーダ王国にしてみれば、我が国くにを連合の盟主として認めるだけで援軍を得られるのだもの。この程度の代価で命の次に大事な領地を維い持じ出来るとなれば、一も二もなく飛びついて来るに決まっているわ」

　グリンディエナの言葉にグリッソンは深く頷く。

「内乱で国力を疲ひ弊へいさせたローゼリア王国はもともとこの戦に対して消極的の筈。我が国が参戦する事によって終戦の時期が早まればそれだけで喜ぶでしょう……それに、国力の回復を図はかる今、我が国を後ろだてと出来る今回の連合は渡りに船でしょうな」

「そう、そして我が国とミスト王国は交易を活発化させ経済力が強化される。誰も損をしない見事な策……表向きはね」

　誰も損をしない。

　いや、誰もが得をする見事な策だ。

　だが、裏に隠された亮真の意図をグリンディエナは完全に見み抜ぬいている。

「何せ、四ヶ国全てが得をするように出来ていながら、最大の利益を挙げるのはウォルテニア半島を領有する御子柴亮真なのだから……ね」

　グリンディエナの目が妖しく輝き、地図上に描かれたウォルテニア半島を睨にらみつけた。

　西方大陸の北回り航路における最大の問題点は、魔ま境きようとも秘境とも呼ばれるウォルテニア半島の存在だった。

　凶きよう暴ぼうな怪かい物ぶつ達たちが徘はい徊かいし、海かい賊ぞくが根城とする厄介な地。

　しかし、その魔境は宝の山と変わるだろう。

　四ヶ国連合が成立する事に因って。

（本当に……本当に上手うまく出来ているわ……）

　ソファーに寝ころびながら宙を見上げるグリンディエナの脳のう裏りに、この話を持ち込んだ男の顔が浮かんだ。

　今回送られてきた書状の中には、国防に関しての他に、交易に関しての条じよう項こうが含まれている。

　特に関税率の一律化は輸出入を大きく増やし、越えつ境きように関しての手続きの簡略化と手順の統一は、人と物の動きを加速させる筈だ。

　これは主に、他大陸との貿易港を持つエルネスグーラ王国やミスト王国に大きな利益をもたらす事だろう。

　では、そう言った大規模な貿易港を持たないローゼリア王国、ザルーダ王国はその恩おん恵けいに浴さないのだろうか？

　確かに、直接的な利益はエルネスグーラ王国などに比べて少なくはなるだろう。

　しかし、商業の活性化は税収へと直結する。

　四ヶ国はこぞって商業に力を入れる事になるだろう。

　そうなれば、エルネスグーラ王国は無理に東部三ヶ国を攻め滅ほろぼす必要は無くなる。

　戦をして収しゆう奪だつを行うよりも、遥はるかに安全で効率よく金を稼かせぐ事が出来る様になるのだから。

（そうなった時……もっとも得をするのは誰か……）

　そう遠くない将来、物資の輸送量は今までとは比べ物にならない規模で加速度的に拡大する。

　そうなれば、陸路だけでは市場の需じゆ要ようを満たせず、商人達はいずれ海路をつかった輸送を検討する事になるだろう。

　そう、西方大陸の北回り航路を……

「物資の輸送は陸路を使うより海路の方が大量に早く運べる。ウォルテニア半島から海賊が一いつ掃そうされた今、必然的に北回りの航路は見直される事になるでしょう。近いうちに半島の街は交易の中ちゆう継けい地点として富み栄えるという事ですな」

　ウォルテニア半島は船の補給港としてだけではなく、ローゼリア国内への荷に揚あげ港としても活用されるだろう。

　何れは、他大陸との貿易にも乗り出すかもしれない。

　余よ程ほど愚おろかな政策を実じつ施ししない限り、繁はん栄えいは約束されていた。

「あの男の性格がはっきりと出ているわね。慎しん重ちようで大だい胆たん。それに、極力自分の実力を小さく見せ周囲から注目されないようにと気を配る警けい戒かい心しん。フフッ、怖こわい男よ……最大の利益を確保していながら、周りから不満が出ない様に上手く立ち回っているところが特に……ね。まぁ、今の彼が持つ戦力ではどうしようもないという面もあるでしょうけどね」
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　得られる金が巨きよ額がくであればある程、人は独どく占せんしたくなると言って良い。

　それは人の本能に根ざしていると言って良いだろう。

　だが、それでは周囲から不要な妬ねたみを買ってしまう。

　無論、そんな周囲の妬みを跳はね返して独占出来るならするだろうが、今の御子柴亮真にそれが出来るだけの力はまだないだろう。

　そして、その事を彼自身が十分に弁わきまえているのだ。

「陛下の思おも惑わくと少しずれましたな。本来ならば周囲から孤こ立りつさせこちらへとり込む筈でしたが……まさか向こうからこんな提案をしてくるとは」

　そう言うとグリッソンの唇から、深いため息が漏もれる。

　元々の計画では、ザルーダ王国の属国化が今回の目標であり、残りのローゼリア王国、ミスト王国の二国は、いずれ機会を見て取り込むという予定だったのだ。

　そういう意味では計画が少しばかり早まっただけとの事とも言えなくはなかった。

　ただ一点を除いて。

「まぁね。彼があそこまで出来る男とは思わなかったわ。少し甘あまく見過ぎたみたいね」

　横たえていた体を起こすと、グリンディエナは卓の上に置かれたティーカップを唇へと運んだ。

　グリンディエナは、ずいぶん前からウォルテニア半島の持つ地政学的な価値に注目していた。

　何しろ、彼かの地ちさえ何とかすれば、ミスト王国からエルネスグーラ王国までの航路が確立できるのだ。

　商業の重要性を認にん識しきしているグリンディエナにとって、長年あれほどの立地を誇ほこるウォルテニア半島を放置してきたローゼリア王国の政治方針は正に正気を疑うものと言って良い。

　自分の国の領土であれば、どれだけ莫ばく大だいな富を稼ぐだろうと考えたものだ。

　とはいえ、それはあくまでも夢で終わった話。

　グリンディエナとしても、わざわざ軍を出しローゼリア王国と敵対してまで、あんな魔境を占領するのは流石さすがに割に合わない。

　だが、そんな夢が現実になる転機が巡めぐって来る。

　そう、ルピス・ローゼリアヌスが、何をトチ狂くるったのか恩賞としてある男に与あたえてしまったのだ。

「まぁ、良いわ。色々と情報を集める為ために出費を強しいられはしたけれども、私としては特に不満はないもの」

　御子柴亮真がウィルテニア半島を領地として与えられて以来、グリンディエナはずっと半島と、亮真の動向を注意深く見守ってきた。

　だからこそ、亮真が異世界人だとも知っていた訳だ。

「しかし本当によろしいのですか……交こう渉しよう次し第だいではウォルテニア半島を譲り受ける事も可能かと思われますが？」

　グリッソンの言葉にグリンディエナは唇を吊つり上あげ笑う。

「別にウォルテニア半島を直接支配する事に固こ執しつするつもりはないわ。あの男がきちんと半島を統治して私に利益を齎もたらしてくれるなら……ね」

　実際、上手く管理をしてくれれば、それだけで利益が出るのだ。

　その笑みは、まさに北の雌狐と噂されるに足る妖よう艶えんさと威厳に満ちていた。

　グリンディエナにとって最も重要なのは、今回の四ヶ国連合の成立に因って交こう易えき網もうが広がったという事だ。

　それにより、エルネスグーラ王国は今よりも確実に豊かになるだろう。

　領土の拡張は確かに重要だが、あまりに広大な領土は統治の足あし枷かせにもなる事をグリンディエナは理解している。

　下手に領土を広げ反乱の温おん床しようにでもなれば目も当てられないのだから……




　丁度、王城でグリンディエナとグリッソンが今後の対応を相談していた頃ころ、謁えつ見けんを終えた亮真は、城下に取った宿の一室に居た。

「いやぁ、噂どおり怖い人だったな……流石、北の雌狐って呼ばれるだけはあるわ。ルピスなんかとは比べ物にならねぇや。化け物だぜ？　あれはさ」

　深いため息をつくと、亮真はテーブルの上に置かれたグラスを一息に呷あおる。

　その顔に影かげの様にこびり付くのは、グリンディエナ・エルネシャールと言う女への畏い怖ふだろうか。

　ローラの法術によって冷やされた麦酒ビールが、亮真の火ほ照てる心を優やさしく癒いやした。

「ですが、会談自体は首しゆ尾び良く終わったのではないのですか？」

　ローラは卓の上に叩きつけるかのように置かれたグラスへ手に持った酒さか瓶びんを傾かたむけながら、亮真を労ねぎらう様に優しく微笑む。

　何時の間に買いそろえたのか、マルフィスト姉妹の服装は薄うす汚よごれた旅の服から、こざっぱりとした町まち娘むすめ風の装いへと姿を変えていた。

　麻あさで織られた何処どこにでもある様な服だが、動きやすくそれでいてそれなりに華はなやかなデザインだ。

　そして、微かにその体から香かおるのは薔薇ばらの香り。

　恐らく、メンフィスの城下町で服を買かい替かえた時に、一緒に香こう油ゆを買っていたのだろう。

　主を思う奴ど隷れいの身だしなみとでも言ったところか。

「そうですよ。グリード団長も上手くいったと上じよう機き嫌げんでしたよ？」

「まぁ……な」

　無む邪じや気きなサーラの笑え顔がおに苦笑しながら、亮真は再びグラスを一息に呷った。

　実際、マルフィスト姉妹の目から見て、今回の交こう渉しようは大成功と言って良いだろう。

　何せ、あのエルネスグーラ王国を盟主とした連合の創立が決まったのだから。

「何か気になる事でも？　まさか、合意が破は棄きされる可能性をお考えなのですか？」

　ローラは主の顔に浮かんだ影に気が付いた。

　確かに、今回の合意はあくまでも口約束に過ぎない。

　とは言え、一国の国王が他国の王と交かわした口約束だ。

　破るとなればそれ相応のリスクを抱かかえ込むことになる。

　また、オルトメア帝てい国こくの侵攻を防ぐという意味でも、この話を今更ひっくり返すのは、何処の国にとっても旨味がない。

　戦力が限られているローゼリア王国やザルーダ王国はこの話に乗らないという選せん択たく肢しは初めからないし、戦力に余よ裕ゆうのあるミスト王国が仮にこの話を蹴けったとしても、大勢は変わらない。

　その場合は、ミスト王国を除いた残り三ヶ国で連合を組めばよいだけの事だ。

　ミスト王国の商しよう圏けんが抜けた分だけ交易による利益は縮小するだろうが、影えい響きようとしては微び々びたるものだろう。

　そういう意味から言えば、細かな調整は必要ではあるだろうが、既に条約は締てい結けつされていると言っても過言ではない。

　だが、亮真が気にしているのはそういう話ではなかった。

「あぁ、少しばかりやりすぎたかもしれないと思ってな……」

　ローラの問いに亮真はゆっくりと頭を横に振った。

　亮真の心を縛しばるのは別わかれ際ぎわに見せたグリンディエナの目。

　あれは、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの目だ。

　亮真は自分が間ま違ちがった事をしたとは思っていないが、もっと他にやりようがあったのではないかとも感じていた。

「もう少し牙を隠かくすべきだった……かな」

　直接自分では動かず、ザルーダ貴族の中から適当な人間を選んで、後ろから操あやつった方が良かったかもしれない。

　とは言え、それを選ばなかったのにはきちんとした理由があるのだ。

（まぁ、それじゃ向こうに勘ぐられるかも知れないと思ったからこそ、自分で動いたんだが……）

　亮真が裏方に徹てつした場合、グリンディエナはザルーダ王国の急な方針転てん換かんに不信感を持つだろう。

　言い方は悪いが、使者が単にユリアヌス一世の親書を手て渡わたしただけでは洟はなもひっかけなかった可能性の方が高い。

　親書の受け取り拒きよ否ひは外交上かなり不味まずい為ため、受け取りはするだろうが、これほどすんなりと話がまとまる可能性はないだろう。

「ですが、これ以上時間を掛ければウシャス盆ぼん地ちの砦とりでが持たないかもしれません。やはり、これが最善だったのではないでしょうか？」

　とは言え、ローラの言葉に亮真は頷くしかない。

　実際、オルトメア帝国との決戦は直すぐそこに迫せまってきているのだから。

「まぁ……な」

　グリンディエナに警戒心を抱かせたのは亮真にとって想定外の痛手だが、その穴あな埋うめは可能だ。

　少なくとも、生きてさえいれば……だが。

（一ひと先まず、エルネスグーラ王国への対策は棚たな上あげにして、今は今後の戦をどうするのかに集中するとしよう）

　エルネスグーラ王国との連合が形を帯びてきた今、問題なのはこの戦をどのような形で終えるかだ。

　そして、その構図は既に出来ている。

　残された問題点は二つ。

　グリンディエナの今後の相談をし、承しよう認にんを貰う事と、リオネ達が無事にウシャス盆地まで後退できたかと言う事だ。

「早さつ急きゆうに鳥を飛ばしてこちらの状じよう況きようを伝えるべきかと。向こうからも連れん絡らくは来ていないので、リオネさん達の方も、予定通りに進んでいるとは思いますが」

　サーラの言葉に亮真は宙を睨んだ。

　大地世界には電話もメールも存在しない。

　それはつまり、情報伝達において遅ち延えんが発生する。

　そして、それは距きよ離りに比例して大きくなっていくのだ。

　まぁ、幸いな事にこの世界の技術水準は基本的に横並びだ。

　各国の情報伝達速度に大きな差はない。

　勿もち論ろん、現代人らしくリアルタイムでの情報交こう換かんにドップリと浸つかってきた亮真にとって、そう言ったタイムロスには大いに不満を感じはする。

　だが、改善方法は未いまだに模も索さく中というのが正直なところだ。

　もっとも、アテは既に見つけているのだが……

（それもこれも、この戦の結果次し第だいか……）

　やりたい事も、やらなければならない事も多いが、亮真の体は一つしかない。

　ただの高校生でしかなかった亮真にとっては今の状況は不本意ではあるが、自らが選せん択たくした結果でもある。

　これもまた運命と言えるだろう。

「あぁ、そうだな……」

　オルトメア帝国軍の大規模な輸送部隊に奇き襲しゆうをかけ、侵攻速度を低下させるのは妙みよう策さくだが、流石に全すべての輸送部隊を壊かい滅めつさせる事は難しい。

　リオネ達には事前にある程度の損害を与えたところで、後方のウシャス盆地に建てられた砦へ向かうように指示をしてある。

　そこで、ザルーダ王国、ミスト王国、ローゼリア王国の連合軍が、オルトメア帝国軍の侵攻を防ぐ予定なのだ。

　全てが予定通りに進んでいれば、今いま頃ごろは山脈地帯からの撤てつ退たいをしている事だろう。

（時間、時間、時間……思いの外すんなりとエルネスグーラ王国の方は話がまとまったが、やっぱりかなりギリギリか……クソッ、間に合ってくれよ……）

　元々、圧あつ倒とう的てきなまでに劣れつ勢せいな勝負をひっくり返そうというのだ。

　何処かで博打ばくちを打たなくてはどうしようもない。

　グリンディエナとの会合は何とか成功したものの、亮真には次の難問が待ち構えている。

「まぁ、今ここでごちゃごちゃ言っても始まらねぇ。俺おれらがノティス砦を落とすまで、リオネさんとジョシュアの奴やつが上手い事持もち堪こたえてくれる事を信じるしかねぇ……な」

　亮真の脳裏に遥か南の戦場に居る二人の顔が浮うかんだ。







第四章　ウシャス盆地攻こう防ぼう戦せん







　御み子こ柴しば亮りよう真まがエルネスグーラ王国の女王、グリンディエナ・エルネシャールと国境の都市メンフィスで会談してから一月余りが過ぎようとしていた。

　険しい岩山に周囲をグルリと囲まれた中、ポッカリと広がる広大な平地。

　ウシャス盆地は、岩山や森林地帯など耕作地には向かない土地の多いザルーダ王国の中で、比ひ較かく的てき水利に恵めぐまれた穀倉地帯といえる。

　農作物の多くを隣りん国ごくからの輸入に頼たよる一方で、国内に数か所点在するこれらの穀倉地帯では、主に主食となる小麦の栽さい培ばいを担になっている。

　幾いくら農業に適さない国土とはいえ、食糧という生命線を他国からの輸入のみで賄まかなえる筈はずもないからだ。

　いや、賄うこと自体は可能だろう。

　実際、ザルーダ王国内に点在する鉱山からは、鉄はおろか金銀も取れれば宝石も産出される。

　また、腕うでの良い鍛冶師も多く存在しており、ザルーダ王国産の武具ともなれば、他国では一目も二目も置かれていた。

　だから、財政的にザルーダ王国は豊かといえる。

　しかし、だからと言って歴代のザルーダ国王は農業を切り捨てる様な事はしなかった。

　いや、それどころか国費で森や山を切り開き、少しでも農地の確保に勤いそしんで来た。

　それは結局、国の生命線である食料を他国に依い存そんするという事が、どれほど危険かを理解していた証あかしだ。

　嗜し好こう品ひんは諦あきらめるとしても、主食となる農作物まで他国に頼り切ってしまえば、大きな弱点を抱え込む事になる。

　輸出国と仲が良ければ問題はない。

　だが、国と国との関係に真の友好など存在しないのだ。

　もし仮にそんな友好関係が築けたとしても、それが未み来らい永えい劫ごう変わらないなどと神ならぬ人の身で、誰だれが保証できるだろう。

　もし、国同士の関係が悪化して食糧の輸出を止めると脅おどされれば、ザルーダ王国には手の打ちようがない。

　いや、仮に仲なか違たがいをしなかったとしても、悪天候が続いて食料の生産量が減る事も考えられる。

　その時、ザルーダ王国への輸出は確実に減る。

　如何に平民を人として見ない貴族が多いとはいえ、自国の民を飢うえさせて、他国に食料を輸出するような国など存在しないからだ。

　そうなった時、ザルーダ王国内で食料を自給していれば、結果が多少は違ちがってくる。

　勿論、量としては微々たるものではあるだろうが、その微々たる量が国の命運を左右するのだ。

　正にウシャス盆地はザルーダ王国にとって心臓部と言っても過言ではなかった。

　また、国防の観点からもこの地は無視する事は出来ない。

　ウシャス盆地はザルーダ王国の首都であるペリフェリアから南西へ百キロ程ほどの距離にあり、ザルーダ王国の南部や西部へ向うには必ず通らなければならない通行の要よう衝しようである。

　また、見み渡わたす限りの耕地は地形の起き伏ふくに乏とぼしく、奇き襲しゆう戦法などが使い難い地形で、正せい攻こう法ほうでぶつかり合う事が求められる。

　つまり、不測の事態が起こりにくい土地だ。

　そして、盆地の東側に築かれた頑がん強きような砦。

　盆地を形成する山々の谷間に鎮ちん座ざするそれは、正にオルトメア帝国にとってザルーダ王国侵しん攻こうを阻はばむ最大の関門。

　長年ザルーダ王家が拡張し続けてきた砦は、山中に点在する各砦と連れん携けいする事により、元々の地の利と相まって難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいと言っても過言ではないだろう。

　ゆえに、王都ペリフェリアへの侵攻を狙うルトメア帝国軍六万五千は、既に一ヶ月近くも攻こう略りやくにてこずっていた。

　そして、今日もまた鋭い穂ほ先さきに太陽の光を反射させながら、ウシャス砦へとオルトメア帝国の兵士達が押おし寄よせる。

　ただただ勝利を得んが為に……

「皆みなさん！　ここが正念場です。我われ等ら東部三ヶ国の力を結集すれば、オルトメア帝国といえどこの要害を攻略する事は出来ません！　敵の補給は滞とどこおり兵の士気は低いはず。さぁ、力を合わせて侵しん略りやく者しやどもに正義の鉄てつ鎚ついを！」

「「「我らに栄光を！　侵略者共へ死を！」」」

　ミスト王国の誇る美び貌ぼうの将軍、エクレシア・マリネールの声が城じよう壁へきの上に響ひびき渡わたると、天地を揺るがす歓かん声せいが沸わき起おこる。

　天に向かって突つき上げられる無数の拳こぶし。

　彼等は目の前で黒くろ髪かみをなびかせ悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみを浮かべる指揮官に対して、絶対的な信頼を寄せていた。

　それはエレクシアが他国の将であろうと関係はない。

　周囲の山々に設置された砦や王都からの援えん護ごがあるとはいえ、エクレシアの卓たく越えつした指揮のお陰かげでウシャス砦はオルトメア帝国の大軍を相手にしながらも、未だに持ちこたえているのだから……

「弓を構えぇい！　第一列引き絞れ、第二列、第三列は待機！　攻こう城じよう兵器が来るぞ。射程に入り次し第だい一いつ斉せいに射かける。後方は火矢の準備を怠おこたるな！　油の準備は出来ているな？　良いか！　一兵たりとも生かして帰すな！　生き残りたければ一人でも多く殺せ！」

　部隊長達たちの叫さけびが城壁の上に木霊こだまする。

　油をしみこませた布を巻きつけた矢。

　大おお釜がまの中には数百度にまで熱せられた油が湯気を上げている。

　眼下に押し寄せるオルトメアの兵へと降り注げば、皮ひ膚ふは焼やけ爛ただれてグズグズとなりさぞや凄せい惨さんな姿になる事だろう。

　もし仮に生き延びて治ち療りようを受けたとしても戦線の復帰にはかなりの時間が掛かる。

　いや、大たい抵ていの場合はそのまま皮膚呼吸が出来ずに酸欠に陥おちいりそのまま窒ちつ息そくだ。

　そして、その後に続くのは火矢の洗礼。

　この連続攻こう撃げきを無傷でくぐり抜けられる人間はいない。

　戦争とはかくも惨むごたらしい物なのだろうか。

　オルトメア帝国の兵士達にとってウシャス砦はまさに地じ獄ごくの門と言えるだろう。

　とは言え、それは砦を守る兵士達にとっても同じ事だ。

「退ひくな！　ローゼリア王国の騎き士し達たちよ！　今こそ真価を見せなさい！」

　空から堀ぼりを渡ろうと押し寄せるオルトメアの兵に向かって特注した強ごう弓きゆうの弦つるを引き絞りながら、エレナは周囲の騎士達を怒ど鳴なりつけた。

　叫ばなければ、次から次へと際限なく襲おそい掛かって来る敵の群れに、心を折られてしまうから。

　多少の地の利を持つとは言え、決して楽な戦ではない。

　オルトメア帝国は西方大陸中部を制した国力を惜おしみなくつぎ込んでくる。

　人、人、人。

　まさに悪意に満ちた津つ波なみだ。

　その圧力は並なみ大たい抵ていではない。

　如何に高い城壁でその身を守ろうとも、最後に物を言うのは人の心。

　次々に矢を射かけ、法術を放ってくるオルトメア帝国軍の攻撃を前に、エレナは必死で兵達を鼓こ舞ぶし続けた。

　籠ろう城じよう戦せんにおいて最も重要なのは兵の士気をどうやって維持するかという事に尽つきる。

　押し寄せてくる敵の放つ圧力に負け心が折れれば戦は終わる。

　それを防ぐ方法はただ一つ。敵の屍しかばねを積み上げ続ける事だけだ。

「破は城じよう槌ついが来るぞ！」

　城壁の上に設置された物もの見み櫓やぐらの上から警けい戒かいの叫びが上がる。

　それは、森から切り出した大木に取手を付け、先せん端たん部ぶを鉄で補強しただけの簡素な品物だ。

　だが、武法術によって強化された身体能力を以もつて幾いく度ども叩たたきつけられれば、如何に分厚い鉄の城門といえども無事では済まない。

「火矢だ！　あれを狙って火矢を放て！」

　部隊長の素す早ばやい判断の下、破城槌の上へ次々と火矢と油の入った壺つぼが雨の様に降り注いだ。

　どうやら、火を警戒して槌全体を濡ぬれた布で覆おおっているようだが、そんな小手先の応急処置ではどうしようもない。

　やはり、急場しのぎの兵器でこのウシャス砦を攻めるのは難しいらしい。

（如何いかに大軍とはいえ、戦術の選択肢を狭せばめられてしまえばこんなものか……後は、あの子の思惑通りに事が運ぶまで、こちらの士気を保てれば……）

　幾度となく繰くり返かえされるオルトメア帝国の攻撃を城壁の上から見下ろしながら、夕日に顔を赤く染めたエレナは、一人唇くちびるを吊り上げ暗い笑みを浮かべた。

「そろそろ今日の攻撃も終わりですね」

　前線で指揮を執とるエレナの背後から、鈴すずの鳴る様な女の声が掛かけられる。

「そうね……陽も落ちてきたし、敵も仕切り直しをするでしょうね……ところで、総指揮官様が最前線に出てくるなんて何かあったの？」

　エレナは普ふ段だんと変わらぬ口調で問い返す。

　そんなエレナの態度に、エクレシアは苦笑いを浮かべて首を横に振ふった。

「特には何も。山中に進軍した敵もグラハルトさんの方が上手くやってくれているようですし」

　そう言うと、エクレシアは後方に聳そびえる山々へ視線を向けた。

「彼かれも指揮官としては有能だから当然でしょうね。それに、ジョシュアも居る事だし、あっちは彼らに任せてしまっても問題ないと思うわよ？」

　エレナはさも当然という風に頷うなずく。

　ザルーダ王国近衛騎士団の団長であるグラハルト・ヘンシェルは尚しよう武ぶの国と呼ばれるザルーダ王国屈くつ指しの武人である。

　付き合いが短い上に、グラハルトの悪あく癖へきである短たん慮りよが目に付く為、御子柴亮真からの評価は決して高くない。

　だが、それはあくまで戦場に居る彼の姿を知らないからと言えるだろう。

　確かに、グラハルトには、エレナやベルハレス将軍の様に戦場全体を指揮出来るだけの視野も思考能力も持ち合わせてはいない。

　精神的にも短たん絡らく的てきで激げつ昂こうしやすい性格なのも確かだ。

　だが、戦場の一指揮官としては十分に有能であり経験も豊富だ。

　何せ、ザルーダ国内で起きた反乱には、必ずと言って良い程、彼の率いる近衛騎士団が鎮ちん圧あつの任に当たってきたのだ。

　そんなグラハルトが、自分達の生まれ育った国の山さん岳がく戦せんでオルトメア帝国に負ける筈がなかった。

　そもそも、如何に東部三ヶ国がオルトメア帝国の脅きよう威いにさらされている仲間だからと言って、他国の兵に王都へ続く最後の砦を任せ、グラハルトが周辺の山中に点在する砦の指揮に回るなど、通常ではありえない選択と言える。

　それでも、エレナやエクレシアは強きよう硬こうにグラハルトを山側の防衛へと回るようにと提案した。

　そして、大おお荒あれに荒れた作戦会議の後、国王であるユリアヌス一世の勅ちよく命めいの下にようやく実現できたのだ。

　そんな無理をエレナ達二人が押し通したのは、グラハルトがザルーダ王国の地形に精通しているからに他ほかならない。

　幾ら堅けん牢ろうな砦と地の利があるとはいえ、迂う回かいされてしまえば意味はない。

　砦の裏を取られれば一気に兵の士気は落ちてしまうだろう。

　そして、それを防ぐことの出来る人材は、グラハルトしかいなかった。

　その上で、国境の山岳地帯から兵を引いてきたジョシュア達がグラハルトの参さん謀ぼう役やくとして付き従っているのだ。

　まず、余よ程ほどの事がない限りは問題ないと見て良いだろう。

「とりあえず、今日は終わりの様ですわね……これで一ヶ月程は時間を稼いだ訳ですが、何処まで持つか……」

　言葉とは裏腹に、少しずつ後退していくオルトメア軍の様子を見下ろしながら、エクレシアが楽しそうに笑みを浮かべた。

　自分が敗れるなど欠片かけらも考えていない証しよう拠こだ。

　事実、エクレシアには油断も慢まん心しんもない。

　あるのは冷れい徹てつなまでの判断力と、勝利を求める貪どん欲よくさだけだ。

　実際、夜や襲しゆうの可能性も考えて、すでにその辺はぬかりなく準備させている。

　不用意にオルトメア帝国の兵士が襲いかかってくれば、逆に手痛い一いち撃げきをくれてやるだけだ。

「えぇ、後はあの子の策が上手く行くのを祈いのるだけね」

　エクレシアの問いに、エレナは視線を北の方へと向ける。

　戦せん況きようを覆くつがえす一手を待ちわびるかの様に……




「斉さい藤とう、あなたが指揮してもまだ攻せめ落おとせないの？」

　シャルディナの苛いら立だたしげな叫びが天幕を震ふるわせる。

　普段の彼かの女じよからは考えられないような態度。

　ひどい顔だ。

　長引く戦による心労は、宝石の様な輝かがやきを放っていたシャルディナから光を奪うばい去ったのだ。

　綺き麗れいに梳とかされていた金の髪かみからも艶つやが失われている。

　目の周りに浮かんだ隈くまが彼女の置かれた立場を物語っていた。

「申し訳ございません。谷間に造られた砦が思いのほか強固で、城門の突とつ破ぱに時間が掛かっております」

　神しん妙みような顔をして斉藤は深く頭を下げた。

　別段、斉藤個人の責任という訳ではない。

　今回の総指揮権は全てシャルディナが握にぎっている。

　逆にいえば、この状況を招いた責任は全てシャルディナにあるのだ。

　その上、斉藤はあくまでも一部隊の将である。

　責任と言う意味から言うのであれば、負うべきなのはシャルディナやその側近である参謀役とし赴ふ任にんしているセリアに他ならない。
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　しかし、それを今のシャルディナへ面と向かって指し摘てきして不評を買う程、斉藤は子供ではなかった。

　オルトメア帝国の兵士として、最も大切なのはこの戦に勝利する事。

　それを理解している斉藤にとって、シャルディナの精神を不安定にする様な発言はもっとも忌いむべきものだ。

　しかし、そんな斉藤の配慮をあざ笑うかの様に、邪じや魔ま者ものが口を開く。

「いやいや、それだけではありません。連中、遊ゆう撃げき部隊を山中に分散させてこっちが砦の攻略に専念するのを邪魔してきます。こっちが応戦しようとすればさっさと山の中に逃にげ込んで埒らちがあかないのです。正面からの力押しでは何万の軍をもってしても無む駄だでしょうな……」

「須す藤どうさん！」

　実に的格な状況報告だ。

　だが、斉藤は忌いま々いましそうに須藤を怒鳴りつけた。

　元々、斉藤は須藤の事をあまり好んではいない。

　より正確に言えば、嫌きらいというよりは苦手という方が正しいだろうか。

　同じ様に地球からこの大地世界アースへと召しよう喚かんされた人間同士の為、共感する部分は確かにあるのだが、元々の性格が水と油ほどに違う。

　どちらかと言えば武人肌はだである斉藤にとって謀ぼう略りやくや策略を好む須藤は、その必要性や優ゆう秀しゆうさを認めつつも、相あい容いれない存在だった。

　それがたとえ、絶望の淵ふちから自分を救い出してくれた恩人であったとしてもだ。

（決して悪い人じゃない。だが……この人はどこか壊こわれている……まぁ、それも仕方のない部分があるんだろうが）

　確かに、斉藤が謀略や策略を好まないのは事実だ。

　だが、その有用性を否定はしない。

　事実、今は亡なきガイエスと組んでローゼリア王国に謀略を仕し掛かけるシャルディナに対して、須藤に感じる様な嫌けん悪おを持った事は無い。

（須藤さんは、元々オルトメア帝国によってこの世界に呼ばれたのではないと聞いた事が有るが……その時に何かあったのだろうか？）

　組織に属する仲間として、また同じ日本から来た同郷人として、斉藤は同じ組織の人間の中でも須藤には格別の想おもいがある。

　だから、その須藤の抱える闇やみを何とかしてやれるものならば、してやりたいと思っていた。

　だが、上役のプライベートな部分なだけに、下手な詮せん索さくをすれば須藤の古傷を抉えぐってしまう事にもなりかねない。

　とは言え、斉藤としてもこのまま須藤を放置してよいのか判断に悩なやむところではあるのだ。

　須藤はどこか血が流れるのを好むところがある。

　人間的にどこか壊れているような印象を斉藤は受けるのだ。

（だが、とりあえずそれは置いておくとして……）

　今問題なのは。皇女シャルディナの精神状態だった。

　須藤の勘かんに障さわる物言いが、シャルディナの心をかき乱しかねないと斉藤は心配した。

　しかし、当のシャルディナ本人はそんな須藤の言葉に対して、平静を保っていた。

「良いのよ、須藤。言いたい事があるなら言ってちょうだい」

　どこか諦めたような口調で、シャルディナは斉藤の言葉を遮さえぎった。

　彼女自身、決して須藤の言葉を聞きたいと思っている訳ではないのだろう。

　しかし、須藤の持つ戦術、戦略に対しての知識と謀略の才はシャルディナから見ても一流以上と言えた。

　だからこそ、一いち段だん落らくしていたとはいえ、ローゼリア王国で工作活動中の須藤をわざわざここへ呼び出したのだから。

　確かに、少しばかり性格に難があるのは否定のしようのない事実だが、だからと言ってこの戦場で須藤の言葉を無視する事は難しい。

　シャルディナの言葉を聞き、須藤は勝ち誇ったような視線で斉藤を一いち瞥べつすると、唇を吊り上げた。

「ウシャス砦は噂うわさ以上の要害。それに今回は攻城兵器に関しても備えがありませんから……短期決戦の為に機動力を重視した事が裏目に出ましたね」

　法術による攻撃は、要塞の城壁に施ほどこされた付ふ与よ法術の防ぼう御ぎよ効果によって意味を持たない。

　そうなると、シャルディナとしては基本的な攻城手段をとるしかなかった。

　しかし、攻城兵器の殆ほとんどは重く輸送には不便である。

　シャルディナは今回の戦において速度を重視していた為、それらの攻城兵器を重視しなかったのは確かだ。

　とは言っても、数は限られているものの準備自体はしていた。

　だが、それらの大半はジョシュアによる輸送部隊の襲しゆう撃げきの際に灰と化している。

（ここでもあの男の所為せいで……）

　せっかく集めた攻城兵器も、このウシャス盆地まで運べたのは十に一つという有様だ。

　しかも、せっかく持ち込んだそれらの攻城兵器は、一ヶ月に及およぶ戦の所為で大半が破は壊かいされ使用不可能の状態になっていた。

　代用品として、森の木を切り出して即そく席せきの攻城兵器を作ってはいるものの、やはりその性能は帝てい都との職人が手て掛がけた物より数段劣おとるのは確かだった。

　特に、防御という面では穴だらけと言って良いだろう。

　多少、水を浸ひたした布を攻城兵器に覆い被かぶせようと、次々と頭上から降り注ぐ火矢や油を防ぎきるのは難しいのだ。

「その上、手なずけていた筈のザルーダ貴族共の動きも鈍にぶい。恐おそらく、こちらが苦戦している事を察して日和ひより見みに走るつもりでしょう」

　攻城戦において、一番確実な攻せめ方かたは内部からの手引き。

　つまり、内通者の手助けによって落とすのが一番楽なのだ。

　しかし、その内通者達たちが問題だった。

　頼たのみの綱つなである、貴族達の動きがいま一つ鈍いのだ。

　彼らはザルーダ王国の兵として、ウシャス砦に入っている。

　今までいろいろと理由を付けてユリアヌス一世からの要よう請せいを拒こばんで来たのに、ここにきて急に風向きを変え始めたのだ。

「私達とザルーダ王国を天てん秤びんに掛けるつもりだと？」

　シャルディナの問いに須藤は嫌いやらしい笑いを浮かべる。

「まぁ、私が連中の立場ならそうしますな。奴らには信義もなければ忠誠心もない。あるのは、豚ぶたの様に貪欲な欲望だけ。まぁ、そういう輩やからだからこそ、こちらの提案に乗って自国の守護神であるベルハレス将軍を死地へと追いやった訳ですがね」

　一年前の協力的な態度が嘘うその様な行動だ。

　だが、それこそが売ばい国こく奴どという存在だ。

　祖国への忠誠すら持たない彼らに信義を求める方が愚おろかなのだ。

（恐らく連中は、長引く戦況を見て帝国の力を疑いだしたのね……クソっ、だから短期決戦で臨のぞんだと言うのに……）

　須藤の言葉を聞き、シャルディナは思わず腹立たしげに親指の爪つめを噛かみ切った。

「いいわ……ならば貴方あなたはどうしろというの？　須藤」

「上策なのはこれまでの占せん領りよう地ちを維い持じしつつ、一いつ旦たん兵を本国まで引く事ですな。北の動向も不明ですし、補給も既すでに限界でしょう」

　そう言うと、須藤は地図を机の上に広げた。

「ベルハレス将軍の息子むすこが散々輸送隊を襲撃し続けてくれた所為で、こちらは思うように物資を運べていません。それに、ザルーダ側が村や畑の一いつ切さい合がつ財さいを焼いて撤退した所為で、現地調達も厳しいですから。勿論、今直ぐに兵ひよう糧ろうなどの物資が枯こ渇かつするという訳ではありませんが、このままいけば何いずれは……」

「連中がウシャス盆地の東まで戦線を下げたのはこれが狙いね……」

「ですな。連中もなりふり構わない策をとってきたものだ」

　シャルディナの言葉に、須藤は肩かたを竦すくめて見せた。

　これは焦しよう土ど戦術と呼ばれる戦法。

　世界史的にも事例は幾つも存在する。

　これをされると物資を現地調達出来ず、補給が非常に困難になり軍が軍として維持出来なくなるのだ。

　有名なところでは、戦国時代後期に太たい閤こう秀ひで吉よしが朝ちよう鮮せん半島へ軍を派は遣けんした際に、李り氏し朝ちよう鮮せん側が日本軍を補給から弱らせる為に選択した事が有った。

　他にも、第二次世界大戦時のドイツとソビエト連れん邦ぽうとの戦いや、古くはアケメネス朝ペルシアとスキタイとの戦でも用いられたという歴史のある戦術。

　特に、山岳地帯や寒冷地など、輸送が困難な地域へ大軍が侵しん略りやくしてきた場合には絶大な効果を発揮した実績のある戦術と言えるだろう。

　ただし、効果的な策である反面、当然の事ながら欠点も多い。

　特に、この戦術の最大の欠点は、戦後の復興が著いちじるしく困難となる点だろう。

　元々、この焦土戦術というのは軍事的な施し設せつのみならず、村や農地に始まり、水に毒を投げ入れたり、森に火をつけて燃やしたりと、インフラや生活環かん境きように重大な被ひ害がいをもたらす戦術だ。

　つまり、ザルーダ王国側は肉を切らせて骨を断つ作戦を使ってきたという事に他ならない。

　この戦術を破る方法は、補給を気にする必要がないほど短期間で勝敗をつけるか、本国より物資を大量に運び込むかの二択たくしかない。

　そのどちらも上手うまくいかない以上、兵を引くのは戦の常道と言える。

　しかし、シャルディナはゆっくりと首を振った。

「ダメよ……須藤。今いま更さらここで引けると思う？」

　理性の部分では、須藤の言葉は正しいと理解している。

　しかし、ここで簡単に兵を引く訳にはいかない。

　そして、その事は須藤自身も十分に理解していた。

「まぁ、正直に言って難しいでしょうなぁ。少なくとも殿でん下かのお立場はかなり不味まずくなります。無論我々もですが……ね」

　この戦争にシャルディナがつぎ込んだ戦費は、オルトメア帝国の軍事予算の中で凡およそ三分の一を超こえる。

　西方大陸中部を支配する超ちよう大たい国こくの予算だ。

　その金額は、小国の国家予算に等しい莫ばく大だいなものだ。

　如何に西方大陸中部地方を掌しよう握あくしているオルトメア帝国といえども、そう簡単には捻出する事が出来る金額ではなかった。

　しかし、金額そのものはこの際さほど問題ではない。

　オルトメア帝国の国力を考えれば、二～三年程で十分に穴埋め出来る程度の額だからだ。

　では、何が問題なのか。

　それは費やした経費を回収する事が出来るか否いなかという点に他ならない。

　戦争は極きわめてまれな例外を除き、そのほとんどが経済的な理由による。

　戦争は多くの場合、正義や大義という物が掲かかげられる。

　自国の安全の為ため。

　民たみを圧政から解放する為。

　自国の安全保障の為。

　場合によっては神の名を騙かたってでも人は己おのれの行動を正当化する。

　しかし多くの場合、戦争とは経済的な理由で起こるものだ。

　貧しいから、飢えているから、人は生きる為に他者の財貨を奪おうとする。

　それは、生物としてごく自然な行こう為いと言えるだろう。

　獣けものだって、縄なわ張ばり争いはするのだから。

　領土の占せん領りようも、その土地から得られる税や資源を狙っての事。

　逆に言えば、何も生み出さない荒こう野やを、好き好んで奪おうという物好きな人間は居ないのだ。

　そういう意味から言えば、今ザルーダ王国から兵を引けば、今まで費やした犠ぎ牲せいは文字通り全すべて無駄になる。

　金を注ぎ込むこと自体は問題ではないが、つぎ込んだだけの金額に見合う何かを得られないとなれば、シャルディナの名声は地に堕おちるだろう。

「須藤さんの言う通りです。兵を引くとなればザルーダ王国側と交渉をするしかありません……ですが」

　斉藤が言葉を濁にごした。

　もう少し戦況がオルトメア側へ傾いている状況下であれば、交渉も悪い選択ではない。

　国を滅ほろぼしてしまうのが理想だが、従属国として残しても構わないとはオルトメア帝国皇こう帝ていライオネルからも事前に言われてはいる。

　しかし、今の状況ではそれを選ぶ事は出来ない。

「少なくとも、ウシャス盆地を手に入れなければ、こちらとしてはつぎ込んだ戦費の元が取れません……ですが、今の状況ではまず無理でしょうな」

「分かっているわ……だから、砦の攻略を最優先にしているのでしょう？」

　沈ちん黙もくが天幕の中を支配した。

　須藤も斉藤も黙だまり込んだまま、シャルディナをじっと見つめる。

　ウシャス砦の攻略が終わる前にザルーダ側と交渉を始めたところで、得られるものは高が知れている。

　国の食しよく糧りよう庫ことも言える重要な土地を、ザルーダ王国側がそう簡単に放ほう棄きする筈がないのだ。

　だが、それ以外の土地ではオルトメア帝国側にはあまり旨うま味みがない。

　つまり、費やした戦費に釣つり合あわないのだ。

「となれば、結論は一つ。このまま攻撃を続けるしかなさそうですな」

「ですが須藤さん！」

　それは、あまりに無む謀ぼうな提案だ。

　特に、戦の動向とは関係ない政治的な理由で軍を進めようというのは、斉藤の知る限り決して良い結果にはつながらない。

　それは須藤も十分に理解している筈だ。

　だが、そんな斉藤の非難を須藤は顔色一つ変えずに受け止めた、

「退く事が出来ないのなら進むしかない……王太子殿でん下か達たちの事も有るからな……そうだろう？　斉藤君」

　須藤の問いかけに、斉藤は再び口を閉じた。

　シャルディナは皇帝からの篤あつい信しん頼らいを寄せられているが、それを妬ねたむ人間は多い。

　特に彼女の二人の兄はその傾けい向こうが顕けん著ちよだった。

　彼らは、自分達が辺境で戦せん塵じんにまみれている間に、シャルディナが父親である皇帝に取り入ったと目の敵にしていた。

　特に今回、ザルーダ王国侵攻が遅ち々ちとして進まない事に苛いら立だちを募つのらせた皇帝ライオネルの命によって、帝国各地から精兵が引ひき抜ぬかれている。

　当然、北と西の国境線を守る彼かれ等らの下からもいくつかの部隊が転属になっていた。

　無論、彼等とてそれが必要な処置であることは理解している。

　だが、人の感情とは儘ままならないものだ。

　出る杭くいは打たれるという奴だが、今回の遠えん征せいが不ふ首しゆ尾びに終われば宮きゆう廷ていに暗あん躍やくする怪かい物ぶつ達たちの格好の標的となってしまう。

　それは、たとえ王族であったとしても同じだ。

　処しよ刑けいはされないとしても、ただでは済まないだろう。

「明日勝負を掛けます……須藤、この前提案してきた策を使うわよ……ノルティア砦に居るロルフにもこちらに来るように伝えて頂ちよう戴だい」

　シャルディナの目に鋭するどさが戻もどった。

　己の置かれている立場を再確かく認にんし、腹をくくったのだ。

「なるほど、全軍による波状攻撃ですか……失敗すればそれで終わりですな」

　シャルディナの言葉を聞き、須藤は楽しげに微笑む。

　実際、ノルティア砦の防衛を担うロルフを呼ぶという段階で、文字通りの総力戦だ。

　もし、万に一つも敗れれば、せっかく築いた橋頭保であるノルティア砦まで奪われかねないのだから。

（須藤さんが以前言っていた車懸がかりの陣じんを参考にしたって奴か……確かにあれなら……他に選せん択たく肢しはない……しかし……なぜこれほどまで戦の継けい続ぞくにこだわるのか……）

　組織の一員である須藤や斉藤にとって、シャルディナ・アイゼンハイトはあくまでも仮の主でしかない。

　斉藤がシャルディナへ忠誠を誓ちかうのも、組織がオルトメア帝国という獅し子しに寄生する為の手段の一つでしかないのだ。

　そういう意味から言えば、確かにシャルディナの発言力が低下するのは組織にとっても好ましい事ではないだろう。

　しかし、無理に戦を続ければ、全てを失ってしまう可能性も有るのだ。

　斉藤としても、ある程度気心の知れているシャルディナの落ちぶれた様など見たくはない。

（組織から何か命じられたのだろうか？　だが……）

　この大地世界へと召喚されて以来、ずっと磨みがかれ続けてきた野生の本能が、斉藤の脳のう裏りにしきりと警けい鐘しようを鳴らし続けるのだ。

　だが、今の段階で他に選択の余地がない事もまた事実だ。

「斉藤、貴方も明日は前線に出てもらうわよ」

「はい……殿下」

　黙り込んでいた斉藤へ、シャルディナは鋭い視線を向ける。

　その勢いに押され、斉藤はただ頷くしかなかった。

　須藤の不可解な態度に一いち抹まつの不安を感じながら……




　翌朝、空がオレンジ色を帯び始めた頃ころ、エレナは城壁の上に設置された櫓やぐらの上から遥はるか遠方に野営しているオルトメア帝国軍を見つめていた。

　山から吹ふき降ろしてくる冷たい風が、エレナの髪を靡なびかせる。

（陣の動きが普段よりも激しいわね……今日明日で一気にケリをつけに来ると見ていいわ。連中、大分焦じれてきたようね）

　長年戦場で暮らしてきた武将の嗅きゆう覚かくが、微び妙みような空気の違いを嗅ぎ分け、エレナは己の体のチャクラを活性化させる。

（成なる程ほど……力攻めか……）

　武法術による身体強化により、通常以上の視力を持った目が数キロ先に設けられた敵てき陣じんを鮮せん明めいに映し出す。

（ついに後先を考えずに襲い掛かってくるつもりね）

　無数に立ち上る白い煙けむりを睨にらみながら、エレナは心の中で呟つぶやく。

　戦場で煙が立ち上る可能性は限られている。

　恐らく時間からして、朝食の準備だろう。

「おはようございますエレナ様。いよいよ敵は捨て身の勝負を仕掛けてくる様ですわね……」

　エレナの背後から鈴の鳴る様な美声が掛けられた後、エクレシアが護衛役の騎士達を引き連れ櫓の上に姿を現す。

　早朝にもかかわらず丁てい寧ねいに櫛くしで梳かされた艶つややかな黒髪が風に踊おどった。

　香こう油ゆでも使ったのか、ほのかな香かおりが鼻をくすぐる。

　その気品あふれる立たち振ふる舞まいは、由ゆい緒しよある名門貴族のご令れい嬢じようと言われても、見る者に何の疑問も感じさせない。

　しかし、彼女がその身を包つつむのは絹のドレスではなく、無骨な鋼の鎧よろいだ。

　その表面には細かい無数の傷きず跡あとが見える。

　それは数多あまたの戦を潜くぐり抜けて来た勲くん章しよう。

　エクレシアがただのお人形ではない事を、これほど明確に表す証拠もないだろう。

「おはよう、エクレシア……どうやらそのようね」

　エレナは後ろを振り返る事なく、立ち上る煙を見つめ続ける。

「大体、御子柴様の予想した通りの展開ですね」

　エレナの横に肩を並べ、エクレシアは手を翳かざして前方へと視線を向けた。

　オルトメア帝国としては、ウシャス砦とりでの周囲を取り囲んでの持久戦が一番望ましいが、残念ながら兵糧武具に不安を抱かかえてその選択肢を選ぶ事は出来ないだろう。

　この一ヶ月余りの攻こう防ぼうで、この砦の頑強さも理解した筈だ。

　それにも拘かかわらず、シャルディナは軍を退く事を選ばなかったという事は、必然的に答えは一つしか残らない。

「朝食をしっかりと取らせて兵士に腹ごしらえをさせるつもりの様ね……恐らく、日暮れになっても連中は引かないわよ」

　戦が始まってしまえば、砦という防御設備のあるエレナ達とは違い、攻城側のオルトメア帝国軍は兵を引くまで食事をする暇ひまなどない。

　無論、携けい帯たい用の保存食がない訳ではないのだが、煮に炊たきをせずに口に入れられる物と言えばナッツや干した果物、塩しお辛からい干し肉などが関の山だ。

　それでも、日中に何も口にしないで戦うよりは幾いく分ぶんマシだろうが、戦への活力が湧わくとはとても思えない。

　それにウシャス盆ぼん地ちは高地特有の気候で、夜明け近くはかなり冷え込む。

　どうしても、戦の始まらない今のうちにしっかりと腹を満たしておく必要があった。

　その指揮官の思いが、普段よりも多く立ち上る煙に表れている。

「なるほど……夜戦覚かく悟ごですか」

　エレナの言葉にエクレシアが形の良い唇を吊つり上あげ笑った。

　夜戦を行うには多くの準備を必要とする。

　戦が始まる前に出来る限りの手を打ちたいと思うのは指揮官として当然の事だ。

　しかし、どれほど周しゆう到とうな準備であろうとも、それが相手側へ筒つつ抜ぬけになってしまえば意味がない。

　相手の動きが見えれば対策は幾らでも講じる事が出来るのだ。

「正確に言えば、夜通しこちらを攻撃し続けるつもりでしょうね。連中の兵力から考えて、三部隊か四部隊に分けての波状攻撃じゃないかしら？」

「えぇ、エレナ様の意見に同意しますわ。数の有利を最大限に利用して、攻撃の手を休めずこちらの士気を挫くじく算段でしょう」

　エレナの問いに、エクレシアが顎あごに指をあてながら頷いた。

　炊すい事じの煙は多くの情報を見る者へ齎もたらす。

　軍の食しよく糧りよう事情に始まり、兵の士気から、敵の指揮官の思おも惑わくまで実に様々な物を……だ。

　もっとも、立ち上るただの煙からそれらの情報を読み取れる人間は数少ない。

　読み取れるか読み取れないかが、将軍とそれ以外の兵との差とも言えるだろう。

　そして、この場に居る二人は、文字通りの将軍だった。

「ならば、こちらはどう対処します？」

　質問の形を取っていたが、エクレシアの言葉には強い確信が含ふくまれている。

　既にこの状じよう況きよう下で打つ手は限られている。

　いや、ここまで相手側の思惑が読めているのであれば、エクレシア達が選せん択たくすべき行動はただ一つだけだ。

「そうねぇ、砦に籠こもって戦うのもそろそろ飽あきてきたと思わない？」

　エクレシアの瞳ひとみがまるでダイヤモンドの様に輝いているのを見て、エレナは苦笑いを浮うかべた。

　それはまるで、お菓か子しを目の前にして待てと母親に命じられている子供の様だ。

「えぇ、私も本当の事を言うと、恋れん愛あいも戦も受身は好きじゃないんですよね」

　エレナの言葉にエクレシアは肩を竦めて答えた。

　彼女が攻こう守しゆに優すぐれた将軍である事は間ま違ちがいない。

　だが、人には得手不得手がある様に、【暴風】の異名を持つエクレシアの真価は敵兵の蹂じゆう躙りんと殲せん滅めつを主とした攻撃だ。

　圧あつ倒とう的てきな機動力を用いての電でん撃げき的てき奇き襲しゆうこそがエクレシア・マリエールの持つ最大の武器。

「なら、ちょうど良い機会じゃない……向こうの陣にはあの子から貰もらったお土産みやげも仕込んである事だしね？」

　同じ将軍同士の会話だ。

　エレナの言葉は謎なぞめいていたが、エクレシアは正確にその意図を読み取った。

　今回、エクレシアが率いて来た援えん軍ぐんの中には、彼女の直属部隊が交じっている。

　今まで、砦に籠っての防衛戦だった為、あまり活かつ躍やくの機会に恵めぐまれなかった。

　だが、一度たび攻せめに転じれば、彼等は今までの不満を発散するべく恐るべき牙きばを剥むき出しオルトメア帝国の兵士達を容よう赦しやなく切きり裂さくだろう。

「えぇ、本当に……では、エレナ様のお言葉に甘あまえて久しぶりに暴れさせていただきますわ。どうも防衛戦は苦手です」

　受身を苦手だと自じ称しようするエクレシアの言葉にエレナは首を振った。

　ここ数すうヶか月げつ余りを共に過ごし、エレナはエクレシアの持つ戦術眼、戦略眼を十分に認めている。

　そして、それはエクレシアから見ても同じ事が言えた。

「あぁ……それとグラハルトにはこちらから連れん絡らくを入れておくわ……」

　まるでスキップでもするかのような軽い足取りで階段へ向かうエクレシアに、背後からエレナが声を掛けた。

「それは構いませんが……時間的に今から間に合うのですか？」

　首をかしげるエクレシアの言葉にエレナは苦笑いを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。彼もこの国では指折りの人間ですからね。上手く貴方に合わせると思うわよ？」

　名将と呼ばれたベルハレス将軍の陰かげに隠かくれてしまい周囲の評価はいま一つパッとしないが、エレナはグラハルトの実力とザルーダ王家への忠誠心を高く評価している。

　実力はあっても忠誠心の低い人間。

　忠誠心はあっても無能な人間。

　そんな人間が多い中、幾いくつかの問題点はあるにせよ、グラハルトはどちらも高い水準で持つ稀け有うな存在だった。

　それは、山中に点在する砦の指揮をグラハルトに委ゆだねている事からも明らかと言えるだろう。

「分かりました。そちらはエレナ様にお任せします……では、失礼します」

　その事を察したエクレシアは、エレナへ優ゆう雅がに一礼すると踵きびすを返す。

　エクレシアの顔には獰どう猛もうで意味深な笑えみが浮かんでいた。

　まるで獲え物ものを見つけて舌なめずりをする雌めす狼おおかみの様な笑みが。




「おい、早くしろよ！　部隊長にどやされちまうだろうが！」

「本当だよな。それでなくても今日は朝っぱらから叩き起こされてたまらねぇって言うのによぉ……たまらねぇぜ。全く……」

　大おお鍋なべの前に列を作った兵士達の口から次々に不満の声が漏もれる。

　元々、食事の時間は戦争に等しい。

　あちらこちらに設置された大鍋の中でグツグツと湯気を上げているスープは大量だが、兵士全員が満腹になる量かどうかはギリギリのラインだ。

　もたもたしていれば、最悪の場合は具なしの汁しるをすするだけになってしまうだろう。

　戦場でも前線に出る事の多い下級兵士にとって、食事の量と質は命に直結する大事な問題だ。

　その上、今日は上役からの命令で普段よりも起き床しよう時間が早い。

　勿もち論ろん、戦争の最中なので、朝が早いだの、まだ眠ねむいだのと文句を垂れる様な馬ば鹿かは少ないが、それでも苛立ちを感じるのは致いたし方かたない事だ。

　ましてや、既に故国を離はなれて一年以上となれば、里心が付いて来る。

　その上、ザルーダ王国との戦は未いまだに終わりの見えない泥どろ沼ぬまの様な状態だ。

　普段なら我が慢まん出来る事が、我慢出来なくなってくる時期なのだ。

「ごちゃごちゃうるせぇな。文句があるなら上役にでも言えや！」

　体格の良い中年の料理番の一人がオタマで鉄てつ鍋なべの縁ふちを叩くと、怒ど気きの籠った目で周囲の兵士達を睨みつける。

　白い前まえ掛かけに白のシャツ。

　この辺は料理人としてごく普ふ通つうの格好だが、胸むな板いたは分厚く腕うでは丸太の様に太い。

　ツルツルに反り上げたスキンヘッドと相まって、かなりの強面こわもてと言えるだろう。

　恐らく、戦場で実際に武器を持って戦った事があるに違ちがいない。

　その気き迫はくと迫はく力りよくは周囲の荒あらくれ者もの達たちを問答無用で黙らせる力があった。

「全く、こっちの都合もお構いなしにあれだこれだと無む茶ちやな命令ばかり出しやがって……ほら、次！　さっさとしないか！　ぐずぐずしていると尻しりを蹴けり上げるぞ！」

　周囲に聞こえないように口の中で小さく上役への不満を呟くと、もっと注げと目で訴うつたえかけていた兵士を怒ど鳴なりつけた。

　食事の配給は戦場において一番気を遣つかう部分だ。

　少しでも周囲と差を感じれば兵士は躊ちゆう躇ちよする事なく料理番へ噛みついてくる。

　いや、少しでも隙すきを見せれば自分だけは特別待たい遇ぐうをしろと脅おどしてくる始末。

　それに負ける様では、料理番は務まらない。

　周囲から恐れられるくらいで丁度良いのだ。

「全く……どいつもこいつもぐちぐちと文句ばかり言いやがって……そんなんだから出世出来ねぇんだよ……」

　料理番は小さく吐はき捨すてると、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめ陣の外を見た。

　小刻みに震ふるえる大地の感かん触しよくが足の裏に伝わる。

　初めはほんの小さな違い和わ感かんだが、足裏から伝わる震しん動どうはだんだんはっきりと伝わって来る。

（地鳴り……か？）

　周囲の兵士たちも気がついたのだろう。

　皆みな、食事の手を止め周囲を見回す。

「地じ震しん……いや、違う。馬ば蹄ていの響ひびきだ！」

　その瞬しゆん間かん、男達は何が起きているのか瞬しゆん時じに悟さとった。

「敵てき襲しゆうだ！　敵が来たぞ！」

「斥せつ候こうは何をしていた！」

「何をもたもたしてやがる。飯なんぞ気にしている場合か！」

　陣のあちらこちらから勘の良い兵士の叫さけびが木霊こだまする。

　そして次の瞬間、天空から無数の矢が雨の様に降り注いだ。

　矢のような勢いでウシャス砦を飛び出したエクレシアは、付与法術で強化した馬に全力で鞭むちを入れる。

　それは正に【暴風】の異名に恥はじない速度だ。
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　エクレシアの率いる騎き馬ば隊たい五千は、疾しつ風ぷうの如く大地を駆かけ抜ける。

　やがて、彼等の前にオルトメア陣じん営えいの天幕がはっきりと姿を現した。

　距きよ離りにして三百メートルから四百メートルといったところだろうか。

　本来であれば弓の有効射程内とは言えない距離だが、エクレシアは構わず命令を下す。

「第二射準備！　遠えん慮りよはいりませんよ。タップリと矢の雨をオルトメアの犬共にご馳ち走そうしてさしあげなさい！」

　エクレシアの檄げきを受け、疾しつ走そうする馬上の騎き士し達たちが再び弓を引き絞しぼる。

「放てぇぇぇ！」

　エクレシアが手にした剣けんがオルトメアの陣営へ向かって振ふり下おろされた。

　未だに夜も明けきらぬウシャス盆地に無数の弓鳴りが響き渡わたる。

　彼等が手にしているのは独特な湾わん曲きよくを描えがく小型の弓。

　形状としては、トルコ弓や遊牧民が使う短たん弓きゆうが近いだろう。

　長ちよう弓きゆうと呼ばれる大型の弓を用いる事が多い大地世界において、かなり珍めずらしい形状と言える。

　少なくとも、西方大陸ではまず見かけない。

　確かに馬上で使うには便利な形状だ。

　しかし、当然ながら良い事ばかりでもない。

　小型で速射性に優れており馬上での取とり扱あつかいも容易なのは確かだ。

　しかし、飛ひ距きよ離りや貫かん通つう力では長弓に一歩後おくれをとる。

　いや、そもそも弓という武具自体が、大地世界のみに存在するとある理由からあまり活用されてこなかったと言う方が正しいだろう。

　戦における最大の武器は武法術で強化した肉体。

　それが大地世界における常識だった。

　また、接近戦にて相手を屠ほふるのと、遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきでは、生気プラーナの吸収に大きな違いが出てしまう事も災わざわいし、弓や投石と言った遠距離からの攻撃手段をあまり重視してこなかったのだ。

　精々が、砦や城の攻城戦に使われる程度だろうか。

　だが、エクレシア率いる騎士団が手にしているこの短弓は、全てにおいて違っていた。

　それは、ミスト王国が長い年月と莫大な開発費を投下し、改良に改良を重ねて作り出された大地世界における最先端の武器だ。

　貿易国家の特性を生かし、遠く中央大陸から輸入された技術と、ミスト王国が独自に開発した技術の融ゆう合ごう。

　単一素材から作成された一いつ般ぱん的てきな丸木弓と比べて、薄うすい金属板を基とした上に様々な生物の皮や骨を使用した複合弓は、並の人間ならば弦つるを引く事さえ不可能なほど強い張力を誇ほこる。

　イメージ的にはクロスボウ並みの張力だろうか。

　普通ならば、弦げんを巻き上げる為に弓を足で押おさえながら体全体の筋力を使うか、滑かつ車しやを使う様な品物だ。

　少なくとも、一般的な弓の様に気軽に取とり扱あつかえる様な品物ではない。

　ましてや、不安定な馬上からの射しや撃げきとなれば不可能と断言出来る。

　しかし、武法術によって強化された身体能力を誇る騎士にとっては何の問題もなかった。

　勿論、激しく揺ゆれる馬上からの射撃なので平地に立った状態ほどの命中率は望めないのは確かだ。

　だが、今の状況ではそこまで精密な射撃をする必要はない。

　広いオルトメア側の陣じん内ないに届きさえすればよいのだ。

　それだけで敵兵を動どう揺ようさせる事が出来るのだから。

「敵は良い感じに混乱している様ですね……」

「当然だわ。こちらに先手を取られるとは夢にも思っていなかったでしょうからね。ずっと砦に籠って好きでもない防衛戦だけを行ってきた甲か斐いがあると言うものだわ」

　並走する副官の言葉にエクレシアはニヤリと唇くちびるを吊り上げて笑う。

　それはまるで、獲物を前に牙を剥きだした野や獣じゆうの様な笑み。

　いくら普ふ段だんの態度が貴族の令嬢の様に洗練された立ち振舞いであっても、彼女の本質は御子柴亮真と同じ獰猛な肉にく食しよく獣じゆうだ。

　また、そうでなければ一国の将軍になど上のぼり詰つめられる筈はずがない。

「確かに……」

　ボクシングを例に挙げるならば、試合開始直後からひたすら防御に徹てつし、相手が焦れて一いち撃げきで決めようと大ぶりになったところに合わせて、渾こん身しんの力を込めたカウンターを食らわせてやったと言った所か。

「分かっているとは思うけれど、別に無理をする必要はないわ。ちゃんと次の手は準備しているんですからね」

　エクレシアの意味深な視線を受け、副官が深く頷うなずく。

　この男はエクレシアが初うい陣じんを果たした時から付き従う古参の騎士だ。

　それだけに、この後どう動くかなど今更言われるまでもない事だった。

「ご心配なく。引ひき際ぎわは十分に分かっておりますから」

　この奇き襲しゆうはあくまでも相手の出血を広げる為のものでしかない。

　幾いく重えにも張はり巡めぐらされた罠わな。

　一撃でオルトメア侵しん攻こう軍ぐんの息の根を止める。

　その策の準備が整うまでの場ば繋つなぎ的な物なのだから……

　エクレシアは側近の背中を見ながら小さく呟いた。

「貴方は甘いのよ……皇女殿下。幾ら兵数を揃そろえようと貴方じゃ私にもエレナ様にも勝つ事は無理だわ……そしてあの男にもね」

　シャルディナ・アイゼンハイトは確かに優れた将だ。

　西方大陸全体でも、彼かの女じよほど優れた将は数える程しかいない。

　だが、彼女には二つの大きな欠点がある。

　一つは、大軍を率いての戦経験が少ないという点。

　シャルディナの基本的な考えである大兵力の投入は、戦略上決して間違っている訳ではない。

　だが、その思想が常に最善であるかと言われればそうではないのだ。

　兵力が多ければ多いほど軍の動きは鈍どん重じゆうとなり、物資の消費はけた外れに加速していく。

　大軍を効率良く運用するには、経験か才能のどちらかが絶対的に必要だ。

　問題は、シャルディナ自身がその事を十分に理解していない事だろう。

　そしてもう一つの欠点。

　それは、同格の将と矛ほこを交えた経験の無さだ。

　その為、シャルディナは常に戦術的、戦略的に正しい選択をする。

　それは、確かに間違ってはいないのだろう。

　実際、彼女は今まで常勝無敗を誇ってきたのだから。

　だが、それはあくまでシャルディナが自分よりも格下の相手としか戦ってこなかっただけの事。

　だから、エクレシアはシャルディナが率いるオルトメア帝国軍を恐れはしない。

　常に正解を相手が選ぶ事を知っていれば、罠を張るのは容易たやすいのだから。

「さぁ、反はん撃げきの幕開けよ……我わがミスト王国の力をその目に焼きつけなさい」

　東部三王国とエルネスグーラ王国の間に結ばれた四カ国連合と言えば聞こえは良い。

　だが、所しよ詮せんは戦乱の時代の同盟だ。

　隙があれば、利があれば、機会があれば……

　お互たがいがお互いへ、笑え顔がおの裏に隠した牙を突つき立たてようとする。

　そういう意味から言えば、このオルトメア帝国との戦において大切なのは自国の軍事力を見せつけ侮あなどられない様に印象付ける事だ。

　エクレシアは戦の終わりが見え始めた今こそ、自らが育て上げた切り札を切る。

　自国の力を見せ付ける為に……

「敵が掛かかったら……退くわよ！」

　陣営の中であわただしく蠢うごめく姿を見ながら、エクレシア・マリネールは形の良い艶やかな唇を吊り上げ笑った。

「伝令！　敵軍約五千が我が陣営に奇襲！　弓の斉せい射しやを受け数百人ほどの被害を受けた模様です」

　その報告がもたらされた瞬間、シャルディナの手からスープの入った皿が零こぼれ落おちた。

　あまりに予想外の報告に、一いつ瞬しゆんシャルディナの思考が止まる。

　それは、共に食しよく卓たくを囲んでいた斉藤やセリアにしても同じだ。

　そして、状況を理解したシャルディナの口から叫さけび声ごえが迸ほとばしった。

「奇襲ですって？　斥候は何をしていたの！　砦の動きには細心の注意を払はらいなさいと強く命じていた筈です！」

　般はん若にやの様な形相をして、鋭い視線を向けるシャルディナの前で伝令は矢や継つぎ早ばやに報告を口にした。

「申し訳ございません。敵側の動きがあまりにも早く、ご報告が間に合いませんでした」

　伝令としても最善は尽つくしたのだ。

　しかし、エクレシアの率いる騎士団はあまりにも早すぎた。

　とは言え、役目を果たせなかったという事実に変わりはない。

　肩に矢を突き刺さした伝令が息も絶え絶えにシャルディナへ頭を下げる。

　その姿を見て、シャルディナの唇から小さな舌打ちが漏れた。

「もう良いわ。各部隊に伝令して直すぐに反撃しなさい！」

　幾ら事前に命じていようと、こうして奇襲を受けたのは事実だ。

　今するべきなのは早急な反撃だ。

（何て事なの……こちらが攻こう勢せいを強めようとしたとたんに出鼻を挫くじいてくるなんて……）

　勿論、シャルディナもザルーダ王国側の反撃を警けい戒かいはしていた。

　しかし、どこかで自分達が攻せめ手てだと慢まん心しんしてしまったのは事実だろう。

　その心の緩ゆるみを、エクレシアに突かれたのだ。

（このままでは不味まずい……一気に戦の流れを持って行かれてしまう）

　戦には流れがある。

　その流れの取り合いこそが勝敗を分けるのだ。

「殿下！　お待ちください。ここは慎しん重ちように……」

　性急に反撃へ移ろうとするシャルディナの言葉に対し、斉藤が口を挟はさんだ。

「斉藤、何を悠ゆう長ちような事を言っているの。兵力ではこちらが上なのよ。向こうから砦を出て来たのよ？　今勝負をしなくてどうするの！」

　シャルディナは問答無用とばかりに椅い子すから立ち上がった。

　だが、傍かたわらにいたセリアが、そんなシャルディナを押おしとどめようと必死で進言する。

「ですが殿下、今までずっと守勢を維持していたザルーダ王国側が攻勢に転じたのです。何か裏がある可能性も……」

「そうです、ここは一度態勢を立て直してから！」

　セリアの言葉に斉藤が頷く。

　確かに、わずか二個騎士団程度の戦力で奇襲を掛けたところでその損害は微び々びたるものだ。

　初めの一撃は良いとしても、その後が続く筈もない。

　いずれ、数の暴力に押される事は目に見えている。

　ならば、ザルーダ王国側の狙ねらいはどこにあるのだろう。

　その事に思い至り、シャルディナは大きく息を吸い込み深呼吸をする。

（冷静に……良い、落ち着くのよ……連中の狙いはどこ？）

　遠距離から放物線を描いて飛来する矢の雨。

　確かに多少は兵数を削けずる事が出来るだろうが、決定打とはとてもなりえない。

　一撃目は予想外の遠距離から斉射を受けそれなりの損害が出た様だが、一度、戦せん闘とう態勢に移行すれば被害は格段に少なくなる。

　特に、戦の勝敗を左右する最重要戦力である騎士団が身に着けている鎧よろい兜かぶとは、並の弓では小さな傷をつけるのが精せい一いつ杯ぱいの筈だ。

（ならば、単なる嫌いやがらせ？　まさか……ね）

　確かに出鼻を挫かれはしたが、それだけだ。

　いずれは混乱を鎮ちん静せい化かし、オルトメア側の指揮は正常に戻る。

　真正面から力攻めへ持ち込むには敵方が率いる五千という兵力は、どう見ても少な過ぎた。

「囮おとりの可能性はありませんか？」

　斉藤の言葉にシャルディナは形の良い眉を顰める。

「正面に私達たちの意識を集中させて、側面から砦を攻めるというの？」

　少し考え込んだシャルディナは、傍らに立つセリアの顔をちらりと見る。

「いえ、それはないかと。この野営地の周りは平へい坦たんで起き伏ふくが少なくかなり見通しが良い地形ですから」

「そうね……幾いく等らなんでもそんな性急な攻め方に切り替かえるとは思えないわ……」

「勿論、可能性がない訳ではありませんが……」

　開戦当初からザルーダ側の方針は一いつ貫かんしていた。

　損害を出来るだけ減らす為に砦に籠り、周囲の山の中に点在する砦と連れん携けいしながら地の利を生かした防衛戦に徹している。

　その方針を急に転てん換かんする可能性は限りなく低い。

（では……何故なぜ今になって……）

　どんな行動にも必ず意味がある。

　その意味をどれだけ早く正確に読み解く事が出来るか。

　形の良い顎あごに指をあてながら考え込むシャルディナの疑問に答えを出したのは天幕へ掛け込んで来た伝令だ。

「報告！　我が軍の一部が陣より出しゆつ撃げき。ザルーダ王国側の騎馬隊を追って、ウシャス砦へ向って進軍中です！」

　その報告を聞いた瞬間、シャルディナの頭の中で全ての事こと柄がらが組み合わさっていく。

　そして、出来あがった一枚の絵が脳裏に浮かんだ瞬間、シャルディナの背に冷たい何かが走る。

（馬鹿な……何故出撃など……釣られ……た？　まさか、これが狙いなの？）

　その思いは、天幕の入り口に立った男の皮肉の混じった口調によって確信に変わる。

　人目を避さける様に深くかぶったマントのフードを外すと、須藤は何時いつもの笑みを浮かべながら口を開いた。

「これは少々不味い展開ですな。場合によっては致命傷になりかねない。……斉藤君、君は直ぐ騎士団を纏まとめに向かってください。ロルフ殿どのには既すでにお願いしていますが、君も念ねんの為に現場へ行って貰った方がシャルディナ殿下も安心でしょう。これ以上兵士達が暴走しない様に……ね」

「須藤さん……それは一体どう言う……」

　状況のつかめない斉藤が須藤へ歩み寄ろうとする。

　だが、その動きをシャルディナが手で遮さえぎった。

「斉藤、悪いけれど直ぐに向かって頂戴。ロルフに従えば問題はない筈よ……」

　そう言うとシャルディナは一いつ旦たん言葉を切った。

　そして、力を込めて斉藤へ命じる。

「良い？　絶対にこれ以上兵士達を出撃させないで！」

　事態は一刻を争あらそう。

　ロルフの力量は十分に理解しているが、確かに保険は必要だった。

　須藤の言葉どおり、確かにこれ以上の暴走は侵攻軍にとって致ち命めい傷しようと成りかねないのだから。

　シャルディナの目に光る強い光に、斉藤はそれ以上問い掛けるのを止めると、天幕の外へと走り出す。

「敵もいよいよ本格的に動き始めた様ですなぁ……エレナ・シュタイナーとエクレシア・マリネールですか。こちらの状況をよくご存じの様だ。流石さすがに歴戦の将だけはあると言うところですか。動いた我が軍がどの程度かで今後の展開がかなり……」

　そう言うと須藤は愉ゆ快かい気に笑った。

　実際、須藤にとってこの戦はゲームでしかない。

　そして、ゲームは難易度が高ければ高い程に燃えるものだ。

「いい加減その口を閉じなさい。須藤！」

　シャルディナの怒ど声せいに、須藤は何時もの皮肉気な笑みを浮かべ両りよう肩かたを竦すくめる。

　その態度を横目で睨み付けながら、シャルディナは椅子に腰こし掛かけた。

「あぁ、光神メネオースよ、どうかどうか我等にご加護を……ロルフと斉藤がどうか間に合いますように」

　シャルディナの口から普段口にした事のない神への祈いのりが漏れた。

　だが、傍らに佇たたずむセリアには状況が全く分からない。

「殿でん下か……一体何が……」

　神に祈るかの様に握にぎりしめた拳こぶしに顔をうずめるシャルディナ。

　その姿にセリアは驚おどろきの言葉を漏らさずにはいられなかった。

　森しん羅ら万ばん象しよう、全ての事柄には必ず因果関係が存在する。

　それは、科学に支配された地球だろうと、神秘と奇き跡せきが今なお消えていない大地世界であろうと変わらない。

　必ず原因があって結果がある。

（何かが問題なのだわ……今後の我が軍の動向を左右するほど大きな何か……でも、それがいったい何なのか……）

　須藤とシャルディナ。

　この二人の態度が指し示す意味は同じだ。

　セリアは顔を伏ふせたまま微び動どうだにしないシャルディナの背を見つめながら、必死で脳をフル稼か働どうさせる。

（私は軍師役としてここに居る。考えなさい。今分かっている事は何……あの伝令が報告に来てからの事を思い出すのよ）

　ザルーダ側の奇襲が報告された後の一つ一つの会話がセリアの脳裏に思い起こされて良く。

　そして、セリアはついにある事に気がついた。

（待って……あの伝令は何て言った？　我が軍の一部が出撃したと……）

　その後に浮かぶのは須藤の言葉だ。

（須藤殿は言ったわ。これ以上暴走させれば致命傷になるかもしれないと……暴走？　つまり、彼等は殿下の思惑とは違う形で出撃した。陣営から彼等は釣り出された……つまり、奇襲を仕し掛かけてきた部隊は囮……ならば、出撃した部隊は……）

　そこまでセリアの思考が進んだ時、彼女の脳裏に全すべてのピースが繋つながった。

（動いた軍の数次し第だいでは、今後の展開が変わると須藤は言った……そして、ロルフ様と斉藤殿を各部隊の鎮ちん静せいに向かわせた真意）

　それは言葉にするのも恐おそろしい結末。

「この奇襲は囮……そして、餌えさを目当てに釣り出された部隊に待ち受けるのは……」

　セリアの唇から洩もれたその言葉に、顔を伏せていたシャルディナが鋭い視線を向けた。

　憤ふん怒ぬと悲ひ哀あいに満ちた目だ。

　それは、セリアの出した答えが正しい事を示していた。

　黙だまり込んだまま見つめあうシャルディナとセリア。

　その横で、須藤はいつもと変わらぬ不敵な笑みを浮かべている。

　そんな中、天幕の中に駆け込んできた騎士によって重苦しい沈ちん黙もくが破られた。

　余よ程ほど急いで走ってきたのだろう。

　彼かれは荒い息を整える間もなく、シャルディナの前に跪ひざまずく。

「伝令！　斉藤様、ロルフ様より各部隊の沈ちん静せい化かに成功との事」

　その言葉にセリアは思わず胸を撫なでおろす。

　本来、後方の砦の守備を任されているはずのロルフが、最前線であるウシャス盆地へ来ていたのは不幸中の幸いと言える。

　総力戦を掛ける為ために陣を守れる人間を欲ほつしたシャルディナの判断だったが、思わぬところで吉きちと出たのだ。

　ロルフの様な威い風ふうに溢あふれた実績のある人間でなければ、猛たけり狂くるう兵士達を宥なだめ落ち着かせる事など出来なかっただろう。

　斉藤も決して悪い訳ではないが、この事態は彼一人の手には余ったはずだ。

　喜びで安あん堵どの笑みを浮かべるセリア。

　しかし、シャルディナの顔から険しさは消えていなかった。

「どれくらいの兵が無断で出しゆつ陣じんしたの？」

「はっ！　確認したところ、西部方面第三、第五、第八の三個騎士団を中心に、おおよそ八千程かと」

　その言葉を聞き、シャルディナの唇から鋭するどい舌打ちが漏れた。

　もしこのザルーダ王国の奇襲がオルトメア帝てい国こく軍を釣つり出す罠であった場合、彼かれ等らの生せい還かんする可能性は限りなく低いだろう。

（八千……予想以上に多い。やはり西部方面から引ひき抜ぬいた補ほ充じゆうを狙われたのね……私の指揮が行き渡っていない事を見み越こして……）

　シャルディナに無断で出撃したのは、急きょ増ぞう援えんとして送り出された部隊が大半だった。

　広大な国土を持つオルトメア帝国の弊へい害がい。

　同じオルトメア帝国軍を名乗ってはいても、長年自分の指揮下で動いてきた騎士団とはやはり勝手が違った。

　シャルディナ自身、彼等を十分に活いかしきれたとは言えないのだ。

「ロルフ様より、救きゆう援えんの為の出撃許可を求められておりますが？」

　伝令の言葉にシャルディナは黙り込む。

　何も手を打たなければ、釣り出された八千の兵に残されるのは死だけだ。

　だが、罠と知りつつその中に飛び込む事が正しいかどうか……

「やはりここは、損切りするしかありませんねぇ」

　沈黙を守るシャルディナの横から、須藤が口を挟んだ。

　癇かんに障さわる声だ。

　この危機を前にして須藤の態度は普段と微み塵じんも変わらない。

「損切り？」

　セリアは言葉の意味が分からず首を傾かしげる。

　耳慣れない言葉。

　少なくともセリアは今まで聞いた事がなかった。

「えぇ、損切りです。ここで下手に彼等を救おうとして傷口を広げれば、本当に取り返しのつかない事になりかねませんからねぇ。分かりやすく言えば、一定水準までの損を許容して、被ひ害がいの拡大を防ぐ事ですよ」

　損切り。

　株式の用語だが、簡単に言えば損を確定させるという事だ。

　値上がりすると思った株が買った直後から値を下げた。

　無論、株価は日々上下に変動する。

　だから、値が上がる事を信じて株を持ち続けるという判断も出来るだろう。

　しかし、その一方で株価が下落し続ける事もあり得る。

　百円で買った株が翌日に九十円に下がった。

　つまり十円の損だ。

　ここで翌々日に値が百円に戻もどると信じれば売らないという選択になるだろう。

　逆に、値が八十円に下がると判断すれば値が九十円のうちに手放してしまった方が良いという判断になる。

　ここで、更さらに値が下がり続けると判断し、十円の損を覚かく悟ごで株を手放してしまう事を株式の世界では損切りと言うのだ。

　つまり、損害の確定だ。

　こうなれば、損は減る事も増える事もない。

　では、須藤が言う損切りとは具体的に何を指すか。

　それはつまり……

「救援部隊を送らず見捨てろと言うのね？」

　憎にく々にくしげな光を放ちながら須藤を睨にらみつけるシャルディナの言葉に、セリアは息を呑のんだ。

　それは、ある意味兵士達の信しん頼らいを裏切る行こう為いだ。

「勿論、殿下がどうしてもとおっしゃるならば……この須藤、救援部隊を出すなとは言いません。ですが無礼を承知で更に言わせていただくと、救援部隊を出した場合、当然ですが今後の展開はさらに厳しいものになる覚悟が必要でしょうね。今いま更さら援えん軍ぐんに向かえば各個撃げき破はの的にしかならないでしょうから」

　須藤は厭いやらしい笑いを浮かべた。

　その顔には決断するのはお前だと書いている。

　さぁ、決断しろと……

「貴方あなたはそれを選んだ場合どうなるかも分かっていて進言しているのよね？」

　憎にくしみすら籠った目で、シャルディナは須藤を睨み付けた。

　それは、今までの須藤には決して向けなかったであろう感情だ。

（須藤秋あき武たけ……今は亡なきガイエス・ウォークランドの懐ふところ刀がたな……）

　癇に障る嫌な人間だが、その戦士としての実力と、謀ぼう略りやくの才を認めない訳にはいかない。

　事実、須藤は言うべき事を言っているだけだ。

　それはシャルディナも理解していた。

　だが、忠言は耳に痛いという格言通り、正しい言葉は人の心を苛いら立だたせる。

「無論です。救援部隊を出さずに見殺しとすれば、我が軍の士気は低下するでしょう。ですが、問題はどちらを選んでも被害を受ける事は確定という事ですよ。ならば、より被害の少ない選択を……最善を諦あきらめ次善を選ぶだけです」

　須藤の分ぶん析せきは正しいと言えるだろう。

　それこそ、罠を見破っておきながら兵士を死地に追いやったとなれば、それはそれで指揮に関かかわって来るのだから。

「士気の維い持じを選ぶか、兵数の維持を選ぶか……か」

　シャルディナは思わず爪つめを噛かんだ。

（救援部隊を送らなければ兵は私の指揮に対して不満を持つ……最悪反乱が起きる可能性だって……でも、罠わなの確率が高いこの状況で救援部隊を出せばさらに傷口を広げかねない……そうなれば結局兵士は私の指揮に疑いを持つ……）

　どちらを選択してもオルトメア帝国軍にとっては大きな損害であり、ザルーダ王国侵しん攻こうを頓とん挫ざさせかねない大問題だった。

　どちらを選んでも難しい状況。

　そして、恐らくどちらを選んだとしても正解は存在しないだろう。

　俗ぞくに言う不自由な二択たくと言う奴やつだ。

　だが、ここで決断しないと言う選せん択たく肢しは存在しない。

　そして須藤の言う通り、全てはシャルディナの双そう肩けんに懸かかっている。

　それが、軍を率いる者の責任だった。

「分かったわ……」

　苦く渋じゆうの選択。

　長い沈黙の後、シャルディナはついに口を開く。

　だが、その後に続く言葉は誰だれの耳にも永久に届く事がなかった。

「大変です！　シャルディナ殿下に至急お目通りを！」

　天幕の中に駆け込んできた新たな伝令の叫びに打ち消されてしまったから……




　陽ひが落ち、周囲を闇やみの帳とばりが支配する。

　エレナはウシャス砦とりでの一角に宛あてがわれた自室の椅子に腰こしかけると、窓の外に広がる闇へと視線を向けながら手にした盃さかずきを傾かたむける。

　強い酒精が喉のどを滑すべり落ちエレナの臓ぞう腑ふを焼く。

　普段はあまり酒を口にする事のないエレナだが、戦場では時折無む性しように飲みたくなるのだ。

　特に、戦の後には……

　普段であれば、今は亡き戦友達の姿がエレナの脳のう裏りに浮うかんでは消えていく。

　だが、今エレナの心を占しめているのは一人の女の姿。

　豪ごう奢しやな鎧よろいに身を包つつんだ、年若き乙女おとめ。

　顔は霧きりが掛かった様に白く何も見えない。

　そう、それこそエレナが思い浮かべる、オルトメア皇こう帝ていライオネル・アイゼンハイトの腹心にして最も寵ちよう愛あい深き娘むすめの姿だ。

「予想外だったわね……絶対に救援部隊を出してくると思ったけれども……思った以上に冷静な様ね。これは少し甘く見ていたかしら？」

　小さなため息と共に、エレナは対面に腰を下ろすエクレシアの前に置かれた杯さかずきへ酒さか瓶びんを傾ける。

「私としては中々見事な判断だと思いますわ。あちらも薄うす々うす罠だとは気がついていた筈ですから。まぁ、一軍の将としてはこれくらいの判断は当然とも言えますが」

　エレナの問いに、エクレシアが悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべた。

　実際問題として、シャルディナが釣り出された部隊の救援の為に兵を出さなかったのは英断と言えた。

　ただし、それは最悪を回かい避ひしたと言うだけにすぎない。

「まぁね」

　エクレシアの言葉に小さく頷くと、エレナは再びグラスを口元へと傾けた。

「問題はこの後彼女が兵達の信頼を取り戻せるかどうか……ですね」

「どうかしら？　中々に人の心という物は複雑な物……彼女はそれを分かっているかどうか」

　実際、エレナがもしシャルディナの立場であれば、劇的な解決策などないと言うしかないのが現状だ。

（兵士にしてみれば、使い捨ての駒こまにされたと感じるでしょうからね……）

　エレナの脳裏に昔読んだ本に書かれた裏大地世界リアースに古くから伝わるという、ある故事が浮かんだ。

　泣いて馬ば謖しよくを斬きるという言葉がある。

　中国は三国志の時代、蜀しよくの国に馬謖という若き天才が居た。

　彼は、蜀の天才軍師と呼ばれた諸しよ葛かつ孔こう明めいにその才を認められ将来を嘱しよく望ぼうされた人材だった。

　だがある時彼は、孔明の命令を無視して戦に大敗してしまう。

　そんな馬謖を孔明は容よう赦しやなく軍律に従って死し刑けいを命じる。

　その態度に、普段から孔明が馬謖を可愛かわいがっていた事を知っていた周囲の武将達は、皆口々に助命を願い出たが、孔明は頑がんとして軍律を曲げなかったという。

　そして孔明は、涙なみだを流しながら馬謖を斬ざん首しゆに処した。

　この逸いつ話わの教訓は、たとえ親しい者や優ゆう秀しゆうな人間が対象でも、法に則のつとって処しよ罰ばつしなければならないという事だという。

　確かに、そうでなければ軍という巨きよ大だいな生き物の統制など出来はしない。

　だが、これはあくまでも、将の心得の話。

　エレナはこの話を聞いた時、まったく別の事を教訓として学んだ。

（大切なのは、演じるという事……周囲からの見え方よ）

　兵士にとって大切なのは自分の命だ。

　指揮官の最善が兵士にとっても最善とは限らない。

　先さき程ほどの故事に倣ならえば、孔明が泣こうと笑おうと、斬首に処せられた馬謖にとっては意味がないという事だ。

　というよりも、孔明が流した涙は馬謖の為ではない。

　馬謖の為に涙を流している自分の姿を周囲の将に見せる為の物。

　将と兵の信頼を失わない為に……

　孔明は理解していたのだ。

　如何いかに軍律で定まっているとはいえ、何の感情も見せずに馬謖を斬首に処せば、自らの人望に傷がついてしまう事を。

　それと今回の件は実に似ている。

　シャルディナがエレナ達の張った罠を見破り、軍の出撃を止めたのはオルトメア側に紛れ込んでいる伊い賀が崎さき衆の手て練だれから報告が来ていた。

　一軍の将として、シャルディナの選せん択たくは間ま違ちがいではないだろう。

　だが結果として、釣り出されたオルトメア帝国軍八千は、ウシャス砦の正面で反転したエクレシアの軍とぶつかり足止めを受けた。

　そして、無防備な横腹を山から駆け下りて来たグラハルトが率いるザルーダ王国軍一万に食い破られ、壊かい滅めつ的てきな被害を受けたのだ。

　未いまだに正式な数は確かく認にん出来ていないが、ほぼ釣り出したオルトメア帝国軍八千のうち、九割近くを討うち取った筈だ。

　ここで問題なのは、生き残った数百名の兵士達の心だ。

　シャルディナとしては全ぜん滅めつの方がまだマシな心境だろう。

　何せ、生き残った兵士達は援えん軍ぐんを出さなかったシャルディナを確実に恨うらんでいる。

　それこそ、軍律違い反はんという正論を盾たてにしたとしても、シャルディナに対する信しん頼らい度どは確実に低下しているだろう。

　そしてそれは、陣じんに待機していた他の部隊へと伝でん染せんする。

　自らも使い捨ての捨すて駒ごまにされるのではないかと言う不安に駆られて……

　それを防ぐ為には、正論を振りかざすだけでは駄だ目めなのだが、果たしてその事をシャルディナ・アイゼンハイトという将が理解しているどうか。

「まぁ、若い彼女じゃ無理でしょう。戦の経験はあっても全てオルトメア帝国の国力を背景に行った勝敗の見えたものばかりだもの。一度たび傾かたむいた戦の天てん秤びんをオルトメア側へ引き戻すには経験が足らなすぎるわ」

「私もエレナ様の見立てに賛同します。将来的には恐るべき敵となるでしょうが、今はまだ赤子も同然ですわ」

　それは、強者が弱者の足あ掻がきに向ける余よ裕ゆうの笑えみ。

　実際、いくら才さい智ちに富んでいようと、エクレシアやエレナから見れば、シャルディナは尻しりに殻からをつけた雛ひな鳥どりと同じだった。

　そう、それがたとえ鳳ほう凰おうの雛であったとしても。

　圧あつ倒とう的てきに実戦経験が少な過ぎるのだ。

　特に、絶望的に劣れつ勢せいの戦を生き抜いたと言う経験が。

　優すぐれた才能が有っても、そう言った修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けた経験のない将の指揮は何処どこか軽い。

　エレナやエクレシアの様に経験を積んだ人間から見れば、少しばかり軍をぶつけただけで手に取る様に見み抜ぬけてしまう。

　もっとも、そんな状態でザルーダ王国の守護神を討ち取って見せたのだから、シャルディナの謀略の才は傑出していると言って良いだろう。

「とは言え、勝利を確信するのはまだ早いわ。どうやら向こうにはあのロルフが出張ってきているようだし、最近主席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しになったセリア・ウォークランドや、夢魔騎士団サキユバスナイツの副団長としてシャルディナを支えて来た斉藤英ひで明あきとか言う男も中々出来る連中らしいから……」

「名高き【皇帝の盾】ですか……」

　その言葉にエレナは深く頷いた。

　ロルフ・エステルケントはオルトメア帝国が未だに中央大陸中部の小国でしかなかった時分から、皇帝ライオネル・アイゼンハイトの側近中の側近として常にその傍らに居続けた男だ。

　その力量は一軍の将では収まらない。

　十三年前に起きたノティス平原の戦いで、エレナと今は亡きバルハレス将軍は確かにオルトメア帝国の侵しん略りやくを食い止め、救国の英えい雄ゆうと呼ばれた。

　だが、退たい却きやくを始めたオルトメア帝国軍の殿しんがりを任され、エレナとベルハレス将軍の猛もう攻こうを見事に凌しのぎ切った指揮官がいたのだ。

　オルトメア帝国の撤てつ退たいという事実の前に、あまり世間では注目をされてはいないが、実際に矛を交えたエレナにとっては絶対に忘れることの出来ない名前。

　その人物こそ、彼かのロルフ・エステルケントその人である。

　防衛戦や撤てつ退たい戦せんに抜ばつ群ぐんの技量を誇るロルフは正に、【皇帝の盾】と呼ぶにふさわしい男だ。

　実際、伊賀崎衆の行った扇せん動どうを鎮静化させた手しゆ腕わんは見事というより他にない。

　彼さえいなければ、もう数千人はオルトメア帝国の兵士を陣から釣り出せた筈なのだから。

　そして、ロルフと共に兵の鎮静化を行った斉藤という男の存在。

　どちらも、侮るには危険すぎる存在だった。

「後は補ほ佐さ役やくの腕うで次し第だい……と言ったところですか」

「そうね……例のフードで顔を隠かくしているシャルディナの側近という人間の正体も分からないし……まだ、油断は出来ないわね」

　エクレシアの言葉にエレナが頷く。

　シャルディナの器量は大体予想がついていた。

　後は、彼女を補佐する人間の力量次第だ。

　だが、場合によっては、今回の敗戦を糧かてにして、とんでもない大化けをする可能性も有る。

　どちらにせよ、今の段階で戦が終わった訳ではないのだ。

「まぁ、今あれこれ考えても結論はでないわ。とりあえず、今は戦の勝利を喜ぶ事にしましょう」

　そう言うと、エレナは盃を掲かかげて見せた。

「えぇ、グラハルトさんは思った以上に良い仕事をしてくれましたね。これでおおよそ敵兵の六～七千ほどは削った訳ですし……」

　そう言うと、エクレシアはエレナへグラスを掲げて見せる。

　もっとも、その表情は何処となく不満げだった。

　エクレシアの奇襲によって一撃を与あたえ、退却する彼女を追って釣り出されたオルトメア兵の横腹にグラハルト率いる部隊がさらなる奇襲を掛ける。

　二重に張り巡らされた奇襲こそが、今回の罠の肝きもだ。

　策そのものは成功と言って良い筈だが、エクレシアはやはり心のどこかで物足りなさを感じているのだろう。

「手間と時間を費やした大がかりな仕掛けの割に、少し戦果が物足りない気もしますが、仕方ないですわ。今はこれで満足するべき……ですね」

　その言葉にエレナは苦笑いを浮かべた。

　この罠の準備にはかなりの時間と犠ぎ牲せいを払っている。

　エレナやエクレシアが援えん軍ぐん到とう着ちやく後ずっと砦に籠こもり守備に徹していたのも、全てはこの日の一瞬の為だ。

　オルトメア帝国の兵を六～七千ほど削った成果と、費やした時間と手間に支し払はらった代だい償しようを比べた時、果たして天秤がどちらに傾くかは正直に言って微び妙みようなところだろう。

「十分足止めの役は果たせたし、別にこれで勝負を決めるつもりではないのだから、ここはこれで良しとすべきでしょうね」

「とは言っても、これで私達が持っていた切り札は零ぜろです……奥おくの手てだった弓きゆう騎き馬ば隊たいも使ってしまいましたから……後は本当に砦に籠って防衛に徹する他に選択肢はなくなりました」

　肩かたを竦めて答えるエレナにエクレシアは首を振ふった。

　だが、その顔に不安の影かげはない。

　遠くオルトメア帝てい国こく領りよう内ないに楔くさびの如ごとく撃うち込まれた一人の男を信じていたから……

　突とつ然ぜんエレナの私室の扉とびらが慌あわただしくノックされた。

　運命の女め神がみの手によって……

「大変です！　オルトメア軍の陣が慌ただしくなっています」

　騎き士しの叫さけび声ごえが扉の外から聞こえてくる。

　その言葉にエレナとエクレシアは互いに頷き合う。

「どうやら始まった様ね……エクレシアさん」

「その様ですわね……」

　何がと問う必要はなかった。

　昼間の一戦においてオルトメア帝国軍は兵士の数だけではなく、その士気にも大きな傷を受けている。

　そんな状じよう況きようで、オルトメア帝国側が夜や襲しゆうを行うとは考えにくい。

　となれば、残された可能性は一つしかない。

　信じてはいた。

　信じていなければ、エレナがウシャス砦の防衛に掛かりきっていた訳がない。

　だが、心のどこかで一いち抹まつの不安を感じていた事は確かだ。

「本当にやり遂とげたのね……亮真君……」

　感かん嘆たんのため息と共に、エレナの口から一人の男の名が漏もれた。

　ノティス平原の戦いから始まった、一年数ヶ月にも及およぶザルーダ王国とオルトメア帝国の戦。

　それが遂ついに終わりを迎むかえようとしていた。

　一人の男の力によって……







第五章　光神教団







　西方大陸南部。

　そこは幾いくつもの小国が乱立する、戦乱の絶えないこの大陸でも最大の激戦区。

　そんな南部の最西端。大陸西部の覇は者しやであるキルタンティア皇国との境目にその都市は存在していた。

　都市の名は聖都メネスティア。

　広大な草原の中に突とつ如じよ出現する石造りの都。

　遥はるか古いにしえの昔に神から使わされた聖人が、数多あまたの信者と共に作り上げたとされる、西方大陸において最大級の規模を誇ほこる光神教団の支配する都市だ。

　その聖都の中央には巨大な神しん殿でんがそびえたっている。

　いや、神殿というよりは、素す直なおに城と言った方が正しいだろうか。

　確かに、神に仕えるという聖職者が住まうには不ふ釣つり合あいな表現だ。

　それこそ、光神教団の熱心な信徒なら、神を愚ぐ弄ろうするのかと喰くって掛かられる様な言葉だろう。

　だが、都市は三重もの巨大な城じよう壁へきに囲まれており、近くを流れるウラノア河の支流を引き込んで作られた水みず掘ぼりが、侵しん入にゆう者しやを阻はばんでいる。

　中央の神殿も外見こそ神殿の様式を守ってはいるが、幾いく重えにも堀ほりが横たわり、神殿に入る道には屈くつ強きような衛兵が完全武装で立ち並んでいる。

　どう言いつくろったところで、ここは宗教施し設せつなどではなかった。

　そんな神殿の奥に設しつらえられた自室でロドニー・マッケンナは一人、机に頬ほお杖づえを突きながら窓の外に浮かぶ雲を眺ながめていた。

　穏おだやかな日差しがロドニーの体を包み込み、眠ねむ気けを誘さそう。

（そう言えば、最近はあまり良く眠れていないな……）

　そんな事を思いながら、ロドニーは欠伸あくびを噛み殺す。

　先日、駐ちゆう留りゆう先であったベルゼビア王国から帰って以来、色々と心労が重なった所為せいか、あまり寝つきが良くないのだ。

　もっとも、先日とは言ってもベルゼビア王国からの帰き還かんは数すうヶか月げつも前の事。

　本来であれば、今いま頃ごろは報告書の作成も終わり、聖都での生活も落ち着く頃ころだろう。

　だが、その帰国の途と中ちゆうで拾ってしまった荷物の扱あつかいが悩なやみのタネだ。

　本来の仕事も山積みであり、サボっている時間などない。

　しかし、次第に瞼まぶたが重くなっていく。

　やがて、ロドニーの意識は深い闇へと落ちていった。

「良い御ご身み分ぶんですね。副官である私に書類を押おし付けて、団長であるご自分は鼾いびきをかきながら寝ているとは……そんな事だからバルガス枢すう機き卿きように目を付けられるんですよ」

　いったいどれくらいの時間が過ぎたのか。

　意識の覚かく醒せいしたロドニーへ、鋭く冷たい視線が注がれる。

（おっと……こいつはまた、えらく機き嫌げんが悪いな……）

　副官にして異母兄妹きようだいであるメネア・ノールバーグの目に浮かぶ刃やいばの様な光に、ロドニーは思わず首を竦めた。

　メネアは基本的にロドニーを団長と呼ぶ。

　それは、先日懲ちよう罰ばつとして小隊を率いていた時も一貫して変わらない。

　他の隊員がロドニーを隊長と呼ぶ中、メネアだけが団長と呼び続けた。

　だが、それはあくまで周囲の目がある時だけだ。

　こういった二人だけの時は基本名前で互たがいを呼ぶ。

　そう、勿もち論ろんメネアの機嫌が悪くなければ……だが。

　メネアとロドニーの付き合いはかなり長い。

　それこそ、父親が急死し、ロドニーが十二歳さいでタルージャ王国の名門貴族である、マッケンナ伯はく爵しやく家けを継ついだ時に異母妹として紹しよう介かいされて以来になるから、かれこれ十数年近くは共に過ごした計算になる。

　それだけ長い時間を共に過ごせば、相手の声を聞いただけで、今の気分が分かる様になるのも当然だろう。

　ちなみに、今のメネアの心は怒いかりで満ち満ちている。

　余程、溜ために溜めた書類の山の処理を頼たのんだのがお気きに召めさなかったらしい。

　それとも、うっかり居眠りをしてしまった事に対しての怒りだろうか。

　どちらにせよ、ロドニーとしては頭を下げながら、嵐あらしが過ぎ去るのをジッと待つしかない。

「これで涎よだれを拭ふきなさい」

　恨めしそうな目でロドニーを睨み付けながら、メネアはポケットから絹のハンカチを差し出した。

　どうやら心地ここちよい日差しの所為で、ロドニーも気が付かないうちに欠伸を噛み殺すどころか、口を開けて寝ていたらしい。

「あぁ、悪い悪い……」

　そう言うと慌ててロドニーは口元を拭ぬぐった。

　メネアはロドニーより二歳ほど年下の筈はずだが、これではどちらが年上なのか分からない。

「まったく……いい歳をしていい加減なんだから……私は貴方の母親ではないんですよ？」

　そう言うと、メネアは大きなため息をついた。

　実際、ロドニーは貴族のお坊ぼつちゃん上がりであり、基本的に生活能力は皆かい無むだ。

　それこそタルージャ王国で暮らしていた時分は、自分で物を買った事もなければ、財さい布ふの中身が幾らあるかすらも把は握あくしていなかった程ほどだ。

　いつぞや等など、街中で物もの乞ごいに財布ごと渡わたしてしまい、後でその物乞いが警備隊に窃せつ盗とうの容疑でしょっ引かれたなんて話もある程に浮き世離ばなれしている。

　ちなみに、その時はメネアがロドニーに財布を持っていない事を問い詰つめ、慌ててその物乞いを探した結果、牢ろうに囚とらわれているところを何とか助ける事に成功し事なきを得た。

　最悪の場合、重窃盗での処しよ刑けいも有り得ただけに、メネアとしても無む駄だな血を流す前に助けることが出来て胸を撫で下ろしたものだ。

　ロドニー自身は善意で施ほどこしたのは間違いないのだが、ハッキリ言って渡した金額があまりに大きすぎた。

　財布を開けて物乞いも驚いたに違ちがいない。中には金貨が十数枚も入っていたのだから。

　何せ金貨一枚は、庶しよ民みん一人が一年間は余裕で暮らす事が出来る金額だ。

　今後、二十年近くは生活に困らないだけの金額。

　それこそ、地方の田舎いなかへいけば、かなりの広さの畑と家くらいは買える。

　まさに、人生を買い戻す転機だ。

　当然、降ってわいた幸運にうかれてしまい、物乞いの挙動は周囲から見て相当に不自然だっただろう。

　案の定、警備隊の目に留まり、尋じん問もんを受ける事になってしまったという訳だ。

　銀貨数枚ならいざ知らず、流石に金貨が何枚も入っている財布となれば、幾ら物乞いが貴族から貰もらったと主張したところで、警備隊が信じなかったのも当然である。

　幾ら貴族とは言え、見も知らぬ物乞いにそれ程の金を恵めぐんでやる道理が無いのだから。

　日本で言えば、一億円の入ったスーツケースを街ですれ違った見知らぬ他人へ与える様な物。

　それほどまでに、ロドニーという男は世間を知らないで育った。

　それこそメネアが居なければ、騎き士し団だん長ちようという地位を投げ捨てタルージャ王国を出しゆつ奔ぽんしてから、この聖都メネスティアまで無事にたどり着けたのか怪あやしい程だ。

　もっとも、そんな絵にかいた様な善人だからこそ、森の中で偶ぐう然ぜん出会った異世界人の面めん倒どうを見てやろうなどという物好きな事を考えるのだろう。

「随ずい分ぶんとお疲つかれの様ですね？　そんなにあの子の事が気になるのですか？」

　今のロドニーが寝ね不ぶ足そくになる理由など他にないのだ。

　目元をしきりにこするロドニーの姿を見ながら、メネアは呆あきれたと言わんばかりに深いため息をついた。

　無論、メネアとて桐生きりゆう飛鳥あすかの事が嫌きらいな訳ではない。

　アメリカ人であった母親から聞いた日ひ出いずる国の話は、幼かったメネアにとっても実に印象深いものだったのは確かだ。

　それに、飛鳥という少女を知れば知る程、彼かの女じよがこの大地世界アースに合わない事も分かっている。

　それこそ、ロドニー達たちがあの森で飛鳥を保護しなければ、彼女が今頃どこぞの奴ど隷れい商人に捕つかまって売り飛ばされていたとしても不思議ではない。

　そして、一旦そうなれば最後、飛鳥に救いの道はない。

　命が尽つきるまで、他人の玩具おもちやとしての一生を生きるか、自らの手で悲ひ惨さんな人生の終しゆう止し符ふを打つ事を選ぶか。

　メネアはそういう異世界からの迷い人の辿たどる末路を、幾いく度どとなく見て来た。

　だから、メネアはロドニーに対して一度として飛鳥を助けた事を責めた事は無い。

　それどころか、異母兄の変わらない優やさしさを誇らしく感じているくらいだ。

　だが、その一方でなぜこれほどまでに飛鳥の事を気き遣づかうのか不思議に感じているのも事実だった。

（まさかとは思うけれど……）

　一番可能性が高いのは、ロドニーが飛鳥に惚ほれた可能性だろうか。

　確かに、桐生飛鳥の美び貌ぼうは群を抜いていると言っていいだろう。

　ロドニーは今年で二十六歳。

　確か飛鳥が今年で十七か十八になるという話だから、年ねん齢れい的てきにはそれ程問題はないだろう。

　無論、地球でならば、青少年保護育成条例だのに引っかかる様なカップルではあるが、生あい憎にくここはあくまでも大地世界。

　この程度の歳の差ならば、つり合いが取れない訳でもない。

　貴族に限らず、平民でもこの程度の歳の差夫ふう婦ふならばザラに居る。

　そして、メネアの知る限り、飛鳥はロドニーの好みに近い容姿をしていた。

（でも……そんな事があり得るのかしら？）

　このロドニー・マッケンナという男は、こと恋れん愛あいに関しては極きわめて奥おく手てだった。

　いや、夢想家という方が正しいかもしれない。

　それこそ、ロドニーがマッケンナ伯爵家を継いで以来、親しん戚せき筋すじから次々と持ち込まれる縁えん談だんを全て断ってしまう程……

　それが、貴族社会においてどれほど異い端たんな考えか。

　実際、貴族にとっての結けつ婚こんは家を保つという意味合いが強い。

　要は、貴族同士の繋つながりをどのようにして強めるかという目的の為に使われる手段なのだ。

　そこに、恋愛感情などという物が入る余地はない。

　いや、結婚してからであれば、夫婦の愛情を育はぐくむ事は出来る。

　だが、自分の好きな人間と自由に結婚する権利は残念な事に貴族には無いのだ。

　だからこそ、自らの意志を押し通すには、家を捨てるか、来世で再び巡めぐり合う事を信じて心中するかの二択しかない。

　しかし、そんなメネアの想おもいはただの杞き憂ゆうだったようだ。

「なぁに、少しばかり気になってな……」

　言葉を濁にごすロドニーにメネアの顔色が変わった。

　その言葉と表情に秘ひめられた深刻さが察せない様では、側近は務まらない。

　メネアはロドニーが何を気にしているのか一いつ瞬しゆんで理解した。

「あの刀……ですか？」

「あぁ」
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　メネアの問いにロドニーは深く頷うなずいた。

「あの刀は間違いなく法ほう剣けんだ……残念ながらな」

　その言葉に、メネアは思わず息を呑のんだ。

　薄うす々うす感じてはいた事だが、どうやらその予感は正しかったらしい。

　だが、メネアはもう一度ロドニーへ問い返した。

　何故なぜならそれは、絶対に起こり得ない事なのだから。

「間違いないのですか？」

　縋すがる様な視線を向けるメネアにロドニーは深く頷いた。

「あぁ、間違いない。この前の非番の日に一晩だけあれを飛鳥から借りてな……徹てつ夜やで色々と調べたんだよ」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、メネアは自分達が何かとんでもなく大きな物に関わってしまった事を悟さとった。

（飛鳥のあの刀が法剣……まさか本当にそんな事……）

　あの刀が法剣である事、それ自体はさほど問題ではない。

　確かに恐るべき業わざ物ものである事は確かだろう。

　何せ、五百キロを超こえる様な巨きよ体たいと、鋼の様な体毛を持つ三つ目虎とらを一刀の下に切きり伏ふせて刃は毀こぼれ一つ起きないのだ。

　状態保存の刻印を施されている法剣と見るのが一いつ般ぱん的てきだ。

　その上、飛鳥の体に起きた異変を考え合わせれば、結論は一つしかない。

　だから、あの桜花と呼ばれる刀が法剣であるのは良いのだ。

　だが、その業物を裏大地世界リアースである地球から召しよう喚かんされた直後の少女が持っていたとなれば、話はまったく変わって来る。

　何故、法術という技術のない筈の地球から召喚された少女が、この大地世界でも数える程の数しかない魔ま剣けんとも妖刀とも呼ばれる様な業物を持っていたのか……

「そうなると……」

「あぁ、メネアの想像どおりだろう……な」

　飛鳥から、既すでにこの大地世界へと呼び出された時の話は聞いていた。

　そう、立たち花ばな、楠くす田だという名前の男達と共にこの世界へ呼び出され、従属の刻印を施されようとしたその瞬間に、大おお伯父おじである御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうに助けられたという事を。

　それを考え合わせれば結論は一つしか残らない。

「それではやはり……」

「あぁ、飛鳥の話が本当ならば、その御子柴浩一郎って男はこの大地世界を訪おとずれた後、どういう方法を使ったのか知らないが裏大地へ帰り、また飛鳥の召喚時にこちらへやって来た事になる……俄にわかには信じられないが……な」

　大地世界の常識において、それはありえない事だ。

　それこそ、記録が存在しているだけでも数千年近くある大地世界の歴史の中で、裏大地への帰還が叶かなった例はただの一つもないのだから。

「その話は飛鳥に？」

「いいや……とてもできないさ。理由は言わなくても分かるだろう？」

　苦虫を噛み潰つぶしたような顔をしながら、ロドニーはため息をついた。

　その言葉で、メネアはロドニーの不ふ眠みんの訳を理解した。

（そういう事か……とても周りには言えないだろうし……致いたし方かたなかったとはいえ、ロドニーもとんだ荷物を背せ負おい込んだものね……）

　有り得ない事が現実に起きてしまった。

　少なくとも、あの桜花と呼ばれる刀が法剣である限り、御子柴浩一郎という男が大地世界に来た事が有るのは間違いない。

　そして、そんなあり得ない事が起きる可能性がたった一つだけ存在していた。

「組織……ですね？」

　メネアの言葉にロドニーは黙だまったまま頷いた。

　西方大陸には無数の国家が覇は権けんを競きそっている。

　だが、公おおやけに語られるそれらの存在とは異なり、裏の世界でも二つの組織が覇権を競っている事を多くの人間は知らない。

　一つは、ロドニー達が所属する光神教団。

　大陸の各地に設けられた教会を拠きよ点てんとし、様々な活動を行っている。

　その力は、国家という枠わく組ぐみすら超えており、実質、西方大陸の覇者とみる動きもある程だ。

　そんな彼かれ等らの目的は、激化する国家間の争いを軽減し、秩ちつ序じよと安定をもたらす事。

　少なくとも、表向きはそういう触ふれコミにはなっていた。

　しかし、その実態はどうだろうか。

　異世界より召喚した人間へ服従の呪印を施し戦場へ駆かり立たてるなどまだ序の口だ。

　暗殺、誘ゆう拐かい、破は壊かい工作。

　確かに、秩序を維持するという意味で、綺き麗れいごとばかりでは保てないのも事実ではある。

　だが、それも度を過ぎればただの犯罪でしかない。

　宗教組織というよりは、秘密結社の様な存在だろうか。

　しかし、そんな光神教団には敵対している組織が存在している。

　いや、存在していると噂うわさされているという方が正しいだろうか。

　その集団はただ組織とだけ言われている。

　光神教団にその組織の存在が伝えられたのは今から数十年も前の事。

　それ以来、教団はその豊富な財力と人材を惜おしげもなく投入してきた。

　しかし、どこの誰がその集団の頭首なのかも不明ならば、その構成員が誰なのかも不明だ。

　いや、本ほん拠きよ地ちですら未だに分からない。

　教団の幹部の中には、組織の存在を疑問視する人間もいた。

　私達は幻げん想そうに怯おびえているだけだと。

　だが、ロドニーとメネアは知っている。

　組織が実在する事を。

　そして、組織が持つ力の強大さを……

　その力の前に、ロドニーとメネアは故国を捨てざるを得なくなったのだから。

　組織は基本的にその姿を徹てつ底ていして隠している。

　彼らが表立って動く事は殆ほとんど無い。

　だが、組織の保有する戦力は一国の騎き士し団だんでは到とう底てい太た刀ち打うち出来ない程、強大なものだ。

　何せ、光神教団の保有する最高戦力である聖堂騎士団と互ご角かく以上の戦いを繰くり広ひろげたのだから。

　今から十年ほど前の事だ。

　西方大陸東部への侵攻をエレナ・シュタイナーとアリオス・ベルハレスの連合によって阻まれたオルトメア帝てい国こくは、そのあくなき覇権主義の炎ほのおを絶やす事はなく、侵略の矛ほこ先さきを南の南部諸王国へと向けた。

　そのオルトメア帝国の動向に危機感を覚えた光神教団は、キルタンティア皇国軍と共に、南部諸王国への援軍という形で対オルトメア帝国戦に参戦した。

　東の第一次ノティス平原の戦いと並ぶ激戦、インディゴアの戦いである。

　そして、そこで彼らは組織の存在を認めずにはいられないある部隊と遭そう遇ぐうし、大きな痛手を受けたのだ。

　その時派は遣けんされたのは、正規騎士団五千名に、聖堂騎士団から五百名。

　これは光神教団が保有する全兵力の大よそ五分の一近くになる。

　だが、額面的な兵数以上にこの軍の戦力は大きい。

　何せ聖堂騎士は周辺諸国に仕える騎士と比べて、数段上の力量を誇る。

　ギルドの評価基準にのっとれば、レベルは末まつ端たんの平団員でも四以上。

　騎士団の中ちゆう核かくを担になう幹部達は殆どが五を超えてくる。

　これは、一いつ般ぱんの騎士団員の採用水準と比べてかなり高いレベルと言えるだろう。

　オルトメア帝国の近衛騎士団の平均レベルが三である事から考えても、その差は歴然だった。

　だが、そんな精せい鋭えい部隊がものの見事に壊かい滅めつさせられた。

　しかも最悪な事に、当時の聖堂騎士団長もその戦の中で敵に討うち取られている。

　その聖堂騎士団長のレベルは六。

　それは眉間に存在する第六のチャクラであるアージュニャー・チャクラを回したものだけが至れる境地。

　それは殆ど人間の到とう達たつ出来る限界に近い。

　実際、彼の戦力は万ばん夫ぷ不当と言っても過言ではなかった。

　だから、そんな人を超えた強者が戦場であっさり命を落としたと聞いた時、光神教団の幹部達は驚おどろき慌てた。

　そして、彼を殺した人間の名前も性別すらも調べられない事に怯えたのだ。

　いや、騎士団長を殺した人間の名前はおろか、その部隊の正式な所属すら今もって不明だ。

　ギルドの集めた混成部隊と言うのが表向きの情報だが、それを鵜う呑のみにする訳にはいかない。

　もしそれが本当であるならば、ギルドに所属する冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へいの中に、人類最強ともいえる存在を屠ほふれる人間がいる事になる。

　それは、西方大陸の秩序と安定を望む光神教団において、決して許容出来る事ではないのだ。

　その時からだ。

　それまでただの噂でしかなかった組織の存在が現実の物として認にん識しきされたのは。

　それ以来、光神教団はその大陸全土に張はり巡らせた組織力を駆く使しして情報を集め続けて来た。

　だが、未だに組織の影も形も定かではないというのが実情だ。

　彼らが何処に居おり、どんな規模の組織を持ち、何を目的に活動をしているのか。

　その全すべてが未だに深い闇の中だ。

　唯ゆい一いつ分かっている事と言えば、ギルドに対して相当な影えい響きよう力りよくを持っているという事くらいだろう。

（御子柴浩一郎という男が組織の一員か、関係者か分からないけれど……最悪の展開だわ）

　何せ、メネアが知る限り光神教団では異世界人の送そう還かん技術を研究した事は一度としてない。

　何しろ一度召しよう喚かんするだけでも希少な触しよく媒ばいなどを使用する為ため、かなりの金額が掛かかる術式だ。

　もし仮に送還するとなれば、最低でも同じ金額の出費を覚かく悟ごしなければならない事になる。

　いや、裏大地側の結界を解く為の神の名前が大地世界に伝わっていない以上、その神の名前を調べるところから始めなければならないだろう。

　その為に必要な資料や人員の確保を考えれば、国家規模のプロジェクトを組むしかない。

　当然、その予算は一国の軍事費にも匹ひつ敵てきするような莫ばく大だいな物となるだろう。

　だが、そんな費用を費やして異世界人を元の世界に返してやろうなどと言う奇特な考えの持ち主ならば、最初から召喚などする筈もない。

　これは、西方大陸はおろか、大地世界の全ての国家を見回しても同じだろう。

　となれば、考えられる可能性は二つ。

　一つは、御子柴浩一郎という男が、偶ぐう然ぜん発生した次元の狭はざ間まに堕おちてしまい、今まで誰だれも見た事のないような幸運に恵まれた結果、二本の法剣と共に無事に元の世界に戻もどったという可能性。

　そしてもう一つは、組織が何らかの形で帰還の方法を発見したという可能性くらいだろうか。

　どちらも荒こう唐とう無む稽けいな話ではある

　だが、前者の幸運説よりは、組織の関かん与よを疑う方がまだ現実的と言えるだろう。

　そして、問題はこの話を聞いた光神教団の幹部も同じように考えるであろうという事だ。

（どちらにせよ、この話を外部に漏らせば……）

　光神教団は組織に対して非常に強い警けい戒かい心しんを持っている。

　もし、組織に関して僅わずかな情報でも得られるならば、彼らは桐生飛鳥という少女の命を考こう慮りよする事は無い。

　容赦なく異い端たん審しん問もんに掛けるだろう。

　そうなれば、飛鳥に残された道は拷ごう問もん死だけだ。

　いや、彼女の容姿と異世界人であるという点を考慮すると、光神教団に囲われる慰なぐさみ者ものとしての道も有り得る。

　異世界人との間に産まれた子の多くは、親の特性を引き継ぐ事が多いのだ。

　実際、聖堂騎士団の大多数が、祖先に異世界人の血を入れているという事実から見ても、その説は恐おそらく正しいだろう。

　拷問死か慰み者か。

　どちらにせよ、飛鳥の姉を自任するメネアとしては考えたくもない未来だ。

「それで……どうするつもりですか？」

　メネアの問いにロドニーは肩を竦すくめて見せた。

「問題はそこさ……さっぱりいい案が浮うかばない。メネアは何か思いつくか？」

　その言葉に、メネアは力なく首を横に振った。

　実際、メネアとしても良い案など浮かびはしなかった。

　もし仮に組織の話云うん々ぬんがなかったとしても、聖都メネスティアにこのまま飛鳥を置いておくのが危険なのは確かだ。

　何せ、飛鳥の容姿は人目を惹ひきすぎる。それでなくとも、周囲に居る野や獣じゆう達たちから彼女の身を守るのに精いっぱいなのだ。

　最近では、聖堂騎士団の大隊長クラスすらちょっかいを出してくるらしい。

　まぁ、幸いな事に後見人であるロドニーには光神教団の保有する十ある正規騎士団の団長の一人という立場の他ほかに、タルージャ王国時代の伝つ手てが色々とあり枢機卿や大司教とも交流がある。

　相手も、然そう然う荒あらっぽい手段には出ないだろう。

　とはいえ、清貧を保ち、教義に忠実なロドニー達を煙けむたがっている人間が多いのも否定出来ない事実だ。

　最悪の場合、ロドニーのとばっちりを受ける可能性も有り得た。

　何せ、如何に胸むな糞くそ悪い司教の一人をぶん殴なぐった事に因る懲罰人事の為とはいえ、騎士団長の一人であるロドニーに少人数の部隊を率いて他国に長期滞たい在ざいを命じられる程度には疎うとまれているのだ。

　ロドニーの良き理解者達が手を回してくれなければ、益やく体たいもない任務の為にベルゼビア王国の片かた田舎いなかでその一生を棒に振っていたかもしれない。

　だが、だからと言って当初の予定通りに幾ばくかの金を渡して、飛鳥をこの大地世界に一人で放ほうり出せるかと言えば微妙なところだ。

　能力的な意味合いで言えば問題はないだろう。

　聖堂騎士団の訓練にも何とか食いついてきてはいるのだ。

　元々、それなりの地力があった事もあり、数ヶ月もすれば一人前の兵士と名乗れるだけの力量は身に付く筈だ。

　だが、それだけだ。

　力があっても、心がなければ何の意味もない。

　相手を容よう赦しやなく殺せる心。

　覚悟と言いい換かえても良いだろう。

　だが、どちらにせよこれがなくては意味がない。

　どんな優れた武術も、鋭えい利りな武器も使えなければ意味を持たないのだ。

（日本という国は平和だと聞いたけど……）

　それは、子供時分に母親から聞いた国の話。

　当時はそんな夢の様な国が現実にある訳ないと子供心に思った物だ。

　だが、飛鳥の態度や言動を実際に見た限り、どうやら母親の話は本当の事だったらしい。

　何しろ、初めは鶏にわとりを自らの手で絞しめる事にすら嫌けん悪お感を持つ位なのだ。

　とても人と争あらそう事など出来はしないだろう。

　強い弱いではなく、初めから勝負の土俵に上がれていないのだ。

　だが、こればかりは他人が言葉で教えて何とかなるものではなかった。

　生き方や、信念と言った部分に関するものなのだ。

　数ヶ月前にメネアがこの大地世界の現実を教え込む為に、聖都の闇やみを見せてから多少の改善はしたようだが、ハッキリ言ってまだまだ覚悟が足りなすぎる。

「そう言えば、立花の方はどうなんです？　彼とは色々と飲みに行ったりしていたんでしょう」

　ここでメネアは飛鳥と共に保護したもう一人の異世界人について思い出した。

　薄はく情じような様だが、立花は中年の男性。

　メネアとしては、同性である飛鳥の面倒にかかりっきりであったのも手伝い、あまり立花については関かかわり合あいを持てていないのが現状だ。

　勿論、頭部の怪我けがが治って以来、立花がロドニーの従者の様な立場として働いているのはメネアも知っている。

　ロドニーの副官であるメネアともそれなりに立花と会話をしているのも確かだ。

　だが、それはあくまでも事務的な関係。

　とても、心の内を忌き憚たんなく話せるような間あいだ柄がらとは言えなかった。

「立花か……彼は問題ないよ。まぁ、色々と思うところはあるようだが、こっちの世界で生きて行くと腹を括くくったみたいだな。仕事ぶりの方も悪くない。実に的確に働いてくれているよ。彼さえ良ければこのまま正式に従者として雇やといたいと考えているところさ」

　ロドニーの言葉にメネアは思わず大きく目を見開いた。

　確かに書類仕事の速さは知っていたが、ここまでロドニーが評価するとは考えていなかったのだ。

　だが、言われてみれば確かに、ロドニーの評価は間ま違ちがってはいない。

　メネア自身、自分の仕事の過か負ふ荷かが軽減しているのを実感していたところなのだから。

「正式な従者という事は、何いずれは騎士に任じると……成なる程ほど……まぁ、彼は元々荒あら事ごとには慣れていた様ですしね……」

　先日行われた徒手の格かく闘とう訓練。

　その中で行われた試合を思い出し、メネアは小さく頷いた。

　開始当初こそかなりぎこちなかったが、試合終しゆう盤ばんになって立花の見せた梃て子この原理を使った関かん節せつ技わざの腕うで前まえは実に大したものだ。

　何せ、自分の倍近い体格を誇る騎士を苦も無く無力化して見せたのだから。

　それ以来、立花は周囲の騎士達から一目置かれるようになっている。

　その上、長年警察官として役所勤めをしてきた所為か、外見に似合わず書類仕事にも長たけており、ロドニーとしては実に良い広い物だと喜んでいるところだった。

　幸いな事に、ロドニーは騎士団の団長に任じられている。

　従者の一人を騎士に任命する事など造作もない事。

　勿論、ロドニーとしても恩着せがましく自分に仕官しろと命じるつもりはない。

　だが、あれだけの逸いつ材ざいを捨て置いてしまうのも勿もつ体たいないと思うのも正直な気持ちなのだ。

（確かに、今後を考えればそれが一番でしょうけど……）

　メネアとしても、立花を正式に従者とする事に反対するつもりはなかった。

　少なくとも、光神教団を本来の宗教団体としての姿に戻したいというロドニーの想いを実現する為には、有能な味方が一人でも多く必要なのだから。

　だが、立花をそこまで巻き込んで良いのかどうか疑問を感じなくもない。

　何せ当初の予定では、立花の怪我が治り次し第だい、飛鳥と共に金を与えて聖都メネスティアから離はなれさせるつもりだったのだ。

　如何いかに思いがけず有能である事を知ったとはいえ、立花をロドニー達の事情に巻き込んでいい物かどうか……

　だが、そんなメネアとロドニーの会談は突如として終わりを告げた。

「失礼します！」

　乱暴に部屋の扉が叩たたかれると、ロドニーの返事も待たずに話題の主が姿を現した。

　その立花の無作法な態度にメネアはわずかに眉まゆを吊つり上あげる。

　とはいえ、それを今指し摘てきするほどメネアは愚おろかではなかった。

「どうかしましたか、立花さん。そんなに血相を変えて？」

　余よ程ほど急いできたのだろう。

　立花の顔は真っ赤に染まり、息は激しく乱れている。

「まぁ、何が起こったかは知らないが、とりあえずこれでも飲むと良い」

　そう言うと、ロドニーは机のわきに置かれていた水差しからコップへ水を注ぐと、息も絶え絶えな立花へ差し出す。

「あぁ、すみません……頂きます」

　そう言うと立花はロドニーからコップをひったくり一息に呷あおった。

「いったい何があったというの？」

　立花の様子にメネアは首を傾かしげた。

　長い付き合いとはとても言えないが、これほど慌てた様子の立花を見るのは初めての事だ。

「とにかくこれを！」

　そう言うと、立花は持っていた書類の束をロドニーへ突つき出す。

「これは？」

　差し出された書類は、光神教団が大陸全土に張り巡らせた情じよう報ほう網もうが報告してきた内容をまとめたレポートだ。

　恐らく、情報局の人間から剥むき出だしのまま手て渡わたす様に頼まれたのだろう。

　情報管理が出来ていないと言えばそれまでだが、お役所というのは内部に対しては何処どこも危機意識が低い物らしい。

「それで……これがどうしたんだい？　立花さん」

　ざっと流し読みしてみたが、書かれている内容と言えば、それほど普ふ段だんと代かわり映ばえのしないものばかりだ。

　南部諸王国は相変わらず国境線を巡る争いが絶えないし、オルトメア帝国が近きん隣りん諸国を侵しん略りやくするのも今いま更さらの話題だ。

　唯一目を引くと言えば、オルトメア帝国とザルーダ王国との戦いくさの状況位だが、それだって、開戦から既に一年以上が過ぎ、硬こう直ちよく状態に陥おちいっている。

　その上、戦地は遥か大陸の反対側だ。

　少なくとも立花がこれほどまでに血相を変える理由がロドニーには分からなかった。

「そうじゃないんです。ここです。ここを読んでみてください！」

　そう言うと、立花はロドニーから書類の束を奪うばい取とり、お目当ての箇か所しよを指さした。

「いったい何が……」

　だが、立花が指さした箇所にもう一度目を向けた瞬間、ロドニーの背中に電流が走る。

　その箇所に記き載さいされている男の名前に……

「馬ば鹿かな……そんな事が……」

　そう言うとロドニーは思わず椅い子すに倒たおれ込む。

　その様子を見ていたメネアは、急いで立花の指が指し示す箇所に目を走らせる。

（ザルーダ王国とオルトメア帝国の決戦……違うこれじゃない……ローゼリア王国の援えん軍ぐんはエレナ・シュタイナーと御子柴亮りよう真まという謎なぞの男か……ミスト王国の将はエクレシア・マリネール……）

　とりとめもない情報。

　少なくとも、西方大陸南西部に居るメネア達にとっては同じ大陸の事とは言え別世界の話の様なものだ。

　だが、何気なく読み飛ばした名前にメネアは引っ掛かりを感じた。

（まって……御子柴亮真？　御子柴……御子柴！）

　それは、決して有り得ない名前だ。

　だが、光神教団の情報網は西方大陸に群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする他の国々よりも優ゆう秀しゆうであり、誤報の可能性はほとんどない。

（こんな偶然……）

　その瞬間、メネアは何か大きな意思が闇の奥おく深ふかくで蠢うごめいているのを感じた。







[image: ]







エピローグ







　西方大陸西部を支配するキルタンティア皇国。

　この国の南東部に位置し、南部諸王国との国境付近にある港こう湾わん都市レンテンシアは大陸南部における交易の中心地として古くから栄えて来た。

　この街に一人の男が姿を現したのは、太陽がようやく地平線から顔を出し始めたかといった時分の事だ。

　男はマントを身に着け、顔を隠かくす様にフードを目ま深ぶかに被かぶっていた。

　傭兵なのか、冒険者なのか。

　はたまた、ただの旅人なのか。

　一見しただけでは何とも言えない装いの男だ。

　とはいえ、格別怪あやしいという程の事でもない。

　いや、どちらかと言えば存在が希き薄はくとでもいうのだろうか。

　男は、城門を開けた門番達の前を足早に通り過ぎると、そのままレンテンシアの街にある歓かん楽らく街がいへと足を進める。

「ふむ……ここか」

　山やま彦びこ亭ていという看板の下にギルド御ご用よう達たしと書かれているのを確かめながら、男はとある一軒けんの酒場へと足を踏ふみ入いれる。

「旦だん那な……随分と早いですねぇ。もう飲むんですかい？」

　男の姿に気が付いた若い店員らしき男が、バーの中から声を掛けて来た。

「うむ、酒と何か食べる物をくれ」

　そう言うと男は目深に被っていたフードを外す。

「へぇ……良い歳した爺じいさんのくせにまだ引退もせずに冒険者稼か業ぎようかい……大変だねぇ」

　男の顔を見た店員がそんな事を言いながら肩かたを竦めて見せた。

　それはたわいのない一言だったのだが、男は不快に思ったらしい。

「つまらん戯たわ言ごとは良い……酒と食べ物だ。サッと出てきて腹にたまる物を頼む」

　そう言うと、男は店員へ鋭するどい視線を向けた。

　その瞬間、店員は自分の背中に冷たい刃を突っ込まれたような感覚に襲おそわれ、体を小刻みに震ふるわせた。

「あぁ、済まねぇ……何処でも構わないから好きなところに腰こしかけてくれ。女は夜にならねぇと来ないが構わないよな？」

　そう言うと、店員は男の機嫌を取る様な視線を向けた。

　実際、店員の本能が男に対して最大限の警報を鳴らし続けている。

　治安の悪い歓楽街に店を構えている酒場の店員ともなれば、ある程度の腕うでっぷしは求められるのが普ふ通つうだ。

　何せ、電話をすれば警察がすぐさま駆けつけてくれるような世界ではないのだから。

　事実、この店員も酒に酔よった冒険者や傭兵をつまみ出す程度の腕は持っている。

　だが、残念な事に目の前の男はそんな店員が束になって掛かっても敵かなわない強者の様だ。

（なんてこった。ついてねぇぜ……）

　正直に言えば、このまま仕事をほっぽり出して逃にげ出したいところだが、ギルドの一員である以上そういう訳にもいかない。

　そんな店員の態度に男は鼻を一つ鳴らすと、興味を失ったかのように視線を逸そらす。

「注文は分かったな？　なら早く持ってきてくれ……それとコップを二つと水差しも頼む」

　そう言うと男は、酒場のもっとも奥おくまったところに置かれた椅子に腰を下ろした。

　そこは出入り口からは最も離れたテーブル席。

　料理を調理場から運ぶにしてももっとも不便な場所だ。

（何だあいつ……わざわざあんな隅すみっこに座すわらなくても……）

　はっきり言えば、カンターに座ってくれた方が、対応がしやすいのだ。

　とはいえ一度客が腰を下ろしてしまった以上、今更男に席を移れとも言い難がたい。

（仕方ねぇなぁ……）

　店員は男に悟られないように小さくため息をつくと、調理場へと姿を消した。

「はいよ旦那……お待たせしました」

　十分ほどたっただろうか。

　店員が大皿に盛ったパスタらしき麺めん料理とスープを運んできた。

「ほぅ……」

　胡こ椒しようの香かおりが鼻をくすぐり、食欲を掻かき立てる。

　上に乗った唐とう辛がら子しらしき香こう辛しん料りようから察するに、ベーコンの入ったペペロンチーノと言ったところだろうか。

（ふむ……中々に旨うまそうだ）

　本来のペペロンチーノは唐辛子に胡椒とオリーブオイルを使うだけで、ベーコンなどの肉類は入っていない。

　とはいえ、ここはあくまでも異世界。

　ましてや、日本ですらベーコン等などを追加するのはよくある事だ。

　男は店員に不満を言う事もなく、目の前の料理にフォークを入れた。

「それじゃぁ、こちらに酒と水を置いておきます」

　店員はなけなしの勇気を振ふり絞しぼりながら、男のご機き嫌げんを窺うかがう。

　そんな店員の態度に、男はもう一度ジロリと視線を向けると、懐ふところから金の入った袋ふくろを取り出す。

「今日は夜まで居るつもりだ。席料は幾いくらだ？」

　思いもかけない男の言葉に、店員は思わず聞き返した。

「え？　夜までって……今からずっとですかい？」

　確かに、この酒場は日本で言うところの二十四時間営業の店だ。

　歓楽街の店らしくメインの営業は夜だが、街で働く人間の為に昼間も食事をメインに営業をしているのだ。

　だから、男が夜まで居い座すわるのを断る理由はない。

　とはいえ、今は朝の七時くらいだろうか。

　その時分から夜までという事は、優に半日はここに居座るという事になる。

　確かに、酒飲みの中には夜通し飲み明かす人間もいるが、朝っぱらからそこまで飲もうという人間はかなり珍めずらしい。

「何だ？　問題でもあるのか」

　店員の煮にえ切らない返事に、男はもう一度尋たずねた。

「いえ、問題はないんですが……」

　確かに問題はない。

　だが、この店は夜も忙いそがしいが、昼間も食事をしにかなりの客がやって来る。

　客の回転を考えると、多少注文をしてくれたところで儲もうけにはならないのだ。

　だが、そんな店員の心を見み透すかしたかのように、男は財さい布ふから金貨を一枚取り出して見せる。

「迷めい惑わく料りようだ。これで足りるか？」

　そういうと男は指で金貨を弾はじいた。

「おっと……旦那、正気ですかい？　金貨なんて夜に来てくれれば綺き麗れいどころを何人だって買えますよ？」

　手の中にある金貨のずっしりとした重みを確かめながら、店員は探さぐる様な視線を男へ向けた。

　実際、男の払はらった金貨一枚という値段は、ただ店に居座るという迷惑料としては破格過ぎた。

　流石さすがにレンテンシアで一番と言われるこの店全部を一日丸ごと貸し切りには出来ないが、この店が誇ほこる酌しやく婦ふ達たちを好きなだけ侍はべらす事は可能だ。

　それも、夜の特別サービス込みで。

　客が払うという物を断るのも変な話だが、流石にまっとうな客商売をしている以上、限度という物がある。

（頭がおかしいのかとも思ったが……そんなふうにも見えねえしな）

　男の装いは確かにちぐはぐな物を感じはするが、常識の範はん囲い内ないだ。

　それに、狂きよう人じん特有の支し離り滅めつ裂れつさも感じはしない。

　何より、もう話は終わりだとばかりに手を振られてしまえば、店員としても渡わたされた金貨を受け取る他に道はなかった。

（仕方ねぇ……酒と飯の代金はここから引くって事にしておくか）

　それでもまだかなりの額ではあるが、多少は良心も痛まないという物。

　それに、今から酒を飲むとなれば、つまみも含ふくめてそこそこの金額にはなる筈はずだ。

（後は、店長が来てから相談するしかねぇな……って、あの爺さん、何をしてやがるんだ？）

　そんな事を思いながら、店員が背後に視線を向けると、男が水差しからコップに水を注いでいるところが目に入った。

　勿もち論ろん、食事中に水を飲むのは何の不思議でもない。

　だが、男は二つのコップの半分ほどにまで水を注ぐと、その上に空いていた取り皿を被かぶせたのだ。

　それはまるで子供の悪戯いたずら。

　実際、親に連れられてきた子供が、手て持もち無ぶ沙さ汰たな時に似た様な事を良くやっているのを店員は幾いく度どか見かけた事が有る。

　とはいえ、男の表情を見る限り悪ふざけにも見えないのだ。

　店員はもう一度男へ視線を向けると肩を竦めてカウンターの中へと入っていった。

　男のしている行こう為いの意味を知る事もなく。




　その夜、一人の女がレンテンシアの街の商業区域を歩いていた。

　健康的な小麦色の肌はだと、彫ほりの深い顔つきから察するに地球で言うところのアラブ系の様に見受けられる女だ。

　年としの頃ころは三十代も半ばくらいと言ったところか。

　引き締しまった体に豊満な胸と尻しりだ。

　まさに女として脂あぶらののった年とし頃ごろと言える。

　その装いから見て酒場の酌しやく婦ふか娼しよう婦ふだろうか。

　どちらにせよ、歓楽街の女だ。

　だが、そんな周囲の好奇の視線を受けながらも、女は流れる様な動作でとある商館の扉とびらを潜くぐる。

「夜分に申し訳ございません」

　女はそう言うと、入り口に立つ守衛に深々と頭を下げた。

「お前は……確か山彦亭の酌婦の？」

　守衛も非番の日には山彦亭へ仲間と連れ立って足を向ける事も有る為、女の顔は知っていた。

　とはいえ、酒場の酌婦が何故こんな時間に、ここを訪れたのかという疑問は拭ぬぐえない。

「はい、実はうちの店に居る客の事で……ご報告したい事があり劉りゆう大たい人じんにお会いしたいのですが、お取次ぎいただけますでしょうか？」

　そう言うと、女は胸むな元もとから一枚のカードを取り出して守衛に手渡した。

　それはこの大地世界アースの銀行やギルドで用いられる身分証兼けん通帳だ。

　だが、それを見た瞬間、守衛の顔色が変わる。

　ただの酌婦と思い込んでいた自分を叱しかりつけるかのように守衛はカードを受け取ると急いで生気プラーナを軽くカードへと流す。

「これは失礼しました……直すぐに確かく認にんの上で取り次ぎますのでここでお待ちください」

　カードの表面に浮かび上がった紋もん様ようを確認した守衛は、先ほどの不審感に満ちた態度とは対照的な姿を女に見せた。

　もっとも、当の本人はそんな守衛の豹ひよう変へんに気を悪くする様子もない。

　守衛の行動が自らの職責に忠実だっただけだと理解しているからだろう。

「ありがとうございます」

　そう言うと女は慌あわてて奥に引っ込む守衛の背中に深々と頭を下げた。

　時間にして数分と言ったところだろうか。

　ほどなくして守衛が一人の男を連れて足早に戻って来た。

　黒くろ髪かみをオールバックにし、燕えん尾び服ふくをきちんと着込んだ中肉中背の中年男だ。

　直ぐに取り次ぐという守衛の言葉に嘘うそはなかったらしい。

「お待たせいたしました。私は劉大人のお世話をさせていただいております、執しつ事じの鄭ていともうします。主人がお会いするそうですのでどうぞこちらへ……」

　その言葉に従い女は執事の後に付き従いながら商館の奥へと足を進めた。

　階段で地下に降りると、女の前に大きな木製の扉が姿を現した。

　フロアを丸々使っているのだろう。

「大人……お客様をお連れ致しました」

　執事の鄭が扉を数度叩たたくと、中から男の声が響ひびいてきた。

「入りなさい」

「失礼いたします」

　その言葉に従い鄭が扉を開けると、中のきらびやかな色しき彩さいの部屋が女の目に飛び込んで来た。

「お初にお目にかかります。劉大人。組織よりこの街を仕切らせていただいておりますルカイヤ・ラドワーンと申します」

　ルカイヤは目の前に佇たたずむ真っ白な髭ひげを胸元辺りまで垂らした初老の男に気が付くと、素す早ばやくその足元へと跪ひざまずき頭を垂れた。

「同じ組織の仲間だ。礼は良い……立ちなさい」

　そう言うと、劉は女に立ち上がるように促うながした。

「恐きよう縮しゆくです。劉大人……」

　ルカイヤとて組織の中ではそれなりの手て練だれとして知られており、幹部と言っていい地位にある。

　だが、ルカイヤの眼めの前に佇む劉という名の初老の男は格が違ちがった。

　何せ彼は、組織の現在の基き盤ばんを築き上げた十二人居る功労者達の一人。

　武法術の力によって老化がかなり抑おさえられ外見からは分からないが、男の年ねん齢れいはそろそろ百歳さいに届くはずだ。

　如何にルカイヤが組織からレンテンシアの街を仕切る様に命じられていたとしても、相手の方が遥はるかに上なのだ。

「それで、話とは何だね？」

「それが……」

　単刀直入に用件を切り出した劉にルカイヤは思わず言葉を濁にごす。

　自分では判断が付かないからこそ此処ここに赴おもむいたのだが、今になって長老の一人である劉に話す事が急に怖こわくなってきたのだ。

　だが、そんなルカイヤの様子に劉は朗ほがらかな笑えみを浮かべた。

「成なる程ほど、ではこちらに来てお茶でも飲むがいい……」

　そう言うと、劉は自らの手で茶器を準備し始める。

「あっ、あの……」

「直ぐに準備できるから、そこの椅子に座って待っていなさい」

　その言葉に、ルカイヤは黙だまって従うしかなかった。

「さぁ、こちらの世界で作らせたものだが、味は中々だと思うよ。是ぜ非ひとも試ためしてみてほしい」

　そう言うと、劉は茶ちや盤ばんの上に置かれた茶ちや壷つぼへ茶葉を入れてお湯を注いだ。

　どうやら既すでに茶器をお湯で温めているらしい。

　そして、十分に時間をおいてからルカイヤの前に置かれた小さな茶ちや碗わんにお茶を注ぐ。

「美味おいしい……」

　花のような香りと共に、ホッとするような味が体全体に沁しみ込んでいくのをルカイヤは感じた。

「そうかね……流石に品質は本場の物と比べ物にならんが、お気きに召めしていただけたようなら何よりだ」

　そう言うと、劉は空いた茶碗へ再びお茶を注ぐ。

　まったりとした時間が過ぎる。

　やがて劉はゆっくりと口を開いた。

「さて、落ち着いたところで話を聞こう。いったい何が起きたのかね？」

　その言葉に導かれるかのように、ルカイヤは己おのれの店に居座る謎の男の事を劉大人に告げた。

「ほう……それはまた珍しい事だ。未いまだに茶ちや碗わん陣じんの符ふ牒ちようを知る者がいるとは……」

「やはりあれは……」

「うむ、実物を見ていない以上確たる事は言えぬが、今聞いた限りでは組織の茶碗陣とみてよいだろうな……わざわざ酒場でやるという事自体、組織の符牒を知っていると見て良いだろう」

　顎あご髭ひげを摩さすりながら楽しそうに目を細める劉大人の言葉に、ルカイヤは己の判断が間違っていなかった事を悟さとった。

　茶碗陣とは中国に存在した秘密結社の暗号として用いられたものだ。

　その暗号は茶碗陣の言葉通り、茶碗の数や置き方によって陣じん形けいを作り、様々な情報を伝えあったと言う。

　その故事に倣ならい、組織でもこの茶碗陣を組織の構成員の符牒代わりに用いていた時期があった。

　もっとも、本来の茶碗陣は中国にある茶館と呼ばれる喫きつ茶さ店てんの様な店で行われる物であり、酒場で行う事は無い。

　とは言え、この大地世界では茶館の方が逆に人目を引いてしまう訳で、代用として酒場で用いられてきたという訳だ。

　しかし、男が行っているのが茶碗陣であるとすると、一つ大きな問題が残る事になる。

「あれを使わなくなって何年になる？」

　その言葉にルカイヤは小さく頷うなずいた。

「はい。二十数年ほど前に今の身分証を採用した事に因より、茶碗陣によるメンバー間の連れん絡らくは廃はい止しとなっています」

　元々、組織は地球の技術を再現もしくは応用する事に心血を注いできた。

　この大地世界の技術水準を考えれば、どれか一つでも再現する事に成功するだけで圧あつ倒とう的てきなアドバンテージを得られると知っていたからだ。

　そんな中で組織が開発した物の一つに、生気を流す事に因って特定の記号や文様を表面に浮かび上がらせる技術という物がある。

　かなり特とく殊しゆな材料を用いる上に製造に時間が掛かるので最重要機密の手紙や書類以外には使えないが、組織のメンバーを見分ける上での目印として用いるには十分だった。

　当然、そんな技術があれば、組織としてもわざわざ茶碗陣を用いて仲間かどうかを判断する必要は無くなる。

　ルカイヤ自身も知識として茶碗陣の存在は知っていたが、実際にそれを用いた経験はない。

　だからこそ、わざわざ組織の長老である劉大人を訪ねたのだ。

「ふむ……となると、これはいったいどうした物か……」

　既に廃すたれた筈の茶碗陣を行う謎の男。

　如何にレンテンシアを仕切る組織の幹部とは言え、ルカイヤが判断に困るのも当然だった。

（恐らくは、どこぞの国の密みつ偵ていがたまたま過去の符牒を知り興味本位で行ってみたというだけの事か、はたまた酔すい客きやくの手て慰なぐさみが偶ぐう然ぜん茶碗陣の様になっただけと言ったところだろうが……）

　劉としてもその謎の男の正体にがぜん興味がそそられる。

（日本刀らしきものを持っているというのも気にかかる……ここは一つ確かめてみるとするか）

　ただの興味本位や偶然であれば、その男は気の毒な事になるが、そこは迂う闊かつな行動をとった自分が悪いと諦あきらめて貰もらうだけの事だ。

「鄭。済まないが急いで手練れを何人か集めてくれ。その男の正体を確かめてみるとしよう」

　そう言うと、劉は静かに椅子から立ち上がった。







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。

　一巻目からご購入いただいている読者の方々、四ヶ月ぶりです。

　作者の保利亮太と申します。

　このあとがきを書いている段階で、すでに今年も残り二ケ月と言ったところでしょうか。

　今年も目標通り年三冊のペースを維持する事が出来て、ホッとしているところです。

　とは言え兼業作家の宿命なのか、本業の方も忙しく今回も綱渡りな感じでした。

　結構綿密なスケジュールを立てているので、それに沿って消化していけば問題ない筈なのですが、予定は未定とよく言われるように、中々理論通りには進まないのが悲しいところです。

　ソシャゲのイベントとかとか……

　海外ドラマとかとか……

　特に最近ハマっているのがＭａｊｏｒ Ｃｒｉｍｅｓという作品です。

　これは俳優の魅力もさることながら、ストーリーも人間ドラマ有り意外性ありの刑事もので作者イチ押しだったりします。

　新シーズンがレンタルされるとついつい作品のネタ探しも兼ねていると言い訳しつつ、作者はぶっ通しで見てしまいますので、興味のある方はぜひ。

　まぁ、一番の難問は執筆意欲が盛り上がってこないと、原稿用紙を前にしても筆が進まないという作者の気持ち的な点なんですけどね。




　それではそんな作者の泣き言はさておき、あとがきから読まれる方の為に、恒例化している本作品の概要と見どころを簡単に。

　まず八巻の最大の特徴は、今まで本格的には書かれてこなかった光神教団や西方大陸南部に割拠する国が少しずつクローズアップされてきた点でしょう。

　特に光神教団に関しては、このウォルテニア戦記という物語における大きなキーの一つですので、この話を書けたのは作者的にも大きな喜びであります。

　また、今回は飛鳥や祖父である御子柴浩一郎の近況を書くことが出来ました。

　四巻五巻で飛鳥の話を書きましたが、その後が少し開いてしまった事は作者的にも申し訳なく思って居たところなので、ホッと胸を撫で下ろしている次第です。

　とは言え、今回は飛鳥の気持ちや彼女を保護する人間に焦点を当てていますので、召喚に巻き込まれた運の悪い警察官の立花や、様々な謎を秘めている御子柴浩一郎の扱いはさわり程度にしています。

　飛鳥と共に召喚された不幸な警察官の片割れである楠田君に関しては、森で飛鳥と別れてからの事が今回も全く触れていませんし。

　まずいらっしゃらないとは思いますが、彼等不幸な警察官コンビのファンの方が居たら申し訳ありません。

　まぁ、彼等は彼等で色々と伏線にもなっていますので、今後出てくると思います。多分……

　さて、次に主人公側ですが、エルネスグーラ王国の女王との会談がこの巻ではメインとなります。

　作者的には、もっと主人公側のアクションシーンを増やしたいところではあるのですが、話の構成上、それだけを前面に出すのは難しいのが現状です。

　本当は戦争の描写まで話を続けたいところなのですが、ページ数的な事も有り、今回は交渉シーンで終わってしましました。

　今後の展開の伏線的な意味でも重要な部分なので、中々省けないんですよね。

　その分、リオネ達の活躍が書かれていますので、内容的には読者の皆様を飽きさせる事は無いかと思ってはいます。

　また、八巻で初登場となるグリンディエナ・エルネシャールとエクレシア・マリネールですが、何時もの様にｂｏｂさんが上手くこちらのイメージをイラストにしてくださっています。

　作者の美人じゃないけど可愛い系の美人とか、シャルディナと感じが似ているのでうまい事差分を付けてとか、本人自身も良く分かっていない割とふわっとした要求を上手く反映した形になっていて、本当に頭が下がります。

　絵心のない作者には逆立ちしても真似は出来ません。

　多分、作者がやろうとしたらマッチ棒みたいな人影が並ぶシュールな感じになってしまうでしょう。

　戦記物だと、どうしても登場人物が多く、その分だけ挿絵に登場する人間も多くなってしまうので、イラストを描き分けるのは大変だと思ってはいるのですが……

　まぁ、それってコミックを担当していただいている八木ゆかり先生にも言える事なんですけどね。

　ちなみにコミックの方も順調で、この八巻目の発売と同じ時期に二巻が発売される予定です。

　コミックファイアの方での連載も月一で更新されていますので、最新話が気になる方は是非是非そちらもご覧いただけると嬉しいです。




　最後に、今回も八巻の出版にあたりご助力いただきました編集の皆様を初めとした関係者各位へ、この場をお借りして御礼申し上げます。

　また、それにもましてこのシリーズを書き続けられるのは、読者の皆様の支援あってこその事と思っております。

　九巻目も来年の三月後半には皆様のお手元へお届け出来る予定ですので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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